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夲

家

物

語
、

鍋

島

本

と

卒

戸

本

高

橋

貞

一

は

し

が

き

準
家
物
語
百

二
十
句
本
の
成
立
、
百

二
十
句
本
と
屋
代
本
と
の
關
係
な
ど
に
就

い
て
考
究
を
續
け
て
ゐ
る
筆
者
に
、
最
も
注
目
す

べ
き
傳
本
の
調
査
を
得
た
の
で

此
處
に
詳
説
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
鍋
島
本
は
、
か
つ
て
島
津
忠
夫
氏
が

「小

城
鍋
島
文
庫
本
夲
家
物
語
を
め
ぐ

つ
て
」
(佐
賀
大
學
文
學
編
集
4
)
に
論
ぜ
ら
れ
、

山
下
宏
明
氏
が
「
夲
家
物
語
百
二
十
句
本
考
」
(國
語
と
國
文
學
、
三
+
八
年
+

一
月
號
)

や
、
[、夲
家
物
語
百
二
十
句
本
再
考
」
(古
典
文
庫
、
平
家
物
語
解
説
、
四
士
二
年
+
月
)

に
も
觸
れ
ら
れ
た
本
で
あ
る
が
、
昨
年
來
、
山
下
氏
藏
の
寫
眞
を
拜
借
す
る
こ
と

を
得

て
細
部
に
わ
た
つ
て
調
査
考
察

す
る
こ
と
を
得
た
の
で
、
筆
者
の
見
解
が
、

前
述
の
諸
論
文
と
異
る
も
の
が
あ
り
、
敢

へ
て
發
表
す
る
所
以
で
あ
る
。
本
研
究

の
な
る
は
、
島
津
氏
及
び
山
下
氏
の
御
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
深
甚
の
謝
意

を
表
し
た
い
。

さ
て
山
下
氏
が
小
城
本
と
名
づ
け
て
ゐ
る
が
、
傳
來

の
上
か
ら
も
、
鍋
島
本
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

鍋

島

本

に

つ

い

て

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

鴨

一

本
書
は
、

佐
賀
大
學
現
藏
。

現
存
十

一
冊
。

卷
十

一
欠
。

片
假
名
交
り
九
行

書
。
各
卷
末
に
、

「
十
二
卷
之
内
、
鍋
島
加
賀
守
直
茂
」
と
あ
る
。
鍋
島
加
賀
守

直
茂
は
、

秀
吉
に
仕

へ
、

元
和
四
年
六
月
三
日
歿
、

八
十

一
歳
と
傳

へ
る
に
依

り
、
慶
長
頃

の
寫
と
島
津
氏
は
云
ふ
が
、
更

に
古

い
書
寫
と
認
め
て
差
支
な
い
で

あ
ら
う
。
卷
三
の
ア
ソ
ビ
の
裏
に
、

「
直
茂
公
御
寫
本
」
と
あ
る
が
、
自
筆
本

で

な
い
と
い
ふ
。
卷
頭
に
目
録
が
あ
り
、
章
段
を
設
け
て
ゐ
る
。
卷

一
の
目
録
を
示

せ
ば
、

李
家
卷
第

一

一

忠
盛
昇
殿
軣

一

爪
丁家

一
由口
黴系
日日
古又

一

清
盛
出
家
蔓

一

白
拍
子
義
王
仏
軣

=

耗
后
逝
離

后
妾

一

皇
太
后
大
宮
御
出
家
吏

一

興
輻
寺
延
暦
寺
額
打
論
軣

一

清
水
寺
炎
上
吏

四

七



`

人

文

學

論

集

一

後
白
川
院
御
法
体
吏

一

資
盛
朝
臣
殿
下
松
殿
乘
合
吏

一

主
上
高
倉
御
元
服
蔓

一

左
衞
門
入
道
西
光
近
習
隻

一

加
賀
守
師
高
賀
州
國
務
井
舍
弟
目
代
師
經
宇
河
寺
狼
藉
吏

一

白
山
神
輿
入
洛
隻
付
頼
政
振
舞
隻

一

後
二
條
關
白
薨
御
軣

一

平
大
納
言
時
忠
山
門
勅
使
隻

一

新
大
納
言
成
親
以
下
謀
叛
吏

一

内
裏
燒
亡
隻

と
あ
る
が
、
本
文
中
の
題
目
は
、
卷
頭
に
祗
園
精
舍
吏
と
あ
り
、
ご
代
后
立
蔓
の

次
は
、
皇
太
后
宮
大
宮
御
出
家
隻
で
な
く
し
て
、
二
條
院
崩
御
吏
と
あ
り
、
後
二

條
關
白
薨
御
吏
、
新
大
納
言
成
親
以
下
謀
叛
吏
も
な
く
若
干
目
録
と
異
る
所
が
あ

る
。

卷
二
の
目
録
は
、

夲
家
卷
第
二

一

天
台
座
主
明
雲
僭
正
被
沒
收
所
職
被
召
還
御
本
尊
隻

一

覺
快
法
親
王
天
台
座
主
御
補
任
蔓

一

先
座
主
明
雲
罪
科
儀
定
軣

同
配
流
吏

同
山
門
大
衆
先
座
主
取
留
之
軣

付

一
行
阿
闍
梨
火
羅
國
被
流
隻

一

成
親
卿
以
下
謀
叛
多
田
藏
人
行
綱
忠
言
吏

四
八

一

成
親
卿
父
子
被
召
誡
隻

一

西
光
父
子
被
誅
吏

一

重
盛
公
父
禪
門
諷
諫
隻

一

成
親
卿
備
前
兒
嶋
遷
流
蔓

一

成
經
朝
臣
備
中
妖
尾
流
罪
蔓

一

法
勝
寺
執
行
俊
寛

夲
到
官
康
頼

井
妖
尾
遠
流
之
吏

一

丹
波
少
將
成
經
薩
州
鬼
海
嶋
遠
流
隻

一

康
頼
入
道
鬼
海
嶋
祀
文
蔓

同
二
首
歌
札

一

成
親
卿
出
家
蔓

付
源
左
衞
門
尉
信
俊
有
木
別
所
參
吏

一

彗
星
吏

と
あ
る
。
然
し
本
文
申

の
題
目
は
、
卷
頭
は
天
台
座
主
之
隻
と
あ
り
、
重
盛
公
父

禪
門
諷
諌
隻
は
相
國
禪
門
諷
諌
之
蔓
と
あ
り
、
丹
波
少
將
成
經
薩
州
鬼
海
嶋
遠
流

蔓
は
な
く
、
鬼
海
嶋
靦
文
同
二
首
歌
隻
と
あ
り
、
最
後
は
、
成
親
禪
門
逝
去
吏
と

彗
星
隻
と
な
つ
て
ゐ
る
。
卷
三
の
目
録
は
、

一

行
綱
回
忠
之
軣

一

御
産
之
吏

一

大
塔
建
立
之
軣

一

頼
豪
死
去
之
吏

一

少
將
都
入
之
蔓

一

有
王
魃
海
嶋
渡
叟

一

小
松
殿
熊
野
參
詣
蔓

付
鑢

夢



●

一

燈
籠
付
大
地
震
蔓

・

`

一

]

法
印
問
答
之
蔓

一

大
臣
被
流
隻

一

中
山
行
高
出
仕
之
軣

一

城
南
離
宮
吏

と
あ
る
。
本
文
中

の
題
目

は
卷
頭

に
、
行
綱
回
忠
事
と
あ
り
て
、
有
王
鬼
海
嶋
渡

吏
は
有
王
吏
と
あ
り
、
法
印
問
答
之
吏
は
な
い
。
卷
四
の
目
録
は
、

李
家
卷
第
四

一

高
倉
院
嚴
嶋
御
幸
吏

一

先
帝
御
印
位
軣

一

高
倉
宮
謀
叛
軣

一

源
氏
汰
之
軣

一

那
智
軍
之
吏

塾

一

鳥
羽
殿
鼠
沙
汰
軣

一

長
兵
衞
合
戦
之
蔓

一

木
下
鹿
毛
之
吏

一

瀧
口
競
隻

一

自
三
井
寺
到
山
門
牒
状
井
南
都

返
牒
軣

一

大
衆
汰
付
矢
切
之
但
馬
吏

一

淨
妙
房
軣

一

足
利
付
宇
治
川
先
陣
吏

一

頼
政
厳
後
之
軣

一

宮
之
被
御
討
之
吏

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

一

通
乘
沙
汰
之
蔓

一

頼
政
昇
殿
井
三
位
射
鷄
隻

一

三
井
寺
炎
上

本
文
中
の
題
目
は
、
卷
頭
に
は
題
目
な
く
、
先
帝
御
師
位
蔓
よ
り
始
ま
り
、
淨
妙

房
吏
は
な
く
、
橋
合
戰
之
蔓
と
あ
り
、
以
下
は
若
宮
之
沙
汰
隻
、
頼
政
昇
殿
井
三

位
射
鸚
吏
、
三
井
寺
炎
上
之
隻
と
あ
る
。

卷
五
の
目
録
は
、

一

都
邉
之
隻

一

月
見
之
軣

一

輻
原
物
怪
之
軣

一

青
侍
夢
之
軣

一

大
庭
早
馬
之
蔓

一

朝
敵
汰
付
延
喜
帝
鷺
隻

一

咸
陽
宮
之
隻

一

文
學
荒
行
之
吏

一

同
勸
進
帳
之
軣

同
流
罪
之
吏

一

頼
朝
院
宣
之
軣

↓

薩
摩
守
東
國
發
向
吏

」

重
而
高
倉
院
嚴
嶋
御
幸
之
吏

一

富
士
河
之
吏

一

五
篩
汰
沙
之
軣

一

南
都
炎
上
之
軣

・

-

、四
九
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人

文

學

論

集

と
あ
る
。
本
文
中

の
題
目
は
、
卷
頭

に
は
な
く
、
月
見
之
隻
よ
り
始
ま
り
、
文
覺

荒
行
并
勸
進
帳
之
隻
と
あ
つ
て
、
又
勸
進
帳
之
蔓
、
文
學
流
之
吏

と
あ
る
。
以
上

卷
三
、
卷
四
、
卷
五
の
三
冊
の
目
録

に
つ
い
て
は
、
島
津
氏
が
、

一
方
流
本
、
特

に
梵
舜
本
に
近
似
す
る
由
を
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
が
本
文
と
は
關
係
が
な
い
。

卷
六
の
目
録
は
、

一

花
林
院
僣
正
榮
圓
逝
去
吏

一

上
皇
高
倉
院
崩
御
吏

一

此
君
御
在
位
間
吏
付
葵
女
御
并
小
督
局
夏

一

入
道
安
藝
巌
嶋
内
侍
腹
姫
君
法

皇
被
進
隻

一

木
曾
冠
者
義
仲
於
北
國
謀
叛
吏

一

入
道
相
國
病
患
吏

一

清
盛
爲
白
川
院
御
子
蔓

一

慈
心
坊
尊
惠
炎
魔
廳
屈
請
吏

一

流
砂
葱
嶺
蔓

一

五
條
大
納
言
邦
綱
逝
去
夏

一

東
大
寺
造
始
吏

一

須
俣
川
合
戰
吏

一

越
後
國
住
人
城
太
郎
助
長
頓
死
軣

一

諸
方
夲
家
所
濤
不
成
就
軣

一

中
宮
號
建
禮
門
院
吏

一

權
少
僣
都
顯
眞
於
日
吉
祗

一
万
部
法
華
經
讀
誦
蔓

一

城
四
郎
助
持
与
木
曾
義
仲
於
信
濃
國
横
田
川
合
戰
軣

と
あ
る
。

上
皇
高
倉
院
崩
御
吏

は
、
上
皇
崩
御
吏
と
あ
り
、

次
は
、
付
葵
之
女

五
〇

御
隻
、
小
督
之
局
之
吏
と
續
き
、
木
曾
於
北
國
謀
叛
夏
と
あ
り
、
最
後
の
方
は
、

中
宮
院
號
建
禮
門
院
隻
、
太
白
犯
昴
星
隻
、
顯
眞
於
日
吉
瓧
万
部
法
經
讃
誦
吏
、

城
四
郎
與
木
曾
信
濃
國
横
田
川
合
戰
軣
と
あ
る
。

卷
七
の
目
録
は
、

一

朝
覲
行
幸
蔓

一

木
曾
義
仲
与
兵
衞
佐
頼
朝
不
快
夏

一

木
曾
子
息
清
水
冠
者
義
基
遣
兵
衞
佐
隻

一

小
松
三
位
中
將
維
盛
已
下
人
々
北
國
討
手
發
向
之
蔓

一

皇
后
宮
亮
經
正
竹
生
嶋
參
詣
蔓

一

越
前
國
火
打
城
合
戰
軣

一

木
曾
願
書
吏
於
埴
生
宮

一

砥
波
山
黒
坂
志
保
篠
原
等
合
戰
軣

一

齊
藤
別
當
眞
盛
錦
直
垂
着
軣

一

伊
勢
大
紳
宮
可
有
御
參
詣
由
御
立
願
夏

一

奈
良
御
門
御
時
天
夲
十
五
年
大
宰
少
貳

廣
繼
謀
叛
吏

一

木
曾
義
仲
山
門
牒
歌
吏

一

夲
家

一
門
人
々
山
門
願
書
吏

一

法
皇
鞍
馬
寺
忍
御
幸
吏

一

夲
家

一
門
落
都
趣
西
國
叟

匚

と
あ
る
。
本
文
中
の
題
目
に
は
、
本
曾
願
書
蔓
を
睨
す
る
。
卷
八
の
目
録
は
、

一

法
皇
自
比
叡
山
還
御
吏

一

新
帝
御
印
位
吏



一

夲
家
太
宰
府
下
着
吏

一

惟
尊
惟
仁
親
王
位
諍
吏

一

主
上
宇
佐
瓧
行
幸
軣

一

緒
方
三
郎
惟
榮
軣

一

丕
-家
太
宰
府
落
吏

一

院
御
使
康
貞
鎌
倉
下
着
隻

一

木
曾
左
馬
頭
猫
間
中
納
言
對
面
吏

一

水
嶋
合
戰
吏

一

室
山
合
戰
蔓

一

法
住
寺
殿
木
曾
義
仲
奉
寄
吏

一

頼
朝
爲
代
官
義
經
尾
張
國
着
吏

一

義
仲
与
夲
家
内
通
軣

と
あ
る
。
こ
の
卷
は
本
文
中
の
題
目
と
一
致
す
る
。

卷
九
の
目
録
は
、

一

李
家
讃
岐
國
屋
嶋
住
居
吏

一

木
曾
義
仲
夲
家
追
討
隻
雖
被
仰
下

自
東
國
討
手
上
洛
之
由
聞
之
留
蔓

一

自
東
國
蒲
冠
者
範
頼
九
郎
義
經
爲
木
曾
討
手
上
洛
軣

一

褶
墨
活
食
蔓

一

宇
治
川
合
戰
軣

一

義
經
院
御
所
六
條
殿
馳
參
吏

一

義
仲
討
死
吏

一

同
頸
被
渡
隻

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

一

一
谷
合
戰
隻

と
あ
る
。
本
文
中
の
題
目
に
は
、
自
東
國
範
頼
義
經
木
曾
討
手
上
軣
と
あ
る
。

卷
十
の
目
録
に
は
、

一

一
谷
被
討
夲
家
頸
被
渡
大
路
吏

一

惟
盛
故
郷
音
信
吏

一

重
衡
六
條
東
被
渡
隻

一

内
侍
所
可
返
入
都
之
由
屋
嶋
被
下
御
使
夏

一

重
衡
關
東
下
向
吏

一

同
重
衡
頼
朝
對
面
軣

一

千
手
前
蔓

一

惟
盛
高
野
山
井
熊
野
參
詣
同
入
水
吏

一

池
大
納
言
頼
盛
關
東
下
向
頼
朝
對
面
軣

一

新
帝
御
帥
位
吏

一

蒲
冠
者
範
頼
任
三
河
守
九
郎
義
經
蒙
院
宣
蔓

一

元
暦
改
元
軣

一

備
前
兒
嶋
藤
津
合
戰
軣

一

御
禊
大
甞
會
被
行
軣

と
あ
る
。
こ
の
卷
は
本
文
中

の
題
目
と

一
致
す
る
。

こ
の
目
録
が
鎌
倉
本
と
殆
ど
同

一
で
あ
る
と
島
津
氏
は
い
ふ
。

卷
十
二
の
目
録
は
、

一

宗
盛
清
宗
父
子
關
東
下
向
蔓

同
父
子
被
誅
渡
首
吏

一

重
衡
被
渡
南
都
被
誅
吏

五

一



人

文

學

論

集

賦

七
月
九
日
大
地
震
軣

一

義
經
任
伊
豫
守
義
顯
改
名
軣

一

源
氏
數
輩
受
領
軣

一

卒
家
生
虜
國
辷
遠
流
吏

一

時
忠
能
登
國
配
流
蔓

一

建
禮
門
院
大
原
寂
光
院
御
隱
居
隻

一

爲
義
顯
討
手
土
佐
房
昌
俊
上
洛
蔓

同
合
戰
昌
俊
誅
伐
吏

一

義
顯
都
沒
落
之
軣

一

北
條
四
郎
時
將
上
洛
吏

一

源
二
位
頼
朝
日
本
惣
大
將
惣
地
頭
吏

一

三
郎
先
生

十
郎
藏
人
被
誅
吏

一一

六
代
御
前
蔓

一

法
皇
大
原
御
幸
軣

一

伊
賀
大
夫
大
路
合
戰
軣

一

越
中
次
郎
兵
爾
盛
次
吏

一

惡
七
兵
衞
景
清
隻

-

一

丹
後
侍
從
忠
房
被
助
湯
淺
吏

一

土
佐
守
宗
眞
關
東
被
下
軣

一

文
學
隱
岐
國
流
罪
之
吏

一

六
代
殿
被
誅
李
家

一
門
之
迹
絡
吏

と
あ
る
。本
文
中

の
題
目
に
は
、
小
原
御
幸
吏
と
あ
り
、
惡
七
兵
衛
景
清
隻
は
な
い
。

以
上
の
目
録
は
屋
代
本
の
目
録
と
極
め
て
近
い
。
何
れ
が
前
出
か
は
明
ら
か
に

五
二

し
難
い
が
、
本
書
の
本
文
と
目
録
と
は
本
來
密
接
な
關
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
疑

は
し
い
も
の
が
あ
る
。
恐
ら
く
後
述
の
如
く
、
混
合
本
文

で
あ
り
、
本
文
中

の
題

目
と
異
る
以
上
、
目
録
は
後
よ
り
添
加
し
た
も
の
と
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

二

次
に
本
文
に
就
い
て
見
る
に
、
そ
の
大
略
を
云

へ
ば
、
卷

一
、
卷
二
は
屋
代
本

と
同
類
、
卷
三
と
卷
四
は

一
部
に
覺

一
本
の
本
文
を
持

つ
混
合
本
で
あ
り
、
卷
五

以
下
は
百
二
十
句
本
と
同
類
で
あ
る
。
從

つ
て
、
本
書
の
成
立
は
、
屋
代
本
、
覺

一
本
、
百
二
十
句
本
の
同
時
存
在
を
認
め
な

い
限
り
説
明
が
つ
か
な
い
。
と
同
時

に
、
覺

一
本
、
屋
代
本
、
百
二
十
句
本
の
成
立
關
係
を
示
す
根
據
も
持

っ
が
如
く

で
あ
る
。
各
卷
に
就

い
て
詳
細
に
見
て
行
か
う
と
思
ふ
。

卷

一
に
就

い
て
見
る
に
、
前
述
の
如
く
、
全
般
的
に
は
屋
代
本
と
同

一
で
あ
る
。

祗
園
精
舍
蔓
に
、

高
望
王
時
寛
仁
二
年
五
月
二
日
始
夲
姓
ヲ
給

テ

と
あ
る
が
、
他
本
に
は
な
い
語

で
あ
る
。
本
書

の
増
補
で
あ
る
。
寛
仁
は
後

一
條

天
皇
の
年
號

で
誤
。
高
棟
王
に
夲
を
賜
つ
た
の
は
天
長

二
年
閏
七
月
で
あ
る
。
忠

盛
昇
殿
軣
に
、

ぱ
忠
盛
力
郎
從
元

ハ
爲

一
門
ケ
ル
ガ
、
木
工
助
夲
貞
光
ガ
孫
、
左
兵
翻
家
貞
ト
云

者
ア
リ

屋
代
本
に
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

・
又
、
忠
盛
が
郎
等
元

ハ
一
門
タ
リ
ケ
ル
進
ノ
三
郎
大
夫
季
房
力
子

二
左
兵

衞
尉

家
貞
ト
云
者
ア
リ

と
あ
り
、
共
に
覺

一
本
に
比
し
誤
脱
が
あ
る
。
覺

一
本
に
は
、



忠
盛
が
郎
等
、
も
と
は

一
門
た
ゆ
し
木
工
助
李
貞
光
が
孫
、
し
ん
の
三
郎
大
夫

季
房
が
子
、
左
兵
儒
尉
家
貞
と
い
ふ
者
あ
り
(八
五
5
)

と
あ
る
。
本
書

に
、

刀
ヲ
帶
ス
ル
用
意
ノ
程

コ
ソ
神
妙

ナ
レ

と
あ
る
所
は
、
屋
代
本
に
、

帶
刀
之
由
露

ス
ト
云
ヘ
ト
モ
、
後

日
之
訴
訟
ヲ
存
知

シ
テ
帶
シ
木
刀
ヲ
ケ
ル
用

意
ノ
程

コ
ソ
神
妙
ナ
レ

と
あ
る
語
が
蛻
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。
李
家

一
門
繁
昌
蔓
に
は
屋
代
本
と
同
じ
く

熊
野
御
利
生
の
事
が
な
い
。
清
盛
出
家
蔓
に
は
、

ヘ

ヘ

へ

次
男
宗
盛
中
納
言
、
右
大
將
惟
盛

,

と
あ

つ
て
、

「
右
大
將
、
三
男
知
盛

三
位
中
將
、
四
男
重
衡
藏
人
頭
、
嫡
孫
」
の

語
を
蛻
す
る
。
又
近

繍
中
衞
に
關
す

る
事
も
屋
代
本
と
同
じ
く
存
す
る
。
次
に
白

拍
子
義
王
仏
等
軣
は
、
屋
代
本
拔
書

の
も
の
に
比
す
る
と
か
な
り
の
相

違

が

あ

る
。
そ
し
て
全
般
的
に
ぼ
百
二
十
句
本
と
相
似
る
所
が
多

い
。
例

へ
ば
、

入
道
相
國
舞

二
目
出
テ
仏

二
心
ヲ
移
サ
レ
ヶ
リ
、
佛
御
前
申
ケ
ル
ハ
、
此

ハ
左

軌
剣

何

吏

二
候

ゾ

ヤ

、
素

ヨ
リ

童

ハ

・
推

參

ノ
者

ニ
テ
出

シ
進

セ

候

ヒ

ッ

ル

引
頑

義
王
御
前

ノ
申
状

ニ
テ
耐
召
返
し

マ
イ
ラ
せ
テ
候
フ
ナ
ル
ニ
、
加
樣

二
召

目

候

ハ
.丶
義

王

郷
前

ノ
思

ワ

ン
心

ノ
中

コ
ソ
耻

フ
候

へ
。

と
あ
る
様
に
、・
傍
線
を
付
し
た
所
は
百
二
十
句
本
に
類
す
る
所
で
あ
る
。

義
王
剽

ト
思

シ
道
ナ
レ
ド
、
親

ノ
命
ヲ
背
ヵ
ジ
ト
泣
々
又
出
立
ケ
ル
心
ノ
申

コ
ソ
無

慙

ナ

レ
、
,泪

ノ
間

ヨ
リ
、

露

ノ

ミ

ノ
別

シ
秋

二
滄

ハ
テ
デ

又

言

ノ
業

二
懸

ル

ッ
ラ

サ

ヨ

と
あ

る
所

も

又

百

二
十

句

本

に

一
致

し
、

屋

代

本

に

は
、

「
泪

ノ
聞

ヨ
リ
」

以
下

平
家
物
語
、
鍋
島

本
と
平
戸
本

は

な

く

、

・

,,.
　

月

モ
傾

キ
夜

モ
深

テ
心

ノ
奥

ヲ
尋

ヌ

ル

ニ
仏

モ
昔

ハ
凡

夫

也

、
我

等

モ

ッ
イ

ニ

ハ
仏

也
、

仏

性

具

せ

ル
身

ヲ
隔

ル
ノ

ミ

コ

ソ
カ

ナ

シ
ケ

レ

も
、

傍

線

を
付

し

た
所

は
百

二

十

旬
本

に

近

く

、
本

書

は

、
仏

性

の
上

に
、
「
イ

ッ

レ
モ
」

を
蛻

し

、

屋
代

本

に

は

、

「
月

モ
傾

キ

夜

モ
深

テ
心

ノ
奥

ヲ
尋

ヌ

ル

一こ

は

な

く

、

「
カ

ナ

シ
ケ

レ
」

が

「
ヲ

ロ
カ

ナ

シ
」

と
な

つ
て
ゐ

る
。

覺

一
本

は
、

「
か

な

し

け

れ

」

で
あ

る

。

こ

の
語

の
流

動

に
就

い

て
も

考

ふ

べ
き

所

が
多

い
。

書

置

給

シ
筆

ノ
迹

現

ニ
モ
ト

思

ヒ
知

ラ

レ

テ
候

ゾ

ヤ
、

イ

ッ
ゾ

ヤ

又
被

召

進

せ

テ
今
樣
譖
矧

ヒ
シ
ニ
モ
思
知
レ
テ
肚
候

シ
ヵ
、
其
後
行
末
ヲ
焉

二
土
ハ知
ラ
ザ

リ

シ

ニ
加

樣

二
樣

ヲ
替

テ

一
所

ニ
ト
承

リ

テ
后

ハ
、

餘

二
羨

山

敷

テ
常

二
暇

ヲ

申

せ

シ
カ

ド

モ
、

入

道

殿

更

二
御

用

在

サ
ズ

メ
、

ツ
ク

ヅ

ク
物

ヲ
案

ズ

ル

ニ
娑

瀏

榮
花

ハ
夢
ノ
中
ノ
夢
、
樂
榮
テ
何
ヵ
せ
ン
、
人
身

ハ
難
受
、
佛
教

ニ
ハ
難

逢

、

年

ノ
若

キ

ヲ
憑

ベ

キ

ニ
非

ズ

。

-

と

あ

る
所

も
、

又

百

ご
十

句

本

に
近

似

し
、

屋

代

本

に

は
、

書

置

給

シ
筆

ノ
跡

モ
ケ

ニ
モ
ト

コ

ソ
覺

シ

カ
、

何

ソ
哉

被

召

テ
今

樣

歌

ヒ
給

シ

モ
被

知

思

テ
有

シ

ソ
、
其

後

故

ナ

ウ
承

之

間

餘

二
御

行

末

ノ
承

度

テ
尋

聞

程

二

樣

ヲ
替

沃
皆

一
所

ニ
ト

聞

ヘ
シ
程

二
餘

二
床

敷

覺

テ
常

ハ
暇

ヲ
申

シ
カ

ト

モ
更

二
御

用

ヒ

モ
坐

々

サ

ス
、

倩
物

ヲ
案

ス

ル

ニ
、

我

イ

ッ

マ
テ
生

死

ノ
木

綱

二
被

,繋

到

矧
淨

世

コ

ハ
可

廻

、

娑

婆

ノ
榮

花

ハ
夢

ノ
中

夢

、

樂

ミ
昌

ヘ
テ

モ
何

ヵ

ハ

せ

ン
、

人

身

ハ
難

受

、

仏

敬

ニ

ハ
難

會

、

此

度

ナ

イ

リ

ニ
沈

ミ

ナ

ハ
多

生

廣

劫

隔

ッ

ト

モ
浮

ヒ
上

ラ

ン
事

難

シ
、

年

ノ
若

キ

ヲ
憑

ヘ
キ

ニ
非

ス
。

と
あ

る
。

こ

れ

を
覺

一
本

に
見

る

に
、

書

置

給

ひ

し
筆

の
跡

、

げ

に

も

と

お

も

ひ

さ

ぶ

ら

ひ

し

そ

や

。
其

後

は

ざ

い

し
.

五
三



人

文

學

論

集

よ

を
焉

と

も

し

り

ま

い
ら

せ

ざ

り

つ
る

に
、

か

や

う

に
さ

ま

を

か

へ
て
、

ひ

と

所

に

と

う

け
給

は

つ
て

の
ち

は
、

あ

ま

り

に

浦

山

し

く

て
、

つ
ね

は

暇

を

申

し

か

ど

も
、

入

道

さ

ら

に
御

も

ち

い
ま

し
ま

さ
ず

、

つ
く

ぐ

物

を

案

ず

る

に
、

娑

婆

の
榮

花

は
夢

の

ゆ

め
、

樂

し

み

さ

か

へ
て
何

か

せ

む

。

人
身

は

請

が

た
く

、

仏

教

に

は

あ

ひ

が

た

し
。

此
度

な

い
り

に

し

づ

み

な

ぼ

、

た

し

ゃ

う

く

は
う

こ

う

を

ば

へ
だ

つ
と
も

、

う

か

び

あ

が

ら

ん
事

か

た

し
。

年

の

わ

か

き

を

た

の
む

べ
き

に
あ

ら

ず

。

百

二
十

句
本

に

は
Y

か

き

を

き
給

ひ

し
、ふ

で

の
あ

と

、

げ

に
も

お

も

ひ

し
ら

れ

て
さ

ぶ
ら

ふ

そ
や

、

い

つ
ぞ

や
又

め

さ

れ

ま

い
ら

せ

て
、

い
ま

や

う

う

た

ひ
給

ひ

し

に
も

、

お

も

ひ

し

ら

れ

て
こ

そ

さ

ぶ

ら

ひ

し

か

、

こ

の
ほ

ど
御

ゆ

く

ゑ

を

い
つ

く

と
も

し
ら

ざ

り

つ
る

に
、

か

や

う

に
さ

ま

を

か

え

て
、

一
と

こ
ろ

に
と

う

け
給

り

て

の
ち

は
、

あ

ま

り

に
う

ら

や

ま

し

く

て
、

つ
ね

は

い
と

ま

を
申

せ

し

か

ど

も
、

に

う

道

殿

、

さ

ら

磊

も

ち

ひ
ま

し
ま

挙

、

つ
く

ぐ

も

の
を

あ

ん
ず

る

に
、

し

ゃ

ば

の
ゑ

い
ぐ

は

は
ゆ

め

の
う

ち

の
ゆ

め
、

た

の

し

み

さ

か

へ
て
も

な

に

か

は

せ

ん
、

に

ん

じ

ん

は
う

け

が
た

く

、

ぶ

つ
け

う

に

は
あ

ひ

が

た

し
。

此

た

び

な

い
り

に
し

づ

み

な

ぼ

、

た

し
や

う

く

は
う

こ

う

を

ふ

る

と
も

う

か

び

が

た

し
、

と

し

の
わ

か

き

を

た

の
む

べ
き

に
も

あ

ら

ず

。

と

あ

る

。

此

等

の
各

本

の
性

格

を

熟

慮

す

る

に
、

百

二
十

句

本

と
屋

代

本

と
を

比

す

る

に

、
傍

線

を

付

し

た

如

く

、

屋

代

本

の

「
我

イ

ツ

マ
テ

カ
生

死

ノ
木

綱

二
被

繋

テ
角

淨

世

ニ
ハ
可

廻
」

は
百

二

十

句
本

に

は

な

く

、

覺

一
本

に

も

な

く

、

屋

代

本

の
増

補

と

も
認

む

べ
き

も

の

で

あ

ら
う

。

覺

一
本

は
百

二

十

句
本

や

屋
代

本

に

あ

る
、

「
い

つ
ぞ

や
又

め

さ

れ

て

…

…

の
」

語

が

な

く

、
百

二

十

句
本

、

屋
代

本

五
四

の
増
補
と
い
ふ
べ
く
、
本
書
は
屋
代
本
よ
り
も
更
に
簡
略
化
せ
ら
れ
て
、

「
此
た

び
な
い
り
に
し
づ
み
な
ぱ
…
…
」
の
語
も
睨
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
よ
り
て
、
覺

一
本
よ
り
漸
次
増
補
せ
ら
れ
行
く
形
態
と

一
方
で
は
簡
易
省

略
せ
ら
れ
て
行
く
二
つ
の
變
化
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
他
の
多
く
異
本
研
究
に
よ
り

て
み
る
に
、
増
補

の
場
合
は
夲
曲

の
流
傳
に
よ
る
増
補

で
、
他

の
資
料

に
よ
る
も

の
は
極
め
て
小
く
、
多
く
は
口
誦
的
自
然
な
流
動
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の

増
補
と
簡
略
化
と
の
二
つ
の
作
用

の
存
す
る
こ
と
が
夲
家
物
語

の
詞
章
研
究
上
極

め
て
複
雜
な
本
文
を
成
立
せ
し
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
し
屋
代
本

を
最
古
と
し
て
考

へ
る
な
ら
ば
説
胆
が
つ
か
な
い
で
あ
ら
う
。

何
地

ヘ
モ
迷
ヒ
行
、
如
何
ナ
ラ
ン
蘚
ノ
莚
松
力
根

ニ
モ
倒
レ
伏
、
命
ノ
有

ン
限

リ

ハ
念

仏

メ
、

往

生

ノ
素

懐

ヲ
途

ン
ト

云

テ
、

サ

メ

ぐ

ト

ゾ

泣

居

タ

ル
、

義

王

泪

ヲ
押

テ
申

ケ

ル

ハ
、
其

レ
程
佛

御

前

ノ
思
給

ピ
ケ

ル
ト

ハ
夢

ニ
モ
不

知

、

素

ヨ
リ
和

御

前

ヲ
恨

ム
ベ

キ

ニ
非

ズ

、
淨

世

ノ
中

ノ
サ

ガ

ナ

レ

バ
身

ヲ

ウ

シ
ト

コ
ソ
思

フ
ベ

キ

ニ
。

こ
れ

も

屋

代

本

に

は
、

何

チ

ヘ
モ
迷

行

テ
何

ヵ

ナ
覧

松

力
根

苔

ノ
莚

ニ
モ
命

ノ
有

ラ

ン
限

リ

ハ
念

佛

シ

テ
往

生

途

ン
ト

云

ケ

レ

バ
義

王

本

ヨ
リ
和

御

前

ノ
非

恨

二
憂

世

ノ
中

ノ

サ
ガ

ナ

レ

バ
身

ノ
程

ヲ

コ
ソ
思

ベ

キ

ニ
…

・:
。

と
あ

る
。

こ
れ

も

百

二
十

句

本

に
近

く

、

最

後

に
近

く

、

素

懷

ヲ
途

ゲ

ル
ト

コ
ソ
聞

ヘ
シ
、

入

道

相

國

佛

ヲ
失

ヒ
給

ヒ

テ
諸

國

七

道

二
手

ヲ
分

テ
求

メ
給

ヘ
ド
無

カ

リ
梟

、
其

後

遙

二
程
經

テ
聞

出

シ
タ

リ

ケ

レ
ド

モ
左

樣

二
世

ヲ

イ

ト

イ

タ

ラ

ン
者

ヲ

バ
中

辷
兎

角

フ
云

二
及

ハ
ズ

ト

テ
御

尋

モ
無

リ

・
ケ

リ

ト
ゾ

聞

ヘ
シ
、
後

白

川

ノ
法

皇

ノ
長

講

堂

ノ
過

去

帳

ニ
モ
…

…
。



と
あ
る
が
、
傍
線
を
付
し
た
所
は
、
覺

一
本
、
百
二
十
句
本
に
な
く
、
屋
代
本
、

本
書
に
存
す
る
詞
章
で
あ
る
。
こ
れ

は
屋
代
本
と
全
く

一
致
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、
屋
代
本
に
よ
る
補
入
で
は
な

い
。
以
上
こ
の
義
王
の
章
を
吟
味
す
る
に
、

大
略
は
百
二
十
句
本
の
本
文
で
あ
り
な
が
ら
、
屋
代
本
に
類
似
す
る
性
格
を
持

つ

こ
と
は
、百
二
十
句
本
よ
り
屋
代
本

の
成
立
す
る
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
か
。

二
代
島

罅

后
妾

以
下
ば
、
殆
ど
屋
代
本
高

文
で
あ
る
が
、
屋
代
査

異
る
所

に
百

二
十
句
本
と

一
致
す
る
所
が
あ
り
、
逆
に
屋
代
本
が
本
書
と
異
り
て

百

二
十
句
本
に

一
致
す
る
所
も
あ
る
。
例

へ
ば
、
二
條
院
崩
御
吏
に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

同
七
月
廿
七
日
上
皇
ッ
イ

ニ
崩
御
成
ヌ

は
屋
代
本
、
百
二
十
句
本
に
は
、

「主
上
既

二
」
と
あ
る
。

皇
太
后
大
宮
御
出
家
軣
に
、

外
ハ
ガ
臣
供
奉

ノ
上
逹
部
出
車

ノ
儀
式
如
静
仕
立
進
せ
給

ケ
リ

屋
代
本

に
は
、

供
奉

ノ
上
達
部
出
車
ノ
儀
式
心

コ
ト

ニ
出
奉
ラ
せ
給
ケ
リ

と
あ
る
。
資
盛
朝
臣
殿
下
松
殿
乘
合
軣
に
は
、

本
島
切
テ
資
盛
ガ
恥
ヲ
ソ

・
ゲ
ト
ゾ
宣
ケ
ル

劉

ノ
兵

ニ
ハ
伊
勢
守
景
綱
ヲ
始

ト
メ
、
六
十
餘
人
、
都
合
其
勢
三
百
餘
騎
、

丗
コ

日

二
成

シ
カ
バ
中
御
門
猪
熊
堀
川

ノ
邊

二
引

ヘ
テ
殿
下
ノ
御
出
ヲ
今
ヤ
今

舸

ト
待
カ
ケ
奉

ル
、
殿
下

ハ
此
軣
夢

ニ
モ
知

シ
食

レ
ズ
。

と
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
所
は
、
百

二
十
句
本
に
な
く
、
覺

一
本
に
も
な
く
、
屋

代
本
、
本
書

に
あ
る
所

で
、
埆
補
と
も
い
ふ
べ
き
語
で
あ
ら
う
。
主
上
高
倉
御
元

服
隻

に
、

朝
覲
ノ
爲
法
住
寺
殿

へ
行
幸
成
、
其
比
妙
音
院
太
政
大
臣
…
・:
。

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

と

あ

り

て
、

覺

一
本

に
、

法

皇

女

院

待

う

け

ま

い
ら

せ
さ

せ
給

て
、

叙

爵

の
御

粧

も

い
か
斗

ら

う

た
く

お

ぼ

し

め
さ

れ

け

む

、

入

道

相

國

の
御

娘

、

女

御

に

ま

い
ら

せ
給

ひ

け

り
。

法

皇

御

獪

子

の
儀

な

り
。

百

二
十

句

本

に

、L

ほ

う

わ

う
女

ゐ

ん

ま

ち

う

け

さ

せ
給

ひ

て
、

う

ゐ

か

ヶ

ぶ

り

の
御

よ
そ

を

ひ
、

い
か

ぼ

か

り

ら

う

た

く

お

ぼ

し

め
さ

れ

け

ん
、

し
ゆ

じ
や

う

御

と

し
十

三
さ

い

に
う

だ

う

し
や

う

こ
く

の
御

む

す

め
、

ね

う

ご

に
ま

い
ら

せ
給

ふ
。

ほ
う

わ
う

御

ゆ

う

し

の
ぎ

な

り
。

と

あ

る
語

が
屋

代

本

、

本

書

に

は
存

し

な

い
。

又

同

じ
章

に
、

火

燃

付

、
軈

御

寳

殿

二
押

懸

ケ

レ
バ

、
宮

人
集

テ
是

ヲ
滄

シ

ッ

、
、
禪

ハ
不

禀

非

禮

ト
申

二
・…

-
。

と

あ

る
が

、

屋

代

本

に
も

、

ヘ

ヘ

へ

火

燃

付

テ
軈

テ
御

寳

殿

二
押

懸

ケ

レ

バ
、

氏

人

共

集

テ
是

ヲ
打

滄

ス
、

神

ハ
非

例

ヲ
不

請

ト

申

ス

ニ
:
:
:
。

と
あ

つ
て
、

覺

一
本

、

百

二
十

句

本

に

あ

る
外

法

の
僣

の
事

を
睨

す

る

所

が

あ

る
。

然

し
又

百

二
十

句

本

に

な
く

、

覺

一
本

に

あ

る
所

が
屋

代

本

、
本

書

に

あ

る

所

も

あ

る
。

そ

れ

は

、
百

ご

十

句
本

に
、

李

家

を

ほ

ろ

ぼ

し

、

ほ

ん

ま

う

を

と

げ

ぼ

や

と

の
給

ひ

け

る

こ
そ

お

そ

ろ

し
け

れ

、
夲

治

に
も

…

…

。

と

あ

る

の

に
對

し

て
、

本
書

に
、

り

滅
夲

家

本

望

ヲ
途

バ
ヤ

ト

コ
ソ
宣

ケ

レ
、

父

ノ
卿

モ
僅

二
中

納

言

マ
デ

コ
ソ
至

ラ

レ

シ

カ
、

其

末

ノ
子

ニ
テ
位

正

二
位

官

大

納

言

二
至

テ
、

大

國

ア

マ

タ

給

五
五



人

文

學

論

集

テ
、
子
息
所
從
誇
朝
恩
、
何

ノ
不

足

二
ヵ

・
ル
心
付
ヶ
ン
、
只
天
魔

ノ
所
爲
ト

ゾ
見

ヘ
シ
、
李
治

ニ
モ
…
…
。

屋
代
本
も
殆
ど
同
文
で
あ
る
。
同
章

に
、
百

二
十
句
本
と
記
事
の
順
序
の
異
る
所

が
二
箇
所
あ
る
。
そ
れ
は
、

俊
寛
モ
僣
ナ
レ
ド
モ
、
心
武
ク
奢

レ
ル
人

ニ
テ
、
加
様

ノ
古
又
二
與

レ
ケ
ル
、
新

大
納
言
多
田
藏
人
ヲ
呼
テ
御
邊
ヲ

一
方

ノ
大
將

二
憑
ナ
リ
、
シ
ヲ
ウ
せ
ヌ
ル
物

ナ
ラ
バ
、
國
ヲ
モ
庄
ヲ
モ
所
望

二
隨
ベ
シ
、
先
弓
袋
ノ
料

ニ
ト
テ
、
白
布
五
十

端
ヲ
迭
ラ
レ
ケ
リ
、
上
古

ニ
ハ
北
面
ト
云
事
ナ
ヵ
リ
キ
。

と
あ
る
。
右

の
傍
線
を
付
し
た
所
は
百
二
十
句
本
で
は
、
俊
寛
の
事

の
前

に
出

る
。
覺

一
本
、
百

二
十
句
本
で
は
、

上
古

ニ
ハ
北
面
ト
云
事
ナ
カ
リ
キ
。

の
前
に
妙
音
院
太
政
大
臣
任
官
の
事

が
來
る
が
、
屋
代
本
、
本
書
は
、
日
吉
神
輿

入
洛
の
前
に
述
べ
る
。
次
に
白
山
紳
輿
東
坂
本
入
御
吏
に
、
願
立
の
記
事

の
な
い

事
で
あ
る
。
屋
代
本
も
同
じ
。

御
母
北
政
所
ヲ
是
ヲ
御
歎
有
テ
、
所
申
サ
セ
給

シ
ガ
暫

シ
御
夲
愈
ト
聞

ヘ
サ
セ

給
シ
ガ
、
途

二
永
長
二
年
六
月
廿

日
御
病
重
せ
給
テ
同
廿
八
日
御
年
三
十
八
ト

,
申

二
途
に
薨
御
成

二
ヶ
リ
、
未
四
十

ニ
ダ

ニ
モ
滿
タ
セ
給

ハ
デ
大
殿

二
先
立
給

蔓
淺
猿
カ
リ
シ
吏
ド
モ
ナ
リ
。
°

と
あ
る
が
、
屋
代
本
に
は
、

御
母
北

ノ
政
所
是
ヲ
御
歎
ア
テ
、
所
申
サ
セ
給
シ
カ
バ
、
暫
シ
ハ
御
夲
愈
ト
聞

ヘ
サ
セ
給

シ
ガ
、
途

二
永
長
二
年
六
月
廿
六
日
御
病
重
ラ
せ
給
テ
、
同
廿
八
日

御
年
三
十
八
ト
申

二
薨
御
成

ニ
ケ
リ
、
御
心
ノ
猛
サ
未
ダ
理
ノ
勁
サ
マ
メ
ヤ
カ

訓
引
「
コ
シ
キ
湘

ニ
テ
渡
ラ
セ
給

シ
カ
ド
モ
、
事

ノ
急

二
成
ケ
レ
バ
、
御
命
ヲ
惜

五
六

マ
せ
給
シ
ゾ
糸
惜
キ
、
四
十

ニ
ダ

ニ
モ
ミ
タ
せ
給

ハ
デ
、
大
殿

二
先
立
進
せ
サ

セ
給

フ
ゾ
淺
猿
キ
。

と
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
所
は
本
書

の
脆
文
で
あ
る
ポ
覺

一
本
、
百
二
十
句
本
に

は
略
同
文
が
あ
る
。
藾
政
振
舞
蔓
に
は
、

弓
矢
ヲ
取
テ
未
其
不
覺
ヲ
不
聞
、
剩

へ
歌
道
ノ
達
者

ニ
テ
サ

ヘ
ア
レ
、
ナ
ン
ゾ

何
ゾ
時

二
臨

ン
デ
情
無
ク
耻
辱
ヲ
可
與
。

と
あ
る
が
、
屋
代
本
に
は
、
二
條
院

の
時
の
鸚
退
治
の
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
覺

一

本
に
は
卷
四
の
鷄
の
章
に
出
る
も
の
で
、
そ
の

一
部
を
屋
代
本
が
此
處
に
移
し
た

と
推
定
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
頼
政
の
歌
、

「深
山
木
の
そ
の
稍
…
」
も

脱
し
て
居
る
。
以
上
が
卷

一
の
要
所
で
あ
る
が
、て
屋
代
本
と
同
類
と
い
つ
て
も
そ

れ
よ
り
は
後
出
の
性
格
を
多
く
有
す
る
と
い
ふ

べ
き
あ
ら
う
か
。

卷
二
は
殆
ど
屋
代
本
と
同
文
と
い
つ
て
よ
い
.
僅
か
に
次
の
數
箇
所
に
差
が
あ
る

の
み
で
あ
る
。
西
光
公
子
被
誅
吏
に

加
賀
守
師
高
尾
張
ソ
糸
田

二
流
サ
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
打
手
ヲ
逍

メ
被
誅
、
次
男
近

藤
到
官
師
經
、
其
弟
右
繍
門
尉
師
衡
共

二
斬
ラ
レ
ニ
ケ
リ
。

屋
代
本
に
は
、

加
賀
守
師
高
尾
張
ノ
イ
ト
田

二
在
ケ
ル
ヲ
打
手
ヲ
遣
テ
彼
誅
、
弟
近
藤
到
官
師

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

經
被
獄
定
タ
リ
シ
ヲ
召
出
サ
レ
テ
首
ヲ
刎
ラ
ル
、
弟
師
罕
共
に
切

ル
、
郎
等
三

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

人
同
ク
被
刎
首
ケ
リ
。

と
あ
る
。
屋
代
本
よ
り
簡
略
で
あ
る
の
は
誤
睨
で
あ
ら
う
。
屋
代
本
は
百
二
十
句

本

に
比
し
て
簡
略

で
あ
り
、
百

二
十
句
本
は
覺

一
本
よ
り
も
簡

で
あ
る
。
同
章

の

中
に
、
上
ハ
西
八
條

二
今
朝
既

二
被
押
籠
サ
せ
玉
ヒ
候
、
又
君
達

モ
皆
被
取
サ
セ
謬

へ



ヤ

も

ヤ

も

も

も

め

つ

も

も

り

も

シ
ト

コ
ソ
承

リ

候

ヘ
ト

申

せ

バ
、

少

將

ナ

ド
去

バ
其

程

ノ
事

ヲ

バ
宰

相

ノ
許

ヨ

リ

ハ
今

及

ハ
被

告

ザ

ル
ヤ

ラ

ン
ト

宣

モ

ハ
テ

ヌ

ニ
使

ア
リ

。

と

あ

る

が

、

傍

點

を

付

し

た

所

は
屋

代

本

に

は
な

く

、

百

二
十

句

本

と

一
致

す

る

所

で

あ

る

。

成

經

朝

臣

備

中

妹

尾
流

罪
軣

に
、

我

後

世

ヲ
訪

ヘ
ト

宣

モ
敢

ズ

泣

玉

ヘ
バ
見

ル
人

袖

ヲ
ゾ

絞

ゾ

ケ

ル
、

頑

原

ノ
使

ハ
攝

津

ノ
右

億
門

盛

澄

ト

云
者

ニ
テ

ゾ
有

ケ

ル
、

今

夜

軈

テ
鳥

羽

マ
デ

出

サ

セ

玉

テ

…

…
。

と

あ

る
。

傍

線

を
付

し

た
所

は

屋
代

本

に

な

く

、

覺

一
本

は
前

に
出

す

。

本

書

は

百

二

十

句
本

と

同

一
で

、
百

二
十

句

本

に
よ

る
補

訂

で
あ

ら

う

か

。

俊

寛

康

頼

妹

尾
流

人
隻

に

、

一
日
片

時

モ
人

ノ
命

可
有

ト

モ
見

ヘ
ザ

リ

ケ

リ

、

去

レ

ド

モ
丹

波

少

將

シ

ウ
ト

夲

宰

相

ノ
所

領

肥

前

國

加
世

ノ
庄

ヨ
リ

・........(申
略
)

絡
三

角

背

キ

ハ
テ

ケ

ル
世

中

ヲ

疾
捨

去

リ

シ

コ
ト

ゾ

ク
ヤ

シ
キ

ト
書

テ
都

へ
上

せ

タ

リ

ケ

レ
バ

留
置

シ
妻

子

ド

モ
何

斗

ノ

コ
ト

ヲ

カ
思

ケ

ン

と
あ

る
び

屋

代

本

に

は
、

一
日
片

時

モ
人

ノ
命

ノ
有

ベ

シ
ト

モ
不

見

ケ

リ

、

サ

レ

ド

モ
丹

波

少

將

(中
略
)

ツ
井

ニ
カ

ク
背

絡

ケ

ル
世

ノ
中

ヲ

ト

ク
捨

ザ

リ

シ
事

ゾ

ク
ヤ

シ
キ

と
あ

る
。

百

二
十

句

本

に

は
、

一
日

へ
ん

じ

も
人

の

い
の

ち

あ

る

べ
し

と

も

見

え

ざ

り

け

り

、

い
わ

う

ど

い
ふ

も

の

み
ち

み

て

り
、

か

る

が

ゆ

へ
に

い
わ

う

が

し

ま

と

そ
申

け

る

、

さ

れ

ど

も

,

た

ん

ぽ

の

せ
う

し

や

う

…

…

(
申
略
)

つ
ゐ

に

か

く

そ

む

き

は

て

け

る
世

の
中

を

と

く

す

て
ざ

り

し

こ
と

そ

く

や

し

平
家
物
語
、
鍋
島
本

と
平
戸
本

き
と
か
き
て
み
や
こ

へ
の
ぼ
せ
た
り
け
れ
ば
、
と
ぼ
め
を
き
し
さ
い
し
ど
も
、
い

か
ぼ
か
り
の
事
を
か
お
ひ
け
ん
。

と
あ

つ
て
、
本
書
の
本
文
と
百
二
十
句
本
と
の
間
に
前
の

コ
碣
原
ノ
使
…
」
の
例

の
如
く
、
本
書
が
百
二
十
句
本
の
影
響
を
う
け
た
と
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
又
鬼

海
嶋
靦
文
の
中
に
、

納
受

一
々
懇
志
、
成
經
聖
昭
凌
遠
嶋
配
流
苦
、
令
付
舊
城
花
洛
古
郷
、
當
改
有

無
妄
執
清
無
爲
眞
理
、
然
則
結
早
玉
兩
(所
)權
現
…
…
。

と
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
所
は
屋
代
本
に
は
な
く
、
百
二
十
句
本
に
の
み
存
す
る

語
で
、
覺

一
本
に
も
な
く
、
本
書
が
百
二
十
句
本
の
影
響
を
う
け
た
も
の
と
認
む

べ
き
で
あ
る
。
又
は
屋
代
本
が
こ
れ
を
蛻
し
た
も
の
と
考

へ
て
も
よ

い

で

あ

ら

う
。
最
後
は
彗
星
蔓
で
、
百
二
十
句
本
に
あ
る
徳
大
寺
殿
嚴
嶋
參
詣

の
事

が

な

い
。以

上
卷
二
の
屋
代
本
と
の
重
要
な
差
異
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
細
か
い
差

異
を
見
れ
ぼ
、
屋
代
本
と
異
る
語
に
百
二
十
句
本
と

一
致
す
る
も
の
が
か
な
り
存

在
す
る
。
從

つ
て
こ
の
卷
は
屋
代
本
を
轉
寫
し
た
も
の
で
は
な
く
し
て
、
同
類
本

と
し
て
認
む

べ
き
で
あ
る
。
卷
三
は
、
卷
頭
、
行
綱
回
忠
軣
よ
り
大
塔
建
立
吏
の
、

座
主
ノ
宮
二
品
井

二
牛
車
ノ
宣
旨
ヲ
申
サ
セ
玉
フ

ま
で
は
全
く
覺

一
本
の
本
文
で
あ
る
。
以
下
は
、

ヘ

ヘ

へ

仁

和

寺

ノ
宮

支

へ
申

せ
玉

フ

ニ
依

テ
、

御

弟

子

法

眼
圓

良

法

印

ニ
ナ

サ

ル

、
中

宮

ハ
日
數

經

ニ
ケ

レ

バ
、

六
波

羅

ヨ
リ
内

へ
參

せ

玉

ピ
ケ

リ

、
太

政

入
道

ノ
御

娘

后

二
立

セ
給

シ

カ

バ
、
イ

カ

ニ
モ

メ
王

子

ヲ
所

リ

出

シ
位

ニ
ッ

ケ
奉

リ
、
入

道

外
窄

仰
ガ
レ
バ
ヤ
ト
テ
、
先
山
王

ニ
サ
マ
ぐ

ノ
大
願
ヲ
立
テ
馬
百

所
ラ

五
七



人

文

學

論

集

レ
ケ
レ
ド
モ
驗
ナ
シ
、
我
レ
頼
ミ
奉
ル
紳

二
所
リ
申

ン
ト
テ
…
…
。

と
あ

つ
て
、
屋
代
本
に
類
す
る
。
小
松
殿
熊
野
參
詣
同
夢
想
金
渡
之
事
以
下
に
、

輻
原

へ
馳
下
リ
閉
門
メ
コ
ソ
ヲ
ワ
シ
ケ
レ
、
天
性
此
大
臣

ハ
未
來

ノ
吏
ヲ
モ
兼

テ
知
リ
玉
ヒ
タ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ

去
ヌ
ル
四
月
七
日
ノ
夢

二
見
給
ケ

ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
、
譬

ヘ
バ
…
…
(夢
想
の

事
)
兼
康

ハ
神

ニ
モ
邁
ジ
タ
ル
者

ニ
テ
在
ケ
リ
ト
乙
人

モ
感
ジ
給
ケ
リ
、

我
朝

ニ
ハ
イ
カ
ナ
ル
大
善
根
ヲ
シ
タ
リ
ト
云
ト
モ
、
子
孫
相
繼
テ
…
…
(中
略
)

今

二
斷

ヘ
ズ
ト
ゾ
承
ル
、

燈
籠
井
大
地
震
事

撼
テ
此
大
臣

ハ
滅
罪
生
善

ノ
御
志

シ
…
…
(中
略
)

此
大
臣
ヲ
ハ
燈
籠
大
臣
ト
ゾ
入
申

ケ
ル
、

同
十

一
月
七
日
ノ
夜
戍

ノ
刻
斗
大
地
大

二
動

テ
…
…
。

と
あ
る
。
こ
の
中
、
傍
線
を
付
し
た
所
は
、
全
く
覺

一
本
と
同
文
で
あ
る
。
こ
れ

は
屋
代
本
に
は
な
く
、
前
後
の
本
文

が
屋
代
本
と
同
類
本
で
あ
る
以
上
、
覺

一
本

又
は
同
系
本
に
よ
る
増
補
と
認
め
る

の
が
自
然
で
あ
ら
う
。
百
二
十
句
本
と
は
本

文
が
甚
し
く
相
違
す
る
上
に
、
百
二
十
句
本
に
は
無
文
の
事
が
夢
想
の
事
に
續

い

て
存
す
る
。

以
上
に
よ
り
て
こ
の
卷
三
は
、
覺

一
本
と
屋
代
本
同
類
本
と
の
混
成
し
た
も
の

で
、
覺

一
本
の
如
き
李
曲
と
八
坂
流

の
屋
代
本
の
如
き
夲
曲
が
同
時
に
存
在
し
た

こ
と
を
證
明
す
る
と
共
に
、
屋
代
本

も
覺

一
本
の
如
き
も
の
に
依

つ
て
補
訂
せ
ら

れ
る
跡
を
殘
し
た
と
認
め
ら
れ
、
屋
代
本
が
覺

一
本
よ
り
前
出
と
は
斷
言
出
來
な

い
根
據
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
又
細
か
い
差
異
を
見
る
と
、
百
二
十
句
本
と

一

致
す
る
點
も
か
な
り
あ
る
の
で
、
百

二
十
句
本
ど
屋
代
本
と
が
近
接
し
て
居
り
、

五
八

そ
の
上
に
覺

一
本
が
存
し
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
大
地
震
事

に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

大
地
大

二
動

テ
(大
地
ヲ
ヒ
タ
～
シ
ク
動
テ
、
屋
、
覺
、
百
)

坤
儀
經

ノ
読
ヲ
勘
ル
ニ
(坤
儀
經
ノ
説
ヲ
見
候
二
、
覺
、
屋
、
百
)

不
出
日
ト
見

ヘ
テ
候
(覺
)
(日
ヲ
不
出
、
百
、
屋
)

と
あ
る
に
よ

つ
て
も

一
端
を
窺
ふ
こ
と
が
出
來
よ
う
。
卷
三
に
屋
代
本
は
小
督
事

が
あ
る
が
本
書
に
は
な
い
。
こ
の
點
、
屋
代
本
の
方
が
後
出
の
形
態
を
示
す
所
も

あ
る
。
最
後
に
百
二
十
句
本
と
甚
し
く
相
違
す
る
所
と
し
て

一
つ
あ

げ

て
お

か

う
。
大
臣
流
罪
隻

に
、

彼
ノ
大
江
山
生
野
路

ニ
カ

・
リ
ッ

・
暫

シ
ハ
丹
波

ノ
村
雲
ト
云
處

ニ
ゾ
ヲ
ワ
シ

ケ
ル
、
其
後
能
々
定
ラ
レ
テ
信
濃
國

ヘ
ゾ
流
サ
レ
玉
ピ
ケ
ル
、
此
大
納
言

ハ
今

樣
朗
詠
ノ
上
手
、
當
時
無
双

ノ
大
臣

ニ
テ
、
法
皇
諸
蔓
内
外
ナ
ウ
仰
合

セ
ラ
レ

ケ
レ
バ
、
大
政
入
道
、
殊

二
怨
ヲ
結

バ
レ
ケ
ル
ト
ヵ
ヤ
、
參
議
皇
太
后
宮
權
大

夫
兼
右
兵
衛
督
藤
原
光
能
卿
、
大
藏
右
京
大
夫
象
伊
與
守
高
階
泰
經
朝
臣
、
藏

人
右
少
辨
兼
中
宮
權
大
進
藤
原
元
親
、
此
人
々
ハ
三
官
ト
モ
ニ
留
ラ
ル
、
抑
大

政
入
道
イ
ヵ
ナ
ル
心

ニ
テ
ヵ
様
ノ
惡
行
ヲ
バ
シ
玉
フ
ゾ
ト
云

二
、
人
申
ケ
ル
ハ

當
時
關
白

二
成
リ
玉

ヘ
ル
ニ
位
中
將
殿
ト
前
殿
ノ
御
子
三
位
中
將
ト
中
納
言
御

相
論

ノ
故
ト
モ
申

ス
、
又
或
ル
人
申
ケ
ル
ハ
、
サ
ラ
バ
關
白
殿
バ
カ
リ
コ
ソ
イ

カ
ナ
ル
御
目

ニ
モ
合

セ
玉
ハ
メ
、
四
十
餘
人
迄
事

二
逢
ベ
シ
ヤ
。

と
あ
る
。

卷
四
は
卷
頭
よ
り
鳥
羽
殿
鼬
沙
汰
事
に
至
る
ま
で
は
、
全
く
覺

一
本
と
同
文

で
あ

る
。
但
し
若
干
覺

一
本
と
差
が
あ
る
が
こ
れ
は
差
と
も
い
へ
な
い
僅
少
で
、
本
書

の
誤
脱
と
も
認
む

べ
き
で
あ
る
。
例

へ
ぼ
、
カ
・
コ
内
は
岩
波
大
系
本
・
頁
行
を
示
す
・



文

持

タ

ル
女

(
ふ
み
も
た
る
便
女
、

二
七
六
8
)

寺

井

二
着

セ
給

二
御

迎

イ

(
て
ら
井

に
つ
か

せ
給

ふ
。

八
日
都

へ
い
ら
せ
給

ふ
に
御
む

か

へ
、

二
七
七
8
)

目

出

度

キ
樣

ヲ
紙

二

三

マ
イ

ニ
(
め
で
た
き
様

を
厚
紙

冖
枚
ば
か
り

に
、

二
七
八
8
)

と

あ

り

、

長

兵

衛

合

戰

事

以
下

は
全

く
百

二
十

句

本

と

同

文

で
あ

る
。

若

干

の
差

を

示

せ

ぼ

、

百

二
十

句

本

に

も
誤

蛻

が

あ

る

が

、
本

書

に

は
、
信

連

合

戰

の

章

に
、

カ

ツ

コ
内

は
百

二

十
句

本

、

○

信

連

が
候

ト
皆

人

が
知

テ
候

二
(
の
ぶ

っ
ら
が
候

に
)

切

テ
回

ル
面

二
向

フ
者

ナ

シ

(
き

つ
て
ま

は
る

に
お
も
て
を
あ
は
す

る
も

の
ぞ
な
き
)

競

の
章

に
、

ヤ
ガ
テ
木
ノ
下
ヲ
六
波
羅

へ
遣
サ
ル
、
右
大
將
此
ノ
馬
ヲ
引

マ
ワ
サ
セ
く

見

ル

ベ
キ

程

ミ

テ

(
や
が
て
こ
の
下
を
六
は
ら

へ
つ
か
は
す
と
て
、
う
た
を
ぞ

一
し
ゆ
そ

へ

ら
れ
け
る
。

こ
ひ
し
く
ば
き

て
も
見
よ
か
し
身

に
そ

へ
る
か
げ
を
ば

い
か
に
は
な
ち
や
る
べ
き
う

大
し
や
う
う
た

の
返
し
を
ば
し
た
ま

は
で
、
此
む
ま
を
ひ
き
ま

は
し
く

見

る
べ
き

ほ

ど
見

て
。
覺

一
本
、
歌
あ
り
)

宮

ヲ

ス

・
メ
進

セ
タ

リ

ケ

ル

ト

ヵ

ヤ

(
み
や
を
す
～
め
ま
い
ら

せ
た
り
け
る
と
か
や
。

こ
れ
に

つ
け
て
も
天
が
の
人

こ
ま

つ
ど

の
～
事
を
ぞ
申

さ
れ
け
る
。
覺

一
本
、
略
同

文
)

白

葦

毛

ナ

ル
馬

ノ
大

ナ

ル
ガ

名

ヲ

バ

(
し
ら
あ
し
げ

な
る
む
ま
の
ふ
と
く
た
く
ま
し

き
が
。
覺

一
本
、
白
葦
毛

な
る
馬
の
)

南

都

返
牒

の
章

に

、

織

延

ノ

一
キ

レ

モ
得

ヌ
我

等

サ

へ
薄

恥

ヲ

ヵ

ク
數

二
入
哉

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

座
主
登
山

メ
然
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
由
誘

へ
宣
バ
宮
ノ
御
方

ヘ
ハ
不
定

ノ
由
ヲ
ゾ

申
ケ
ル

と
あ
る
。
百
二
十
句
本
は
、

を
り
の
べ
の
ひ
と
き
れ
も
え
ぬ
わ
れ
ら
さ

へ
う
す
は
ち
を
か
く
か
ず
に
い
る

か
な

さ
す
ど
う
し
ん
し
て
、
を
ん
じ
や
う
じ

一
み
は
し
か
る
べ
か
ら
ざ
る
よ
し
こ

し
ら

へ
給

へ
ば
、
み
や
の
か
た
へ
は
ま

い
ら
ざ
り
け
る
(覺
一
本
ナ
シ
)

と
あ
る
。
こ
の
外
は
極
あ
て
僅
か
の
差
で
あ

つ
て
、
何
れ
を
先
出
と
決
定
す
べ
き

所

は
な
い
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

「戀
し
く
ば
」
の
歌
の
な
い
の
は
缺
脱
か
、

又
は
後
出
と
認
む
べ
き
か
。
但
し
こ
の
卷
四
が
覺

一
本
の
本
文
と
百
二
十
句
本
の

本
文
と
を
あ
は
せ
持

つ
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
つ
て
百
二
十
句
本
の
存
在
と
同

時
に
覺

一
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

卷
五
も
百

二
十
句
本
と
殆
ど
同
文
で
あ
る
が
、
百
二
十
句
本
の
都
遷

の
章

に
あ

る
、
先
蹤
は
な
く
し
て
、

咲
出

ル
花

ノ
都

ヲ
振
捨

テ

・
風
吹
ク
原
ノ
末
ゾ
危
ウ
キ

の
歌
の
次
に
、

同
六
月
八
日
頑
原

ニ
ハ
新
都

ノ
軣
始
メ
有
ベ
シ
ト
テ
上
卿

ニ
ハ
徳
大
寺
左
大
將

實
定
卿
…
…
。

と
續
く
。
若
午

の
差
を
あ
げ
る
と
、
月
見
の
章

に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

待

タ

バ
肚

深

行

鐘

モ

ッ
ラ

カ
ラ

メ
皈

ル
朝

ノ
鳥

ノ
音

ゾ

憂

キ

(
っ
ら
か
ら
め
あ
か

ぬ
わ
か
れ
の
、
百

ご
十
句
本
)

と
あ

る
。

咸

陽

宮

の
章

に
、

一
重

ノ
羅

穀

ハ
強

ク

ト

モ
引

バ
何

ゾ

不

繦

ト
彈

キ

玉

フ

(ら
れ
う

の
た
も
と
は
ひ

五
九

、



人

文

學

論

集

か
ば
な
ど
か
た
え
ざ
ら
ん
と
ひ
き
給

ふ
)

と
あ

る

の

は
、

本

書

が

よ

く
、

覺
二

本

に

も

、

コ

條

の
羅

穀

は

つ
よ

く

と
も

ひ

か

ば

な

ど
か

た

え
ざ

ら

ん

と

そ

ひ

き
給

ふ
」

ど

あ

る

。

一
條

は

一
重

が

よ

い
。

新

院
苒

嚴

島

御

幸

の
條

に
、

、

・

」

.

'

ヘ

ヘ

へ

去

ル

三
月

ニ

モ
御

幸

在

テ
其

故

ニ
ヤ

一
兩

年

ノ
程

ハ
靜

ニ
メ

(
さ
ん

ぬ
る
三
月
に

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も
御
か
う
あ
つ
て
、
そ
の
ゆ
へ
に
や
は
ん
ね
ん
ば
か
り
は
し
つ
か
に
し
て
)

と
あ
る
の
は
、
本
書
の
傍
書
に
も
あ

る
如
く
、

「
一
兩
月
」
と
あ
る
覺

一
本
に
よ

つ
て
、
年

は
月
の
誤
で
あ
る
。

續
く

コ
咼
倉
宮

ノ
御
幸
」

は
、

「
御
謀
叛
」

の

誤
で
あ
る
。
次
に
富
士
川

の
章

で
は
、
百

二
十
旬
本
に
は
、
經
正
竹
生
嶋
詣
が
あ

る
が
本
書
に
は
な
く
、

.
後
陣

ハ
未
ダ
手
越
宇
津
屋

二
支

ヘ
タ
リ
、
大
將
小
松
權
亮
少
將
侍
大
將
上
總
守

中
心清
ヲ
召

メ
:
:
:
。

ど
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

或

ハ
頭
ヲ
蹴
破
レ
、
或

ハ
腰
ヲ
蹈
折
ラ
レ
テ
叫
喚
者

モ
有
、
或

ハ
大
幕
取
テ
參

ル
者
モ
ア
リ

と
あ

つ
て
、
數
行
に
及
ぶ
脱
文
が
あ

る
。
そ
の
他
に
極
め
て
僅
か
の
脱

字

が

あ

る
。
又
百
二
十
句
本
の
誤
脱
を
訂
正
す

べ
き
所
も
あ
る
。
以
上
に
よ

つ
て
卷
五
は

百
二
十
句
本
と
同

一
と
い
つ
て
差
支

が
な
い
。

卷
六
も
前
述
の
如
く
大
略
は
百
二
十
句
本
と
伺
文
と
云

へ
よ
う
が
、
章
に
よ
り
て

差
異
の
多

い
所
が
あ
る
。
新
院
崩
御

の
章
に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

一
院
仰
成
ケ
ル
ハ
吾
十
善

ノ
餘
薫

二
依

テ
萬
乘
ノ
寳
位
ヲ
保
ッ
、
嗣
代
ノ
帝
王

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヲ
思

フ
ニ
、
如
何
ナ
レ
ハ
万
機

ノ
政
務
ヲ
停

メ
ラ
レ
テ
歳
月
ウ
迭
ル
ラ
ン
ト
ヅ

御
歎
ア
ル

六
〇

百
二
十
句
本
に
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

'

ほ
う

わ
う

仰

な

り

け

る
獄

、

し

だ

い

の

て

い
わ

う

お

も

へ
ば

こ
な

り

ま

こ

な

り

い

か

な

れ

ば

せ

い
む

を

と

穿
め

ら

れ

て

、

と

し

月

を

・
く

る
ら

ん

と
そ

御

な

げ

.き

あ

り

け

る
。

と
あ

る
。

覺

一
本

に

は

、

『
わ

れ

十

善

の
餘

薫

に
よ

つ
て
萬

乘

の
寳

位

を

た

も

つ
」

も
、

「
子

な

り
孫

な

り
」

も

、

「
あ

り

け

る
」

も

あ

る
。

有

爲

無

常

ノ
習

ナ

レ
バ

理

リ

過

テ
ゾ

覺

ヘ
ケ

ル
、

御

歳

廿

一
、

内

ニ

ハ
十

戒

ヲ

タ

モ
チ
外

ニ

ハ
五
常

ヲ

不

亂

メ
…

…

。

と

あ

つ

て
、
百

二
十

句

本

、

覺

一
本

の
有

す

る
澄

憲

の
歌

や

右

京

大

夫

の
歌

が

な

・い
ゐ

小

督

の
章

の
み

は
㍉

他

の
章

と
異

り

て
、

全

般

に
差

異

が
あ

る
。

こ
れ

は
、

屋

代

本

卷

三

の
小

督

の
章

と
殆

ど
同

文

で
あ

る
。

印

ち

一
端

を

示

せ

ぼ
、

其

比
中

宮

/
御

方

二
小

督

殿

ト

テ
勝

タ

ル
美

人

箏

ノ
上

手
候

ワ

レ

ケ

リ
、

主

上

'
夜
ナ
ー

召
ル
、
是

ハ
櫻
町
中
納
言
成
憲
卿
ノ
女
也
、
此

ノ
女
房
ト
申

ハ
、
冷

泉

大

納

言

隆

房

卿

ノ
未

ダ

少

將

ナ
リ

シ
時

見

初

メ
玉

ヘ
ル

ナ

リ

…

…

ト
打

詠

ゼ

叮.
`
サ

セ
玉

フ
所

二
、

仲

國

御

返

事

ヲ
ゾ

進

セ
タ

ル
、

御

感

ア

リ
、

サ

ラ

バ
今

仰
付

r

ク

ベ
キ

者

モ

ナ

シ
、

ヤ
ガ

テ
汝

召

メ

マ
イ

レ
ト
仰

ケ

レ
バ
、

仲

國
大

政

入

道

ノ

皈

リ
聞

玉

ハ

ン
所

ハ
怖

シ
ケ

レ
共

、

是

レ
綸

言

ニ
テ

ア

ル
間

馬
牛

車

牛

飼

ナ

ン

ド
清

ゲ

ニ
沙

汰

シ
嵯

峨

へ
行

向

ヒ
、

御

迎

二
參

リ

テ
候

ト
申

ケ

レ

バ
、
小

督

參

ル

マ
ジ

キ
由

頻

二
宣

ケ

レ
ド

モ
、

樣

々
誘

申

メ
、
車

二
取

乘

セ
奉

リ

、
内

裡

へ

皈

リ
參

リ

タ

リ

ケ

レ
バ
、
,
主

上

幽

ナ

ル
處

二
忍

バ

セ

テ
夜

ナ
く

召

レ

ケ

ル

ポ

ド
ニ
、
姫
君

一
人
出
來
サ

セ
玉
ピ
ケ
リ
、
坊
門
ノ
女
院
ノ
御
事
也
、
大
政
入
道

如
何
カ
シ
タ
リ
ケ
ン
此
事
洩
聞

ヘ
テ
…
…
。

恐
ら
く
屋
代
本

の
如
き

一
章
を
入
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
り
從

つ
て
こ
の
小
督
の

も



,

章

の
後

に
、

主
上
戀
慕
ノ
御
愚
剄

{沈

マ
セ
ヲ
ワ
シ
マ
ス
、
法
皇
御
歎

ノ
ミ
打

ツ
穿
キ
御
悲

ゾ
隙
ナ
カ
リ
ケ
ル

と
あ
る
の
は
、
百
二
十
句
本
に
は
、

「法
皇
」

の
前

に
小
督

の
章
が
あ
つ
て
、
覺

一
本
と
同
じ
接
續
で
あ
る
の
で
、
本
書

の
前
後
の
接
續
ガ
誤
り
で
あ
る
事
が
分
る

の
で
あ
る
。

經
島
、

祗
園
女
御
の
事
と
あ
つ
て
、

次
に
慈
心
坊
炎
魔
廳
屈
請
吏

(慈
心
坊
)、

次
に
流
砂
葱
嶺
事
が
あ
る
。

殆
ど
百
二
十
句
本
と
同
文
で
あ
る
。

種

々
ノ
御
讀
議
(し
ゅ
ノ
丶
の
御
せ
ん
ぎ
)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

コ

我

宗

ニ

ハ
三
藏

ヲ
立

、

一
代

ノ
聖

教

ヲ
収

、

三
藏

ト
者

(
わ
が
し
う

に
は
三
ぎ
う

を
た

つ
、

三
ぞ
う
と

い
つ
ば
)

ヘ

へ

文

證

ヲ
引

玉

フ
「
、

其

數

繁

多

也

(
も
ん
し
う

を
ひ
き
給

ふ
事
は
ん
た
な
り
)

へ心

二
觀

念

ヲ
凝

シ
(
く
は
ん
ね
ん
を

こ
ら
し
)

ヘ

ヘ

ヘ

へ

驚

愕

メ
地

二
臥

シ
(
お
ど
ろ
き
ち

に
ふ
す
)

ヘ

へ

上

皇

是

ヲ

聞

召

シ
(
し
ゃ
う
く
は
う
き

こ
し

め
し
)

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ
ガ
テ
明
日
御
幸
(み
や
う
日
の
御
か
う
)

と
あ

つ
て
、
百
二
十
句
本
の
誤
脱

を
訂
正
す

べ
き
點
も
あ
る
。
五
條
大
納
言
邦
綱

逝
去
隻
に
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

淨

行

持

律

ノ
僣

ヲ

ワ

シ
キ
、

昌

泰

ノ
頃

寛

卒

法

皇

大

井

河

へ
御

幸

有

シ

ニ
、

觀

修

寺

内

大

臣

…

…
。

と

あ

る

が

、
百

二

十
句

に
は

、

じ

や

う

ぎ

や

う

ち

り

つ

の

そ
う

お

は

し

き
、

く

は

ん

じ

ゆ

じ

の
な

い

だ

い

じ

ん
…

…

。

と

あ

り

、

本

書

は
覺

一
本

と
略

同

文

で

あ

つ

て
、

百

二
十

句

本

の
誤

脱

で

あ

る
。

平
家
物
語
、
鍋
島
本

と
平
戸
本

・

但
し
國
會
圖
書
館
藏
本
に
は
誤
睨
が
な
い
。

以
上
に
よ
つ
て
こ
の
卷
は
小
督
の
章
以
外
は
百
二
十
句
本
と
同
文
と
い
つ
て
差

支
が
な
い
,。

卷
七
も
、
大
略

は
百
二
十
句
本
と
殆
ど
同
文
で
あ
る
が
、
小
松
三
位
中
將
維
盛
已

下
人
々
北
國
討
手
發
向
之
吏

(北
國
下
向
)
の
章
の
次
に
、
皇
后
宮
亮
經
正
竹
生
嶋

參
詣
隻
が
あ
る
。
百
二
十
句
本
は
卷
五
に
入
つ
て
ゐ
る
。
覺

一
本
に
よ
つ
て
考

へ

て
も
、
こ
の
形
態
が
原
形
で
あ
ち
。
し
か
し
そ
の
本
文
は
殆
ど
同
文

で
あ
る
。

心
ヲ
澄

シ
湖
ノ
攣

雰

鎹

渚

二
打
出

(心
を
す
ま
し
み
つ
つ
み
の
み
ぎ
は
に
.つ

、

、

、

、

ち

い
で

丶
)

澳

ノ

方

へ
小

嶋

(
お
き

に

こ
じ

ま

の
)

ヘ

ヘ

へ

藤

兵
衛

有

範

(と
う
ひ
や
う
衛

の
じ
う
あ
り
の
り
)

ヘ

ヘ

へ

郭

公

ハ
初

音

床

シ
キ
時

み
か

が
松

二
藤

ナ

ミ

サ

キ
亂

レ
、

ゲ

ニ
面

白

カ

リ
梟

(
は
つ
ね
ゆ
か
し
き
ほ
と
丶
ぎ
す
、
お
り

し
り
が
ほ

に
つ
げ

わ
た
る
、
ま

つ
に
ふ
ち

な
み
さ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

き

み
だ
れ
、
ま
こ
と
に
お
も
し
ろ
か
り
し
事
ど
も
な
り
)

覺

一
本

も

、

「
初

音

ゆ

か

し

き

郭

公

、

お

り

し
り

が

ほ

に

つ
げ

わ

た

る
、

ま

こ

と

に

お

も

し

ろ

か

り

け

れ

ば

」

と

あ

り

、

本

書

は
覺

一
本

と

は

一
歩

遠

ざ

か

つ
て
居

る
。

流

動

し

た

も

の
で

あ

ら

う

か

。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

御

泌剛

二
參

テ

ツ

イ
居

テ

(ま

へ
に
つ
ゐ
ひ
ぎ
ま
つ
ゐ
て
)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

タ
ノ
モ
シ
キ
事

二
候
ト
テ
(た
の
も
し
ふ
こ
そ
候
へ
と
て
、
覺

一
本
同
文
)

越
前
國
火
打
城
合
戰
蔓
以
下
は
百
二
十
句
本
と
差
が
な
い
と
い
つ
て
も
よ
い
。
木

曾
義
仲
山
門
牒
状
軣
の
章
、
山
門
の
返
牒

の
中
に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

祭
奠
之
禪
明
、
定
悗
教
法
之
再
榮
、
隨
喜
崇
敬
之
復
舊

(さ
い
て
ん
の
し
ん
め
い

さ
だ
め
て
ぶ
く
せ
ん
事
を
ず
い
き
)
と
あ
つ
て
、

本
書
は
覺

一
本
と
合
致
し
、

百
二

十
句
本
の
誤
蛻
を
補
ふ
所
も
あ
る
。
卒
家
之

一
門
山
門
願
書
蔓
、
李
家
の
願
書
に

六
一

■



人

文

學

論

集

・

ほ

連

署

が

あ

る
。

屋

代

本

に

は
な

い
。

李

ラ

カ

ニ
花

咲

宿

モ
年

經

レ
バ
西

へ
傾

ク
月

ト

肚

ナ

レ

大

衆

是

ヲ
見

テ
眞

ニ
サ

コ
ソ

ハ
ト
哀

ミ

ケ

レ

ド

モ
既

二
源

氏

二
同

心

ノ
返

牒

ヲ

邊

ル
上

ハ
…

…

。

と

あ

る

が

、
百

二
十

句

本

は
、

歌

の
次

に
、

さ

ん

わ

う

大

し

あ

は
れ

み

を

た

れ

給

へ
、

三
千

の
大

し

ゆ

ち

か
ら

を

あ

は

せ

よ

と

な

り

、

さ

れ

ど

も

と

し

ご

ろ

日

ご

ろ

の

ふ

る
ま

ひ

し

ん
り

よ
を

そ
む

き
、

人

の

の

ぞ

み

に

も

ち

が

ひ

け

れ

ば

、

い

の
れ

ど

も

か

な

は
ず

、

か

た
ら

へ
ど
も

な

び

か
ず

、

大

し

ゆ

こ

れ

を

見

て
、

ま

こ
と

に
さ

こ
そ

と

は
あ

は
れ

み

け

れ

ど

も

・゚:
:
o

と

あ

つ
て
、

覺

一
本

に
略

同

文

で

あ

つ

て
、
本

書

は
誤

脱

で
あ

ら

う

か

。

忠

度
都

へ

も

も

う

も

ヘ

ヘ

へ

う

も

う

も

落

の
次

に
、
經
正
の
都
落
、
青
山
沙
汰
が
な
く
、

其
身
朝
敵
ト
成
シ
上

ハ
子
細

二
及
バ
ズ
ト
ハ
云
ナ
ガ
ラ
ロ
惜
カ
リ
シ
蔓
ド
モ
ナ

リ其
中

二
小
松
三
位
中
將
維
盛

ハ
日
比

ヨ
リ
思
儲
ケ
タ
リ
シ
蔓
ナ
レ
ド
モ
、
指
當

.
ハ
悲

シ
カ
リ
ケ
リ
、
此
北
方
ト
申

ハ
、
故
中
御
門
新
大
納
言
成
親
卿
ノ
御
姫
ナ

ヘ

ヘ

ヘ

リ
、
此
腹

二
六
代
御
前
ト
テ
十
歳

ニ
ナ
ラ
セ
玉
フ
若
君
ヲ
ワ
ジ

マ
ス
、
夜
叉
御

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

前

ト

テ
八

ニ
ナ

ラ

セ
玉

フ
姫

君

マ

シ

マ

ス
、

此

ノ
人

々
後

レ

ジ
ト

…

…

。

と

あ

る
。

夜

叉

御

前

の
事

は
百

二
十

句

本

は
睨

し

て

ゐ

る
。

覺

一
本

に

は
存

す

る

ヘ

へ

「
此
ノ
人
々
」
と
あ
る
以
上
は
當
然
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
又
其
中
と
い
ふ
語
は
接

續
上
、
穩
當
で
な
い
。
こ
れ
は
八
坂
流
本
が
叙
述
の
順
序
を
變
更
し
た
爲
に
か
う

な

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
丕
-家

一
門
都
落

の
條
、

夲
大
納
言
時
忠
、
南
無
皈
命
頂

禮
正
八
幡
大
曹
薩
、
然
ル
ベ
ク
ハ
君
ヲ
初
メ
マ

六
ニ

イ
ラ
セ
テ
、
我
等
ヲ
今

一
度
都

へ
皈
シ
入
レ
サ
セ
玉

ヘ
ト
泣
々
申

シ
ケ
ル
コ
ソ

悲
ケ
レ
、
各
々
後
ヲ
顧
ミ
玉

ヘ
バ
霞

ル
空
ノ
心
地

メ
、
烟
耳
心
細
引
立
昇
ル
、

罕
中
納
言
教
盛
、

バ
カ
ナ
シ
ヤ
主

ハ
雲
井

二
別
レ
バ
宿

ハ
烟
ト
タ
チ
ノ
ボ
ル
カ
ナ

修
理
大
夫
經
盛
、

古
サ
ト
ヲ
燒
野
原
ト
歸
見
テ
未

モ
烟

ノ
濤
路
ヲ
ゾ

ユ
ク

實

二
古
郷
ヲ
バ

一
片
ノ
烟
塵

二
隔

ッ

、
、
前
途
万
里

ノ
雲
路

二
被
越
ケ
ル
、
人

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

々

ノ
心

中

左

瓧

ハ

マ
シ

マ
シ

ケ

メ
ト

推

量

レ
テ
哀

也

ヘ

へ

肥

後

守

貞

能

ハ
河

尻

二
源

氏

ド

モ
ガ

向

フ
タ

リ

ト
聞

テ

…

…
。

ど

あ

る
。

百

二

十

句
本

に

は

、

な
く
く

申
さ
れ
け
る
こ
そ
か
な
し
け
れ
、
ひ
ご
の
か
み
さ
だ
よ
し
は
か
は
じ

り

に

け

ん

じ
共

が

む

か

ふ

た

り

と

き

ひ

て
、

け

ち

ら

さ

ん

と

て
…

…

。

(
申
略
)

う

し

ろ

を

か

へ
り

み

て
、
さ

ら

に
さ

き

へ
は
す

丶
ま
ざ

り

け

り
、
を

の

く

う

し

ろ

を

か

へ
り

み

て
、

み

や

こ

の
か

た

は

か

す

め

る
そ

ら

の
心

ち

し

て
、

け

ぶ

り

.

の
み

心

ぼ

そ
く

そ

た

ち

の

ぼ

る
、

そ

の
中

に

し

ゆ

り

の
大

夫

つ
ね

も

り

、

み

ゃ

こ

を

か

へ
り

見

給

ひ

て
、

な

く

ー

か

う

そ

の
給

ひ

け

る

、

ふ
る
さ
と
を
や
け
野
の
は
ら
と
か
へ
り
み
て
す
ゑ
も
け
ぶ
り
の
な
み
ち
を
ぞ

馴
さ

つ
ま

の
守

た

望
の

り
、

は

か
な

し
や

ぬ

し

は
く

も
井

に

わ

か

る

れ

ぼ

あ

と

は

け

ぶ

り

と

た

ち

の

ぼ

る
か

な

ま

こ

ど

に

ふ

る
さ

と
を

一
ぺ

ん

の

ゑ

ん
ち

ん

に

へ
だ

て
、

ぜ

ん

と

ば

ん
り

の
く

も

ち

に

お

も

む

き
給

ひ
け

ん

、

人

々

の
心

の
う

ち

こ
そ

か

な

し

け

れ

α

な

ら

は



ぬ

い

そ

べ
の
な

み
ま

く

ら

…

…
。

と

あ

る
。

覺

一
本

の
本

文

の
叙

述

の
順

序

は
、

本

書

と

同
樣

で
あ

る
。

百

二
十

句

本

は
後

出

で

あ

る
。

然

る

に
、

本

書

の
本

文

が
覺

一
本

に
殆

ど
同

一

で

あ

る

の

ぼ

、

覺

一
本

の
本

文

が
補

入

せ

ら

れ

た

も

の

で
あ

ら

う

か

。
こ

れ

は

勿

論
、

「
左

祉

ハ

マ
シ

マ
シ

ケ

メ
ト

」

と
増

補

が
あ

る

に

よ

つ
て
も

、

丞
-曲

に

よ

る
補

入

で

あ

ら

う

。

本

書

は
百

二
十

句

本

と
少

し
異

り

て
、

後

の
叙

述

は
、

只
後

ロ
ヲ
而

已

顧

テ
、

更

二
前

エ

ハ
進

ザ

リ

ケ

リ
、

各

後

ヲ
顧

テ
都

ノ
方

ハ
霞

メ

ル
霄

ノ
・10
地

メ
、

前

途
万

里

ノ
雲

路

二
趣

キ

玉

ヒ
ケ

ン
人

々

ノ
心

ノ
中

コ

ソ

悲

シ

ケ

レ
、

習

ワ

ヌ
磯

邊

ノ
浪

枕

…

…
。

と

あ

つ
て
、

重

複

し

た
語

の
出

て

ゐ

る

の

は

、
百

二
十

句

本

を

改

訂

し

た

跡

を

殘

し

て

ゐ

る

と
謂

ふ

べ
き

で

あ
ら

う

か
。

へ

う

り

リ

セ

も

り

あ

り

以
上
卷
七
に
つ
い
て
言

へ
ば
、
經
正
都
落
の
章
の
な
い
他
は
、
大
略
百
二
十
句

本
と
差
異
が
な
い
が
、

一
部
に
覺

一
本
の
影
響
に
よ
つ
て
改
訂
し
た
跡
が
あ
る
の

に
よ
つ
て
、
百
二
十
句
本
よ
り
も
後
出
と
認
む

べ
き
で
あ
ら
う
。

卷
八
も
又
百
二
十
句
本
と
同
類
本

で
あ
る
。
然
し
所
に
よ
つ
て
は
や
や
覺

一
本
に

近
い
所
が
あ
る
。
例

へ
ぼ
、
宇
佐
行
幸
隻

の
は
じ
め
に
、

左
有
程

二
筑
紫

二
可
造
内
裡
由
沙
汰
有

シ
カ
ド
モ
未
都

モ
不
被
定
、
主
上

ハ
岩

戸
小
卿
大
藏
種
業
ガ
宿
所

二
渡

セ
給
、
人
々
ノ
家

ハ
野
申
田
中
ナ
リ
ケ
レ
バ
。

と
あ
る
所
は
覺

一
本
に
略
同
文
で
あ
る
が
、
以
下
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

肚
頭

ハ
月
卿
雲
客
ノ
居
所

二
成

リ
、
回
廊

ハ
五
位
六
位
ノ
官
人
、
庭
上

ニ
ハ
…

へ

…
七
日
御
參
籠

ノ
明
ヵ
タ

ニ
大
臣
殿
御
夢
想
ノ
告
ゾ
有
ケ
ル
、
御
寳
殿
ノ
御
戸

扉
優
淤
ク
氣
高
ゲ
ナ
ル
御
音

ニ
テ
、

世

ノ
中
ノ
ウ
サ
ニ
ハ
祚
モ
無
物
ヲ
何
所
ラ
ン
心
盡

シ
ニ

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

大
臣
殿
劃
響
キ
胸
打
騷
、
左
有
ト
モ
ト
思
心
モ
虫
ノ
音

モ
弱
絡
ヌ
ル
秋
ノ
葉

力

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ナ
ト
云
古
歌
ヲ
ゾ
心
細
氣

二
口
荒
玉

ピ
ケ
ル
、
左
有
テ
太
宰
府

へ
還
幸
奉
成
、

左
有
程

二
九
月
モ
十
日
餘
リ

ニ
成

ニ
ケ
リ
、
荻
ノ
葉
向

ノ
タ
嵐
、
獨
丸
寢

ノ
床

ノ
上
…
…
。

と
あ

つ
て
、
傍
點
を
付
し
た
所
は
百
二
十
句
本
に
同
じ
く
、
傍
線
を
付
し
た
所
は

覺

一
本
に
同
じ
と
言
ふ
複
雜
な
本
文
で
あ
る
。

こ
れ
は

一
面
覺

一
本

の
影
響
を
う

け
て
百
二
十
句
本
が
變
移
し
た
と
も
認
め
ら
れ
し
、
又

一
方
百
二
十
句
本
の
よ
り

古
き
形
態
と
も
考

へ
て
よ
い
。
次
に
あ
る
歌
の
順
序
は
、
百
二
十
句
本
が
、
譽
畳

本
と
同

じ
く
、
忠
度
、
經
盛
、
經
正
の
順
で
あ
る
が
、
本
書
が
經
盛
、
忠
度
、
經

正
の
順
で
あ
る
。
次
に
緒
方
惟
榮
叟

に
、

足
手

ニ
ハ
大
ナ
ル
胝
ヒ
マ
ナ
ク
切
テ
ケ
レ
バ
、
人
是
ヲ
胝
大
太
ト
ゾ
申
ケ
ル
、

ヘ

ヘ

へ

彼
ノ
緒
方
三
郎

ハ
胝
大
太
ガ
五
代
ノ
孫
ナ
リ
、
カ

・
ル
怖

シ
キ
者

ノ
未
ナ
リ
ケ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

レ
バ
、
九
國
二
嶋
ヲ
モ
吾

一
人
メ
打
取
ラ
バ
ヤ
ナ
ン
ド
常

ハ
オ
ウ
ケ
吏
ヲ
ゾ
荒

ヘ

ヘ

へ

猿

ケ

ル
。

と

あ

る
。

百

二

十

句
本

に

は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ひ

ま

す

き

ま

も

な

く

き

れ

て
た

え

ざ

り

け

れ

ば

…

…

ふ

し
ぎ

な

る
も

の

丶
す

ゑ

ヘ

ヘ

へ

な

り

…

…

つ
ね

は
申

け

る
。

と

あ

る
。

丞
-
家

太

宰

府

落

軣

は
百

二
十

句

本

と
甚

し
く

異

り

て
、

本

書

は
、

水
城
戸
ヲ
出
テ
、
住
吉
ノ
祗
ヲ
伏
拝
ミ
、
徒
歩
跣

ニ
テ
我

レ
先

二
ー

ト
箱
崎

ヘ

へ

津

ヘ
コ
ソ
落
玉

へ
、
折
節
降

ル
雨
車
軸
ノ
如
ク
、
吹
風
沙
ヲ
上
グ

ル
ト
カ
ヤ
、

落
ル
涙
降

ル
雨
分
キ
テ
何

レ
モ
見

ヘ
サ
リ
梟
、
彼
ノ
玄
弉
三
藏
ノ
流
沙
葱
嶺
ヲ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

凌

レ
ケ

ン
苦

ミ

モ
是

ニ

ハ
過

ジ
ト

ゾ

ミ

エ
シ
、

サ

レ

ド

モ

ソ

レ

ハ
求

法

ノ
爲

ナ

レ
バ

來
世

ノ
頼

モ
有

ケ

ン
、

是

ハ
怨

敵

ノ
故

ナ

レ
バ
、

後

世

ノ
苦

ミ

ヲ
且

ツ
思

六
三

θ



○

人

文

學

論

集

フ
コ
ソ
悲
シ
ケ
レ
、新
羅
百
濟
高
麗
契
丹
迄
モ
落
行
心
バ
ヤ
ト

ハ
思

ヘ
ド
モ
、浪

風
向

フ
テ
叶
ワ
ネ
バ
、兵
藤
次

二
具
せ
ラ
レ
テ
山
鹿
城

ニ
ゾ
籠
ラ
レ
ケ
ル
、
山
鹿

ヘ
モ
敵

ヨ
ス
ル
ト
聞

ヘ
シ
カ
バ
、
海
士
ノ
小
舟

二
取
乘
テ
夜
モ
ス
ガ
ラ
豐
前
國

柳
浦

ヘ
ゾ
渡
リ
玉
フ
、
去
程

二
九
月
十
日
餘

二
成

ニ
ケ
リ
、
荻

ノ
葉

ム
ケ
ノ
タ

嵐
シ
、
獨
リ
丸
寢
ノ
床
ノ
上
、
片
敷
袖
ヲ
絞
リ
ッ
・
、
更
行
空
ノ
哀
サ
ハ
早
晩

虱

云
ナ
ガ
ラ
、
旅
ノ
空
コ
ソ
悲

シ
ケ
レ
、
十
三
夜

ハ
殊

二
名
ヲ
得
タ
ル
月
ナ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

図
べ
、
小
松
殿
ノ
三
男
左
中
將
清
經

ハ
、
月
ノ
夜
ヲ
澄

シ
ッ

、
船
ノ
屋
形

二
立

出
テ
、
何
吏

ニ
モ
思
入
玉

ヘ
ル
人

ニ
テ
、
心
ヲ
澄
シ
笛
ノ
音
取
メ
朗
詠
メ
來
方

行
末

ノ
吏
ド
モ
宣

ヒ
ッ
穿
ケ
テ
・…
..。

と
あ
る
。
百
二
十
句
本
に
は
、

「彼

ノ
玄
弉
」

の
前
に
も
、

「新
羅
百
濟
」

の
前

に
も
文
が
あ
る
。
後
の
方
は
覺

一
本

に
は
存
し
な
い
。
又
右

の
文

の
傍
線
を
付
し

た
所
は
重
出
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
屋
代
本
の
本
文
と
略
同
文
で
あ
る
。
こ
れ
に

就
い
て
熟
考
す
る
に
、
こ
れ
は
、
屋
代
本
の
如
き
本
文
が
夲
曲
と
し
て

一
方
に
存

う

ヤ

う

カ

も

う

も

も

ね

う

も

セ

も

も

つ

リ

ヘ

ヘ

へ

在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
百
二
十
句
本
よ
り

一
方
で
は
屋
代
本
の
本
文

へ
と

ヘ

ヘ

へ

う

り

も

り

も

も

も

し

も

へ

も

う

變

動

し

つ

つ
あ

つ
た

現

象

を

明

示

す

る
も

の

で

は
な

か

ら

う

か

。

屋

代

本

が
、

十

三

夜

ハ
殊

二
名

ヲ
得

タ

ル
月

ナ

レ
共

、

其

夜

ハ
都

ヲ
思

出

ル
涙

二
我

カ

ラ
曇

リ

ツ

・
サ

ヤ

カ

ナ

ラ
ズ

、

薩

摩

守

忠

度

、

月

ヲ

見

シ
去

年

ノ
今

夜

ノ
友

ノ
ミ

ヤ

都

二
我

ヲ
思

ヒ

イ

ッ
覽

左

馬

守

行

盛

、

君

ス
メ

バ
是

モ
雲

井

ノ
月

ナ

レ
ド
獪

戀
敷

ハ
都

ナ

リ

ケ

リ

小

松

殿

ノ

三
男

左
中

將

清

經

ハ
月

ノ
夜

心

ヲ

ス

マ
シ

ッ

、
、

船

ノ
屋

形

二
立

出

テ
・:
:
・。

と

あ

る

の

は
混

亂

し

た
本

文

と

い
ふ

べ
き

で

あ

る
。

(本
學
人
文
論
集
第

二
號
、
拙
稿

六
四

二
七
頁
參
照
)
。

こ

の
章

の
最

後

に
近

く

、

柳

浦

二
内

裡

造

ル
ベ

キ
議

定

ア
リ

シ
カ

ド

モ
、

分

限

ナ

ケ

レ

バ
造

ラ

レ
ズ
、

宇

宙

ノ
心

地

メ
タ

・
工

丶

ル
計

ナ

リ

、長

門

國

ハ
新

申

納

言

知

盛

ノ
國

ナ

リ

ケ

リ
。

と

あ

る

が
、

百

二
十

句

本

に

は
、

や

な

ぎ

の
う

ら

に
だ

い
り

つ
く

る

べ
き

せ

ん

ぎ

あ

り

し

か

ど

も
、

ぶ

ん
げ

ん
な

け

れ

ば

つ
く

ら

れ

ず

、

又

な

が

と

よ

り

よ
す

る

と

き

こ

え

し

か

ば
、

又

あ

ま

の

を

ぶ

ね

に

の
り
、

う

み

に
ぞ

う

か

び
給

ひ

け

る
、

な

が

と

の
國

は

し

ん
中

な

ご

ん

と

も

丶
り

の
國

な

り

け

り
。

と

あ

る
。

以

下

百

二

十

句
本

と
異

る
所

を

あ

げ

る

と
、

院

御

使
康

貞

鎌

倉

下

着

隻

(征
夷
将
軍
院
宣
)
に
、ヘ

ヘ

ヘ

へ

我
身

ハ
高
麗
縁
ノ
疊
ヲ
布
キ
、
御
簾
ヲ
牛

二
揚
テ
、
安
貞

二
對
面
ア
リ
、
布
衣

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ニ
立
鳥
帽
子
、
顔
長
勢
短
ヵ
リ
ケ
リ
、
,容
貞
優

ニ
メ
言
語
分
明
ナ
リ
。

と
あ
る
が
、
百
二
十
句
本
に
は
、

わ
か
が
み
は
か
う
ら
い
べ
り
を
し
き
、
み
す
を
な
か
ば
に
あ
げ
て
や
す
さ
だ
に

た
い
め
ん
あ
り
、
ひ
や
う
衛

の
す
け
ど
の
は
か
ほ
大
き
に
せ
い
ひ

き

か

り

け

り
、
ゆ
う
が
ん
ゆ
う
に
し
て
こ
ん
こ
ぶ
ん
み
や
う
な
り
。

と
あ
る
。
覺

一
本

に
は
、

う

へ
は
高
麗
縁
の
疊
を
し
き
、
御
簾
た
か
く
あ
げ
さ
せ
、
兵
衛
佐
ど
の
出
で
ら

れ
た
り
、
布
衣
に
立
鳥
帽
子
也
、
自
大
に
せ
い
ひ
き
か
り
け
り
。
容
自
悠
美
に

し
て
言
語
分
明
也
。

尋

と
あ
る
。
本
書

の
本
文
と
比
較
す
る
に
、
百

二
十
句
本
と
異
り
、
覺

一
本
と

一
致

す
る
所
の
あ
る
の
は
覺

一
本

の
影
響

で
あ
ら
う
か
。
勿
論
こ
の
文

の
前
後
は
す
べ

て
百
二
十
句
本
と
同

一
で
あ
る
。
木
曽
猫
問
申
納
言
對
面
蔓
に
、
本
書
は
、



げ

飯

時

ニ
ヲ

ワ

シ
タ

ル

ニ
ロ
ハ
ヤ

ア

ル
ベ

キ
、

無

鹽

ヤ

ア

ル
、

丕
-茸

ヤ

ァ

ル
、

疾

々

ト

急

せ

ケ

リ
、

禰

ノ
井

小

彌

太

ト

云

モ

ノ
出

來

テ
配

膳

ス
。

と

あ

る
。

百

二
十

句

本

に

は
、

め

し

と
ぎ

に

お

は

し

た

る

に

た

穿
や
あ

る

べ
き
、

な

に

も

あ

た
ら

し

き

は

ぶ

え

ん

と

い
ふ

と

心

ゑ

て
、

こ

丶
に
ぶ

え

ん

の

ひ
ら

た
け

や

あ

る
、

ど
く

く

と

い

そ

が

せ

け

り

、

ね

の
井

の

こ
や

た

と

い
ふ

も

の

丶
い

そ
ぎ

て

は

い

ぜ

ん
す

。

と

あ

る

。
本

書

に
誤

脱

が

あ

ら

う

か

。

前
後

は
全

く

百

二
十

句

本

と

同

一

で

あ

る
。

水

嶋

合

戰

吏

に
、

木

曾

殿

是

ヲ
聞

、

ゲ

ニ
剛

ノ
者

ナ

レ

バ
具

メ
下

テ
案

内

者

サ

セ

ヨ

ト

ゾ

宣

ケ

ル
Q

百

二
十

句

本

は
、

木

曾

殿

こ
れ

を

き

丶
、

き

や

つ
は

か

う

の
も

の
と

き

く

が
お

し
け

れ

ぼ

、

い
け

を

き

た

る
な

り

、

ぐ

し

て

く

だ

り

て

あ

ん

な

い
し

や

さ

せ

よ

と

そ

の

給

ひ

け

る
。

と

あ

る
。

覺

一
本

は
、

木

曾

殿

、

禪

妙

の
事

申

ご

ざ

ん
な

れ

、

さ

ら

ぼ

汝

妖

尾

を
案

内

者

に

し

て
先

づ

下

れ

…

…
。

と

あ

る
。

又

同

章

に
、

今

井

申

ケ

ル

ハ
、

左
候

ヘ
バ

コ

ソ
眼

ノ
樣

骨

柄

只

物

ト

モ
見

へ
候

ワ
ズ

、

サ

シ

モ
切

せ

玉

フ

ベ
キ

モ

ノ

ヲ

ト
申

せ

バ
、
木

曾

、

剛

ノ
者

ト
聞

シ

ユ

エ

ニ
コ
ソ
今

迄

キ

ラ

デ

置

ヒ
タ

リ

ツ

レ

…

…
。

と

あ

る

。
百

二
十

句

本

に

は
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
ま

井

申

け

る

は
、

さ
候

へ
ば

こ
そ

ま

な

こ

の
や

う

け

の

も

の
と
見

候

ひ

し

あ

平
家
物
証
旧
、
鍋
島
本
と
平
一戸
本

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ひ
だ

、

さ

し
も

に
き

ら

せ
給

へ
と
申

せ

し
事

は

と
申

せ
ば

、

木

そ
、

か

う

の
も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
と

き

く

が

お

し
き

に

こ

そ

い
ま

丶
で
き

ら

で
を

き

た
り

つ
れ

。

と

あ

る
。

こ

の
前

後

は
百

二
十

句

本

と

同

文

で
あ

る
。

覺

一
本

は
、

今

井

の
四

郎

申

け

る

は
、

さ

候

へ
ば

こ
そ

、

き

や

つ
が

つ
ら

た
ま

し

ゐ
た

穿
も

の
と

は
見

候

は
ず

、

ち

た

び

き

ら

う

ど
申

候

つ
る
物

を

、

助

け

さ

せ
給

て

と
申

す

。

と

あ

る
。

同

章

に
、

ス

カ
リ
マ
タ

ツ
メ
ダ
ス
キ

山

靱

二
守

狩

俣

三

ッ
四

ッ
サ

シ
タ

者

モ

ア

リ
、

柿

ノ
直

垂

二
爪

紐

シ
タ

リ
。

と

あ

る
が

、

百

二
十

句

本

に

は

「
柿

ノ
」

以

下

は
な

い
。

法

住

寺

殿

木

曾

奉

寄
隻

に
、

御

所

二
火

ヲ

カ

ケ

タ

リ

、

折

節

風

猛

吹

テ
黒

烟

推

懸

タ

リ
。

と

あ

る
が

、

百

二
十

句

本

に

は

「
折

節

…

…

」

が

な

い
。

覺

一
本

に

は
、

「
お

り

ふ

し

風

は

げ

し

丶
、

猛

火

天

に
も

え

あ

が

て
、

ほ

の

ほ
盧

空

に

ひ
ま

も

な

し
」

と

あ

る

。

又

本
書

に

、

木

曾

左
馬

頭

ハ
院

内

取

奉

テ

、
院

ニ
カ

成

マ
シ
、

内

ニ
カ

ナ

ラ

マ
シ
、

院

二
成

ヲ
カ

ケ
シ
カ
ラ
ズ

ン
ト
思

ヘ
バ

法

師

二
成

ン

モ
険

シ

丶
、
内

二
成

ン
ト

思

ヘ
バ
童

二
成

ン

モ
不

]氣

色

、

ヨ

シ
ノ
丶

關
白

二
成

ン
ト
ゾ

云

ケ

ル
、

大

夫

房

覺

明

申

ケ

ル

ハ
、

關

白

ハ

藤

原

コ
ソ
成

せ

玉

ヒ
候

ナ

レ
ト
申

ケ

レ

バ
三

…

。

と

あ

る

が

、
百

二
十

句

本

に
は

、

木

そ

さ

ま

の
か

み

ら

う

ど

う
共

を

め

し

あ

つ
め

て
、

そ

も

く

よ

し

な

か
十

ぜ

ん

の
き

み

に

む

か

ひ

た

て
ま

つ
り

、

い
く

さ

は
か

ち

ぬ
、

し
ゆ

じ
ゃ

う

に

や

な

ら

ま

し

、

ほ

う

わ

う

に
や

な

ら

ま

し

、

し

ゆ

じ
や

う

に
な

ら

ん

と
思

へ
ぼ

わ

ら

は

に

な

ら

ん

も

し

か

る

べ
か

ら

ず

、

ほ
う

わ
う

に
な

ら

む

と

お

も

へ
ば

ほ
う

し

六
五



'

人

文

學

論

集

に

な

ら

ん

も

お

か

し

か

る

べ
し

、

よ

し

く

く

は

ん
ぼ

く

に
な

ら

ん

と

そ

い

ひ

け
る
、
た
い
ふ
か
く
め
い
す

丶
み

い
で
丶
申
け
る
は
、
く
は
ん
ば
く
は
た
い
し

よ
く
く
は
ん
の
御
す
ゑ
し

つ
ぺ
い
の
き
ん
だ
ち
こ
そ
な
ら
せ
給
ひ
候
な
れ
と
申

け
れ
ぼ
…
…
。

と
あ
る
。
こ
の
前
後

は
百
二
十
句
本

に
同
文
で
あ
る
。
百
二
十
句
本
が
覺

一
本
に

近
似
し
、
本
書
は
簡
略
で
あ
る
。
こ
れ
は
簡
略
化
せ
ん
と
す
る
李
曲
の

一
性
格
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
卷
八
の
本
文
の
現
象
を
見
る
に
、
百

二
十
句
本
と
同

ヘ

ヘ

へ

も

も

ら

も

も

ち

カ

う

り

も

も

ヘ

ヘ

へ

類
と
認
む
べ
き
で
は
あ
る
が
、

一
部

に
は
覺

一
本
に
近
似
す
る
所
が
あ
り
、
又
屋

ね

も

う

ね

ヘ

ヘ

へ

も

う

も

も

ヘ

ヘ

へ

も

も

つ

ぬ

も

ヤ

ヤ

も

う

も

ら

も

も

ヤ

う

も

代

本

に

類

す

る
所

が

あ

つ

て
、
百

二

十

旬
本

よ

り

も
後

出

と
認

む

べ
き

で

あ

ら

う

か
・

卷

九

も

又
大

略

は
百

二

十

句
本

と

同

類
本

で

あ

る

が
差

異

が

か

な

り
存

在

す

る

。

主

要

な

も

の

を

あ

げ

よ
う

。

摺

墨

活

食

之

吏

に
、

日
來

ハ
都

へ
上

テ
木

曾

殿

二
聞

ル
今

井

樋

ロ

ト

カ

ヤ

ニ
組

ン
デ

死

ヌ

ル
ヵ

左

ナ

ク

バ
、

夲

家

二
組

ン
デ
死

ナ

ン
ト

コ
ソ
思

ツ

レ
ド

モ
其

レ

モ
今

ハ
詮

ナ

シ
、

爰

ニ
テ
佐

々
木

待

請

ケ
引

組

デ
落

サ

シ
チ
ガ

へ
、

鎌

倉

殿

二
損

ト

ラ

せ
奉

ン
ズ

ル

物

ヲ

ト
思

切

テ
待

處

二
、

佐

々
木

何

心

モ
ナ

ク
歩

せ
來

ル
、

推

並

テ

ヤ
組

ン
、

向

フ

サ

マ

ニ
ヤ

ア

テ
落

サ

ン
ズ

ナ

ン
ド
思

ヒ
煩

フ
、

サ

ル

ニ
テ

モ

一
言

問

テ
組

ン
ト
思

ヒ
、

イ

カ

ニ
佐

々
木

殿

、

御

邊

ハ
活

食

玉

ワ

ラ

セ

玉

ヒ
テ

ケ

リ

ト
詞

ヲ

カ

ク
、

佐

々
木

誠

ヤ
此

ノ
人

モ
所

望

仕

リ

タ

ル
由

内

々
承

リ

ッ

ル
物

ヲ

ト
急

ト

思

出

テ
、

チ

ッ

ト

モ
騷

ガ

ズ

打

笑

テ
、

ヤ
殿

ノ

玉

ワ
ラ

ヌ
ゾ

ヨ
、

宇

治

川

渡

ス

ベ

キ
馬

ハ
モ

タ
ズ

、

御

祕

藏

ノ
御

馬

ナ

レ

バ
、

申

ト

モ

ヨ

モ
玉

じ
、

何

力
苦

シ

カ

ル

ベ

キ
、

盗

ン
ト
思

テ
伺

ッ

ル
ポ

ド

ニ
、

既

二
曉

立

ン
ト

テ

ノ
夜

便

宜

ヨ
ク

盗

ミ

ス

マ
メ
上

ル
ゾ

ヨ
ト
云

ケ

レ

バ
、

梶

原

此

詞

二
腹

ガ
居

テ

…

…
。

六
六

と

あ

る
。

百

二
十

句

本

を

示

せ

ば
、

日

ご

ろ

は

み

や

こ

へ
の
ぼ

り

て
、

木

そ

ど

の

丶
御

う

ち

に

四
天

王

と

き

こ
ゆ

る

い
ま
井

、

ひ

ぐ

ち

、

た

て
ね

の
井

に
く

ん

で

し

ぬ

る

か
、

し

か
ら

ず

は
さ

い
こ

く

へ
む

か

つ
て

一
人

た

う

せ

ん
と

き

こ
ゆ

弖

牛
家

の
さ

ぶ

ら

ひ

と

い
く

さ

し

て

し

な

ん

と

お

も

ひ

つ
れ

ど

も

、

そ

れ

も

せ

ん
な

し
、

こ

丶
に

て

さ

丶
き

と
く

ん

で

さ

し

ち

が

へ
、

よ

き

さ

ぶ

ら

ひ

二
人

し

ん

で

か
ま

く

ら

ど

の

に

そ

ん

と
ら

せ

た

て

ま

つ
ら

ん

ず

る

も

の
を

と

つ
ぶ

や

ひ

て
、

ま

つ
と

こ

ろ

に
、

さ

丶
木

の
四

郎

な

に

心

も

な

く

あ

ゆ

ま

せ

て

い
で

き

た

る

、

を

し
な

ら

べ
て
く

ま

ん
、

む

か

ふ

さ

ま

に
や

あ

て
お

と

さ

ん
と

お

も

ひ
け

る

が
、

ま

つ

こ
と

ぼ

を

か

け

て
く

ま

ん

と

お

も

ひ
、

い
か

に

さ

丶
き

ど

の
は

い
け

ず

き

給

は
ら

せ
給

ひ

て
け

り

と
司

ひ
け

れ

ば
、

さ

丶
木

ま

こ

と

や

此

人

も

し

よ

ま

う

つ
か

ま

つ
り

た

る

よ

し
な

い

く

き

㌧
し
物

を

と

き

つ
と

お

も

ひ

い

で

丶

ち

と

も

さ

は

が
ず

、

さ

候

へ
ば

q
ぞ
此
御
大
事
に
ま
か
り
の
ぼ
る
洲
、
う
ち
が
は
わ
た
す
べ
き
む

ま

は

も

た

ず
、

い
け
ず
き
を
申
さ
ぼ
や
お
も
ひ
つ
れ
ど
も
、
か
ち
は
ら
ど
の
丶
申
さ
れ
け

る
に
も
御
ゆ
る
し
な
し
と
ろ
け
た
ま
は
る
あ
ひ
だ
、
ま
し
て
た
か

つ
な
が
申
共

よ
も
た
ま
は
じ
と
ぞ
ん
じ
、
ご
に
ち
の
御
か
ん
だ
う
は
あ
ら
ぼ
あ

れ

と

お

も

ひ
、
あ
か
つ
き
た
つ
と
て
の
夜
、
と
ね
り
に
心
を
あ
は
せ
、
さ
し
も
御
ひ
ざ
う

候
い
け゚
ず
き
を
ぬ
す
み
す
ま
し
て
の
ぼ
る
は
い
か
に
と
い
ひ
け
れ
ぼ
、
か
ち
は

ら
此
こ
と
ぱ
に
は
ら
が
居
て
…
…
。

と
あ
る
。
前
後
は
百
二
十
句
本
ど
同

一
で
あ
る
の
に
本
書
が
こ
の
所

の
み
簡
略
で

あ
る
の
は
如
何
な
る
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
百
二
十
句
本
は
略
覺

一
本
に

近
似
す
る
。
こ
れ
は
本
書
を
百
二
十
句
本
の
如
く
す
る
に
は
覺

一
本

の
存
在
を
認

め
ね
ば
な
る
ま
い
。
從

つ
て
覺

一
本
を
基
と
し
て
、
百
二
十
句
本

へ
、
そ
れ
よ
り



本
書

へ
と
流
動
し
た
と
説
明
す
れ
ば
、
本
書
ど
百
二
十
句
本
と
の
類
似
も
読
明
が

出
來
る
し
、
又
百

二
十
句
本
を
簡
略

し
て
本
書

の
如
く
推
移
し
た
も
の
と
認
め
れ

ぼ
極
め
て
自
然
に
解
決
が
つ
く
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
筆
者

の
覺

一
本
を
最
古
と

し
て
、
百
二
十
句
本

へ
、
そ
れ
よ
り
屋
代
本

へ
ど
い
ふ
假
読
が
破
綻
な
く
適
用
せ

ら
れ
る
な
ら
ば
、
筆
者

の
李
家
物
語

の
本
文

の
流
動

の
鐵
則
が
確
立
す
る
の
で
あ

る
。
宇
治
川
合
戰
之
軣
に
、

鎧

ノ
毛
モ
定
ナ
ラ
ズ
兵
ド
モ
河

二
打
向

ヒ
、
イ
カ
.、
せ
ン
ト
テ
捜
タ
リ
、
畠
山

床
司
次
郎
進
出
テ
申

レ
ケ
ル
ハ
、

此
ノ
河
ノ
面

ヲ
見
ル
ニ
馬

ノ
足
ノ
及
バ
ザ
ラ

ン
所
三
段

ニ
ハ
ヨ
モ
過

ジ
、
近
江

ノ
湖

ヨ
リ
出
タ
ル
河
ナ
レ
バ
、
待
共
々
々
水

ヒ
マ
ジ
、
此
河
ノ
定
メ
ハ
兼

テ
鎌
倉
殿
ノ
御
前

ニ
テ
サ
シ
モ
御
沙
汰
候
シ
軣
ゾ

カ
シ
、
今
始
タ
ル
コ
ト
ナ
ル
ニ
コ
ソ
、
治
承
ノ
合
戰
ノ
時
、
足
利
又
太
郎
ガ
渡

ケ
ル
ハ
神
力
佛
力
、
物
ガ

マ
シ
、
重
忠
瀬
踏
仕
ラ
ン
、
武
藏
ノ
殿
原
續
ケ
ヤ
ト

テ
:
:
:
。

と
あ
る
が
、
前
後
は
百
二
十
句
本
と
同

一
で
あ
る
。
百
二
十
句
本
に
は
、

よ
ろ
ひ
の
け
も
さ
だ
か
な
ら
ず
、
大
し
や
う
ぐ
ん
九
郎
御
ざ
う
し
か
は
ば
た
う

ち
い
で
丶
、
水

の
お
も
て
を
見
わ
た
し
、
人
々
の
心
を
見
ん
と
や
お
も
は
れ
け

ん
、
い
か
穿
せ
ん
、
よ
ど
い
も
あ
ら

ひ
へ
や
ま
は
る
べ
き
、
水
の
お
ち
あ
し
を
や

ま
つ
べ
き
と
の
給

へ
ぼ
、
む
さ
し
の
國
の
ち
う
人
、
は
た
け
山
し
や
う
じ
次
郎

し
げ
た
穿
、
そ
の
ど
き
は
い
ま
だ
廿

一
な
り
け
る
が
す
丶
み
い
で

丶
申

け

る

は
、
此
か
は
の
御
さ
た
は
か
ま
く
ら
ど
の
丶
御
ま

へ
に
て
よ
く
候

ひ

し

そ

か

し

、

ひ
ご

ろ

し

ろ

し

瀏

ぬ
う

み

か

は

の

い
ま

に

は

か

に

い
で

き

て
も
候

は

穿

こ
そ

、

此

か

は

は
あ

ふ

み

の

み
つ

う

み

の
す

ゑ

な

れ

ば

ま

つ
と

も

く

水

ひ

ま

じ
、

又

は

し
を

ぼ

た
れ

か

は

わ

た

し

て

ま

い
ら

す

べ
き

M

一
と

せ

ぢ

し

う

の
か

平

家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

つ
せ
ん
に
あ
し
か
ず
の
又
太
郎
た
ず
つ
な
は
十
八
さ
い
に
て
わ
た
し
け
る
は
お

に
が
み
に
て
は
よ
も
あ
ら
じ
、
し
げ
た
穿
せ
ぶ
み
つ
か
ま
つ
ら
ん
と
て
、
む
さ

、し
の
と
の
ば
ら
つ
穿
け
や
と
て
。

と
あ
る
。
百

二
十
句
本
は
覺

一
本
に
近
似
す
る
。
本
書
は
極
め
て
簡

略

で

あ

る
。
百

二
十
句
本
の
傍
線
を
付
し
た
所
は
本
書
に
は
存
し
な
い
。
こ
れ
は
前
の
例

と
同
じ
く
本
書
の

一
特
質
で
あ
る
。
卒
曲
の
流
動
中
、
簡
略
化
の
現

象

で

あ

ら

う
。
義
仲
討
死
之
軣
に
、

増
テ
中
有
ノ
旅
ノ
天
想
像

コ
ソ
哀
ナ
レ
、
七
騎
力
内

二
巴
ト
云
女
武
者
ゾ
有
ケ

ル
、

其
比
齡
廿
二
三
也
、

大
力
ノ
強
弓
ノ
精
兵
、

究
竟
ノ
荒
馬
乘
ノ
惡
所
落

シ
:
:
:
。

と

あ

る
が

、

百

二
十

句

本

に

は
、

ま

し

て
ち

う

う

の

た
び

の

そ
ら

お

も

ひ
や

る

こ

そ
あ

は
れ

な

れ

、

木

そ
殿

は

し

な

の

よ

り

と
も

へ
や

ま

ぶ

き

と

て
、

二
人

の

び
ち

よ
を

ぐ

せ
ら

れ

た

り
、

や

ま

ぶ

き

は

い

た

は

る
事

あ

り

て

み
や

こ

に

と

望
ま

り

ぬ
、

乏
も

え

は

七

き

が

な

か

ま

で
も

う

た
れ

ざ

り

け

り
、

そ

の

こ

ろ

よ

は

ひ
廿

二

三

な

り
、

い
ろ

し

ろ

く

か

み

な

が
く

、

ゆ

う

が

ん

ま

こ

と

に

び

れ

い
な

り
、

さ

れ

ど

も
大

ち

か

ら

の

つ
よ

ゆ

み
、

せ

い
び

や
う

く

き

や
う

の

あ

ち

む

ま

の
り

の
あ

く

し

よ

お

と

し

・:
・:
。

と

あ

る
。

こ

れ

も
前

例

と
同

様

で

あ

る
。

一
谷
合

戰

吏

(
三
草
勢
揃
)
に
、

二
位

僭

都

全

身

ハ
梶

井

宮

ノ
御

返
吏

ニ
ハ
、
旅

ノ
空

思

ヒ
ヤ

ル
肚

心

苦

シ

ケ

レ
、
都

モ
未
靜
ナ
ン
ド
コ
マ
ぐ

ト
遊
サ
レ
、
粤

音

ノ
歌
ゾ
有
ケ
ル

人

シ

レ
ズ

ソ

ナ

タ

ヲ

忍

心

ヲ

バ
傾

ク

月

ニ
タ

グ

ヘ
テ

ゾ

ヤ

ル

¶

と

あ

る
。

こ

れ

も
百

二

十

旬
本

に

比

し

て
誤

脱

が

あ

ら

う

。

熊

谷
丕
-
山
合

戰

の
條

に
、

六
七



人

文

學

論

集

小

次

郎

ハ
澤

瀉

ヲ

一
摺

々

タ

ル
直

垂

ニ
フ

シ
ナ

ワ
目

ノ
鎧

キ

テ
、

黄

瓦

毛

ナ

ル

馬

ニ
ゾ

乘

タ

リ

ケ

ル
、
馬

ハ
西

樓

ト

テ
白

鴾

毛

ノ
逞

二
乘

リ

、

黄

陳

ノ
直

垂

二

小

櫻

ヲ

黄

ニ
カ

ヘ
シ
タ

ル
鎧

ヲ
着

ゾ

旗

差

シ

ケ

ル
、

主

從

三

騎

打

連

テ
…

…

。

と

あ

る

の
も

混

亂

が

あ

る

。
百

二
十

句

本

に
、

よ

う

ひ

き

て
き

か

は

ら

げ

な

る

む

ま

に
そ

の

つ
た

り

け

る
、

は
た

ざ

し

は
き

ち

ん

の
ひ

た

丶
れ

に

ご

ざ

く

ら

を

き

に
か

へ
し

た

る

よ

ろ

ひ
き

て
、

せ

い

ろ
う

と

い
ふ

し

ら

つ
き

げ

な

る

む

ま

に
そ

の

つ
た

り

け

る
。

し
う

ぐ

三

き

う

ち

つ
れ

て
…
…
。

こ
れ
を
覺

一
本
に
比
す
る
に
、
覺

一
本
に
、
小
次
郎
が
西
樓
と
い
ふ
白
月
毛
の
馬

に
乘
り
、
旗
差
が
黄
河
原
毛
の
馬

に
乘
つ
た
と
あ
る
の
を
百
二
十
句
本
が
誤
つ
て

右

の
如
く
し
、
本
書
が
い
よ
い
よ
不

明
に
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
小
松
殿
末
子
師

盛
最
期

の
次
に
、

但
馬
前
司
經
雅
ハ
河
越
小
太
郎
重
房
ガ
手

二
懸
テ
討
レ
玉
ヒ
ヌ
、
門
脇
ノ
卒
中

納
言
教
盛
末
子
藏
人
太
夫
業
盛

ハ
…
…
。

と
あ
つ
て
、
睨
文
が
あ
る
。
(覺
一
本
巻
九
、
二
こ
ご
頁
7
・
8
行
参
照
)。

次
に
敦
盛
最
期

の
條
に
、

狂
言
綺
語
ノ
理
ト
云
ナ
ガ
ラ
絡

二
讃
佛
乘

ノ
因
ト
ナ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
、
去
程

二

敦
盛

ノ
御
形
見
澳
ナ
ル
御
船

二
迭
奉
ラ
バ
ヤ
ト
テ
、
最
後

ノ
時
召

レ
タ
ル
御
裝

東
以
下

一
モ
殘
サ
ズ
取
副
テ
牒
状
ヲ
書
テ
修
理
大
夫
殿

へ
奉

ル
、
其

牒

二
云

ク
、

と
あ
る
が
、
百
二
十
句
本

の
長
文
に
比
し
て
簡
略
で
あ
る
。
百

二
十
句
本
は
、

き
や
う
げ
ん
き
穿
よ
の
こ
と
は
り
と
い
ひ
な
が
ら
つ
ゐ
に
さ
ん
ぶ
つ
じ
う
の
い

ん
と
な
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。
さ

て
も
く
ま
が

へ
は
夜
も
す
が
ら
あ
つ
も
り
の

六
八

妻

げ

き

か
な

し

み

け

る

が
、

つ
く

ぐ

も

の
を

あ

ん
ず

る

に
、

い

と
を

し

ゃ

こ

の
君

之
申

は
、

く

は

ん

む
天

わ
う

だ

い
五

の
わ

う

じ

一
ぽ

ん

し

き

ぶ

き

ゃ

う

か

つ
ら

ぼ
ら

の

し

ん

わ
う

に

九

だ

い

の
こ
う

い
ん

、

さ

ぬ
き

の
か

み

ま

さ

も

り

の

こ
、

ぎ

や

う

ぶ

き

や
う

た

穿
も

り

の

あ

そ

ん

の
ち

や

く

な

ん
、

き

よ

も

り

の

御

し
や

て

い
、

し
ゆ

り

の
大

夫

の
す

ゑ

の

こ
な

り
、

い
ま

だ

む

く

は

ん

の
人

に

て
、

太

夫

あ

つ
も

り
、

し

や
う

ね

ん
十

七

さ

い
に

な

り
給

ふ
、

う

ち

た

て
ま

つ

る

と
き

の
あ

り

さ

ま

、

い

つ
の

よ

に

か

は

わ
す

れ

た

て
ま

つ
る

べ
き
、

な

を

ざ

ね

が
ち

や

く

し
尖

郎

な

を

い
ゑ

、

む

さ

し

よ

り

は

る

ぐ

つ
れ

の
ぼ

り
、

み

や

こ

に

て
、

さ

ん

ぬ

る
正

月

廿

日

木

そ
殿

う

た

れ
給

ひ

し

と

き

の

か

つ

せ

ん

に
、

み

か

た

あ

ま

た

う

た

れ

し
か

ど
も

、

さ

う

い
な

か

り

し

に
、

小

次

郎

し

や

う

ね

ん

十

六

さ

い

に
な

り

つ
る
を

、

け

さ

一
の

た

に

の
大

て

に

て

て

き

の

や

さ

き

に
か

か

り

つ
る
、

し

が

い
を

又

も

見

ぬ
お

も

ひ
、

し
ゆ

り

の
太

夫

殿

の
御

な

げ

き

、

な

を

ざ

ね

が

か

な

し
み

い
つ

れ

か

を

と
り

ま

さ

る

べ
き

、

あ

ま

り

の
お

も

ひ

の
か

な

し

さ

に
、

あ

つ
も

り

の
御

か

た

み

、

お

き

な

る
御

ふ

ね

に

た

て
ま

っ
ら

ぼ

や

と

て
、

さ

い
こ

の
と

き

め
さ

れ

た

る
御

い

し

や
う

よ

う

ひ

い
げ

の
訓

や

う

ぐ

ど

も

、

一
ッ
も

の

こ
さ

ず

、

御

ふ

え

ま

で
も

と
り

そ

へ
て
、

ち

う

じ

や

う

を

か

き

そ

へ
、

つ
か

ひ

に

う

け

と

ら

せ

て
、

せ

う

せ

ん

一
そ

う

し
た

て

丶
、

御

ふ

ね

し

ゆ

り

の
大
夫

殿

へ
た

て
ま

つ
り

け

り

、

そ

の
ち

う

じ
や

う

に

い

は

く

一

と

あ

る

。

傍
線

を

付

し

た

所

は
本

書

の
睨

し

た

も

の

で
あ

ら

う

。

卷

末

は
、

通

盛
女

院

ヨ
リ

此
女

房

ヲ

賜

テ
最

愛

セ
ラ

レ
麋

、

不

淺

契

リ

ニ
テ
憂

カ
リ

シ
波

ノ
上
船

ノ
中

マ
デ

モ
引

具

メ
絡

二
同

ジ
道

二
趣

カ

レ

ケ

ル

コ
ソ
哀

ナ

レ

と

あ

る

が

、
百

二
十

句

本

は

、



み

ち

も

り

ね

う

ゐ

ん

よ
り

此

女

ば
う

を
給

は

つ

て
、

い
と

お

も

ん

ぜ

ら

れ

け

り

、

見

め

は
さ

い

は

ひ

の
花

な

れ

ば
、

あ

さ

か
ら

ず

ち

ぎ

り

て
、

う

か

り

し

な

み

の
う

へ
ふ

ね

の
う

ち

ま

で
も

ひ
き

ぐ

し

て
、

つ
ゐ

に

お

な

じ

み

に

お

も

む

か

れ

け

る

こ
そ

あ

は
れ

な

れ

、

か

ど

わ
き

の
中

な

ご

ん

の
り

も

り

の
き

や
う

は
、

ぐ

ち
や
く
し
ゑ
ち
ぜ
ん
の
三
ゐ
、
す

ゑ
の
こ
な
り
も
り
に
も
を
く
れ
給
ひ
ぬ
、

い

ま
は
た
の
む
人
と
て
は
、
の
ど
の
か
み
の
り

つ
ね
、
そ
う
に
は
中
な
ご
ん
り
つ

し
ち
う
く
は
い
ぼ
か
り
な
り
、
こ
三
ゐ
の
か
た
み
と
も
此
女
ぼ
う
を
こ
そ
御
ら

ん
ず
べ
き
に
、
こ
れ
さ

へ
か
や
う

に
な
り
給

へ
ば
、

い
と
婆
心
ぼ
そ
く
そ
な
ら

れ
け
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
覺

一
本
と
略
同
文

で
あ
る
。

以
上
に
よ
つ
て
、
こ
の
卷
九
は
百

二
十
句
本
の
同
類
本
と
は
い
ふ

べ
き

な

が

ら
、簡
略
な
る
記
述
を
有
す
る
に
よ

つ
て
、後
出
と
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
唯
僅
か

の
本
文
の
差
異
中
に
は
、
百
二
十
句
本
よ
り
も
覺

一
本
に
合
致
す
る
語
も
あ
る
。

卷
十
も
百
二
十
句
本
と
略
同
類
本
で
あ
る
。
重
衡
六
條
東
被
渡
吏
に
、

定
長
此
ノ
樣
ヲ
奏
聞

ス
、
法
皇
軈

テ
院
宣
ヲ
ゾ
下
サ
レ
ケ
ル
、
北
方
大
納
言
典

侍
殿

ヘ
モ
御
詞

ニ
テ
被
申

ケ
リ
、
族
ノ
空

ニ
テ
モ
人

ハ
吾

二
慰
ミ
、
我

ハ
人

二

慰
奉

シ
ニ
、
引
別
テ
後
如
何

二
悲

フ
思
ボ
ス
覽
、
契

ハ
朽
せ
ヌ
者
ト
申
バ
、
後

ノ
世

ニ
ハ
必
生
逢
奉
ン
ト
泣
々
言
傳

シ
給

ヘ
バ
重
國

モ
泪
ヲ
押
テ
立

ニ
ケ
リ
、

此
三
位
中
將
年
來
被
召
仕
ケ
ル
右
馬
允
知
時
ト
云
者
有
…
…
、
(内
裏
安
房
)

左
有
バ
中
將
南
都

へ
被
渡
テ
被
切
玉
ヌ
ト
聞

ヘ
シ
カ
バ
、
軈
テ
樣
ヲ
替
テ
如
形

ノ
佛
軣
ヲ
營
ミ
後
世
ヲ
ゾ
訪
玉
ピ
ケ
ル

内
侍
所
可
入
洛
之
由
屋
嶋

へ
御

使
下
蔓

左
有
程

二
季
三
左
備
門
重
國
御
岼
召
繼
花
形
屋
嶋

二
參
リ
院
宣
ヲ
獻
ル
、
大
臣

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

'

已
下
夲
家

一
門
ノ
公
卿
殿
上
人
寄
合
玉
テ
院
宣
ヲ
被
披
ケ
リ

一
仁
先
帝
出
金
闕
鳳
暦
臺
幸
諸
州
然
間
三
種
神
器
…
…
。

と
あ
る
。
傍
線
を
附
し
た
所
は
覺

一
本

の
本
文

で
あ
る
。
百

二
十
句
本
に
は
存
し

な
い
。
又

こ
の
中
間
に
内
裏
女
房
の
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

一
方
流
本

(覺
一
本
)

の
影
響
で
こ
の
順
序
に
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
内
裏
女
房

の
事

の
本
文
壱
、
前

牛
は
、
此
三
位
中
將
ノ
年
末
被
召
仕
ケ
ル
右
馬
充
知
時
云
者
有
、
八
條

ノ
女
院

二
候
ケ

ル
ガ
、
土
肥
次
郎
ガ
許

二
行

ヒ
テ
、
中
將
殿
ノ
先
年
召
仕

レ
候

シ
某
ト
申
者
デ

候
ガ
、
西
國

ヘ
モ
御
供
可
仕
ノ
由
存
テ
候
士
歟
ト
モ
、
八
條
ノ
女
院

二
兼
參

ノ

者
デ
候
間
、
不
及
力
京
都

二
罷
留
テ
候
ガ
、
今
日
大
路

ニ
テ
奉
見
候

ヘ
バ
目
も

不
被
當
…
…
(中
略
)

知
時
内
裡

へ
參
タ
リ
ケ
レ
バ
、
畫

ハ
人
目

モ
繁
ケ
レ
バ
、
其
邊
近
小
屋

二
立
入

テ
日
ヲ
待
暮

シ
誰
ソ
ガ

レ
時

二
紛
入
テ
局
ノ
下
ロ
ノ
邊

二
彳
テ
聞
ケ
レ
バ
…
。

と
あ

つ
て
、
殆
ど
覺

一
本
に
近

い
本
文
で
あ
る
。
後
牛
は
百
二
十
句
本
と
同
文
で

あ
る
。
重
衡
戒
文
の
條
の
最
後
は
、

上
人
是
ヲ
請
取
テ
懷

二
入
レ
涙
ヲ
押

ヘ
テ
出
玉

フ

重
衡
關
東
下
向
軣

鎌
倉
右
兵
衞
佐
頼
朝
頻

二
申
ケ
レ
バ
…
…
。

と
あ
る
が
、
百

二
十
句
本
に
は
、

し
や
う
人
こ
れ
を
う
け
と
り
て
ふ
と
こ
ろ
に
い
れ
な
み
だ
を
を
さ

へ
て
い
で
給

ふ
、
此
す
団
り
は
し
ん
ぷ
に
う
道
し
や
う
こ
く
し
や
き
ん
を
お
ほ
く
そ
う
て
う

の
み
か
ど

へ
た
て
ま

つ
り
給
ひ
た
り
け
れ
ぱ
、

へ
ん
ぽ
う
と
お
ぼ
し
く
て
、
日

ぽ
ん
わ
だ
の
李
大
し
や
う
こ
く
の
も
と
へ
と
て
を
く
ら
れ
給
ひ
た
り
け
る
と
か

六
九

奮



人

文

學

論

集

や
M

八
で
う
の
ね
う
ゐ
ん
に
む
く
う
ま
の
じ
う
窟
さ
と
き
と
い
ふ
さ
ぶ
ら
ひ
あ

り
Q

と
あ
る
。
こ
れ
も
本
書
の
誤
睨
で
あ
ら
う
か
。
覺

一
本
に
は
存
す
る
。
覺

一
本
の

最
後
に
あ
る

「
名
を
ば
松
蔭
と
そ
申
け
る
」
は
百
二
十
句
本
に
な
い
。

重
衡
關
東
下
向
吏

に
は
、

濱
名

ノ
橋
ヲ
モ
過
ケ
レ
バ
池
田
宿

ニ
ゾ
着
玉
フ

と
あ
り
て
、
百
二
十
句
本
に
あ
る
、

ま

つ
の
こ
ず
ゑ
に
か
ぜ
さ
え
て
、

い
り
え
に
さ
は
ぐ
な
み
の
を
と
、
さ
ら
で
も

た
び
は
物
う
き
に
、
心
を
つ
く
す
ゆ
ふ
ま
ぐ
れ
(覺
一
本
あ
り
)

が
蛻
し
、

「
古
郷

モ
戀

シ
ク
ゾ
ナ
キ
旅
ノ
空
」
の
歌
の
次
は
、

三
位
中
將
矢
差

モ
讀
タ
ル
者
哉
、
此
歌
ノ
主

ハ
如
何
ナ
ル
者
ゾ
ト
御
尋
有
ケ
レ

バ
、
景
時
申
ケ
ル
ハ
、
君

ハ
未
知
食
候

ワ
ヌ
ヤ
、
屋
嶋
ノ
大
臣
殿
ノ
當
國
ノ
守

護

ニ
テ
渡
ラ
セ
玉

ヒ
シ
時
被
召

マ
イ
ラ
せ
テ
御
最
愛

ニ
テ
候

シ
ガ
、
老
母
ヲ
是

二
留
置
テ
。

と
あ
つ
て
、
百
二
十
句
本
よ
り
も
覺

一
本
に
近
く
、
重
衡
頼
朝
對
面
軣
に
、

量
リ
ナ
キ
罪
業

ニ
テ
肚
ト
宣
バ
、
申
將

一
門
運
盡
テ
都
ヲ
既

二
落

シ
上
ハ
、
骸

ヲ
山
野

二
曝

シ
江
海

二
沈

メ
ベ
シ
ト
コ
ソ
存
候

ッ
レ
、
是

マ
デ
下

ル
ベ
シ
ト

ハ

思

ヒ
ヨ
ラ
ズ
、
只
宿
業
肚
口
惜
候

ラ

へ
、
殷
ノ
紂
ハ
夏
臺

二
囚
レ
、
文
王

ハ
脯

里

二
捕

ワ
ル
ト
云
本
文

ア
リ
、
上
古
尚
如
此
、
況
於
末
代
乎
、
弓
矢
取
身

ノ
敵

ノ
手

二
捕
ラ
ワ
レ
テ
命

ヲ
失

コ
ト
全
ク
重
衡

一
人
ガ
非
恥
、
只
芳
恩

ニ
ハ
ト
ク

く

頸

ヲ
刎

ラ

ル

ベ

ク
候

ト

宣

テ
…

…

。

と
あ
る
。
屋
代
本
に
近
く
、
百
二
十
句
本
の
長
文
に
比
し
て
本
書
は
簡

略

で
あ

る
。
こ
の
所
は
百
二
十
句
本
が
覺

一
本
ど
略
同
文
で
あ
る
。
然
る
に
傍
線
を
附
し

七
〇

た
所
は
、
百

二
十
句
本
屋
代
本
に
な
く
し
て
、
覺

一
本
に
存
す
る
語
で
あ
る
。
こ

れ
は
恐
ら
く
覺

一
本
の
如
き
夲
曲
の
影
響
で
あ
ら
う
か
。

維
盛
入
水

の
條
に
、

泣
々
取
留
ケ
レ
バ
船
底

二
伏

シ
鳴
キ
叫
プ
軣
斜
ナ
ラ
ズ
、
聖

モ
餘
リ
ノ
悲
サ

ニ

墨
染
ノ
袖
ヲ
ゾ
絞
リ
ケ
ル
。

と
あ
る
。
こ
の
前
後
は
百
二
十
句
本
と
同

一
で
あ
る
。
百
二
十
句
本
は
、

な

く

く

と
り

と

怠

め
け

れ

ば

、

ふ
な

ぞ

こ

に

た

ふ
れ

ふ

し
、

な

き

さ

け

ぶ
事

な

の

め
な

ら

ず

、

も

の

に

よ
く

く

た

と

ふ
れ

ば

、

む

か

し

し

つ
た

た

い
し

だ

ん

と
く

せ

ん

に

い
ら

せ
給

ひ

し

と
き

、

し

や

の
く

と

ね
り

、

こ

ん

で

い
こ
ま

を

。

給

り

て
、

わ
う

き

う

へ
か

へ
り
け

ん

か

な

し

さ

も

か
く

や

と

お

ぼ

え

て

あ

は

れ

な

り

、

ひ

じ
り

も

あ

ま

り

の

か
な

し
さ

に
す

み

ぞ

め

の

そ

で
を

し

ぼ

り
け

る
。

と
あ

る
。

こ
れ

は
覺

一
本

と
略

同

文

で
あ

る
。

唯

、

「
も

の

に

よ
く

く

た

と

ふ

れ
ば
」
と
い
ふ
語
の
み
は
後
の
増
補
で
あ
ら
う
か
。

以
上
で
卷
十
の
著
し
い
差
は
述

べ
た
の
で
あ
る
が
、
細
か
い
點
を
比
較
す
れ
ば

百
二
十
句
本
の
誤
睨
を
補
ふ
點
も
か
な
り
あ
る
。
し
か
し
前
述
の
如
く
、
覺

一
本

を
以
て
補

つ
た
と
す
れ
ば
學
的
に
は
高
く
評
價
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
最
後
に
元

暦
改
元
之
軣
を
引

い
て
お
か
う
。

其
比
改
元
有
元
暦
ト
號

ス
、
左
有
程

二
荻
ノ
上
風

モ
漸
々
身

二
入
ミ
萩
ノ
下
露

モ
彌
滋
ク
、
恨
ル
虫
ノ
聲
々
稻
葉
打
戰
キ
、
木
葉
カ
ツ
散
氣
色
、
物
思
ザ
ラ
ヌ

ダ

ニ
霽
行
秋
ノ
旋
ノ
空

ハ
悲

シ
カ
ル
ベ
キ
、
増
テ
夲
家
ノ
人
々
ノ
心
ノ
中
推
量

ラ
レ
テ
哀
ナ
リ
(岩
波
大
系
本
二
九
二
頁
參
照
)
。

こ
れ
は
前
後
は
百

二
十
句
本
と
同

一
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
覺

一
本

に
近
い
本
文

で

あ
る
。
こ
の
樣
な

一
部
分

の
本
文
現
象
は
覺

一
本
出
現
の
過
程
を
示
す
も
の
で
は

σ



な
く
、
覺

一
本
の
如
き

一
方
流
李
曲

の
影
響
を
百

二
十
句
本
が
う
け
て
こ
の
樣

に

變

化

し

た

と
認

め

る

の

が
至

當

で
は

あ

る

ま

い
か

。

卷

十

一
は
缺

。

卷

十

二

も

、
百

二
十

句
本

の
同

類

本

で
あ

る
。

殆

ど
差

異

が
な

く

同

文

で

あ

る

が

二
箇

所

に
大

き

な
相

違

が

あ

る
。

建

禮

門

院

大

原

寂

光

院

御

隠

居

叟

に
、

長

時

不

斷

ノ
御

念

佛

怠

ラ

ズ
月

日

ヲ
迭

せ

玉

ピ

ケ
リ

、
清

涼

殿

二
花

ヲ
結

シ
朝

來

テ

:
:
:
。

と

あ

つ

て
、

百

二
十

句

本

に
あ

る
、

天

し

し

や

う

れ

い
じ

や

う

と
う

し
や

う

か

く

、

一
も

ん

ぼ
う

こ

ん

と

ん

し

や
う

ぼ

た

い
と

い

の
り
給

ふ
中

に
も

、

せ

ん

て

い
二

ゐ

ど

の

丶
お

も

か

げ
、

い
か

な

ら

ん

よ

に
か

わ

す

れ

た

て
ま

つ
る

べ
き

と

お

ぼ

し

を

く

ら

せ
給

ひ

け

り

、

せ

い

り

や

う

で

ん

の
は

な

を

…

…

。

の
語

を

腕

し
た

も

の

で
あ

る
。

こ

れ

は
單

な

る
誤

睨

で

あ

ら

う
。

六
代

御

前

吏

、
・・

千

本

松

原

よ
り

六

代

の
上

洛

し

た
所

は
、

正

月

五

日

ノ
夜

二
入

テ
都

へ
上

リ

ッ

キ
、

二
條

猪

熊

ノ
岩

上

ト
申

所

二
文

學

ノ

坊

ア

リ
、

ソ

コ

ニ
入

奉

ル
、

其

中

二
大
覺

寺

ヘ
ヲ

ワ

メ
見

玉

ヘ
バ

、

立

テ
納

人

モ
ナ

シ
、

コ

ハ
イ

カ

ニ
ト
思

ノ
餘

リ

ニ
水

ノ
底

ニ
モ
入

リ

玉

ヒ
タ

ル
ヤ

ラ

ン
、

サ

ラ

バ
有

シ
松

原

ニ
テ
兎

ニ
モ
角

ニ
モ
成

ベ

キ
物

ヲ

ト
ゾ

泣

レ
ケ

ル
、

若

君

ノ

飼

玉

ピ

ケ

ル

エ
ノ

コ
ノ
築

地

ノ
崩

ヨ
リ
走

出

尾

ヲ
振

テ
向

ピ
ケ

レ
、

己

ハ
有

ケ

ル

カ
、

人

ハ
焉

チ

ヘ
ゾ

ト

問

レ
ケ

ル

ニ
ゾ

責

ノ
蔓

ニ
テ
有

ケ

ル
、

夜

深

ケ

レ

バ

問

ベ
キ

者

モ

ナ

シ
、

サ

レ
ド

モ
親

ノ
者

ヲ
申

ケ

ル

ハ
、
年

内

ヨ
リ
長

谷

二
籠

せ

玉

フ
ト
申

セ

バ
、

其

時

安

堵

メ
、

齊

藤

五
齊

藤

六
門

ヲ
開

テ

入

レ
奉

レ
バ

、

ゲ

ニ
モ
近

ク
人

ノ
栖

タ

ル
景

モ

ナ

シ
、
夜

ヲ
待

明

シ
聖

ト

共

三

咼
雄

へ
上

リ
玉

フ
、

平

家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

ジ

齊
藤
五
齊
藤
六
長
谷

へ
參
リ
、
此
由
申
せ
バ
更

二
幻
ト
モ
覺
玉
ワ
ズ
、
大
慈
大

ヒ

チ
カ
ヒ
ウ
ザ
イ

ム

ザ
イ

タ
メ
シ

悲

ノ
御

誓

有

罪

ヲ

モ
無

罪

ヲ

モ
助

ケ
玉

フ
蔓

ナ

レ

バ
馬

力

・
ル
例

多

カ

リ
キ

、

ヨ

ピ

女
房
達
急
下
向
メ
若
君
ヲ
喚
下

シ
奉
ラ
せ
見
奉

テ
モ
只
夢

ノ
心
地
ゾ
せ
テ
レ
ケ

シ
バ
シ

イ
タ
ハ
ラ

ル
、

暫

是

ニ
テ
勞

バ

ヤ
ト

ハ
宣

ド

モ
、

世

ノ
開

ヘ
モ
怖

シ
ト

テ
、

急

キ

高

雄

ヘ

ナ
ヘ
メ

　
イ
ト
ヲ
シ
ミ

カ
ス
カ

途

奉

ル
、

聖

蓊

ナ

ラ

ズ

慈

ニ
テ

ニ
人

ノ
侍

ト

モ

ニ
哀

玉

ピ
ケ

リ

、

大

覺
寺

ノ
幽

ス
ミ
カ

ト
フ
ラ
イ

ナ
ル
棲
ヲ
モ
常

ハ
訪
奉
ル
、
其
後
鎌
倉
殿
文
學
ノ
許

へ
…
…
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
あ
る
。
こ
の
文
は
百
二
十
句
本
と
全
く
異
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
屋
代
本
に
極

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

め

て
近

い
文

で
あ

る
。

百

二
十

句

本

は
、

正

月

五

日

の
夜

に

い

り

て
、

み

ゃ

こ

へ
の
ぼ

り

つ
き

、

二

で
う

ゐ

の
く

ま

の

い

は

が

み

と
申

所

に
、

も

ん

が
く

の
さ

と

ぼ
う

あ

り
、

そ

こ

に

い
れ

た

て

ま

つ

り
、

い
き

を

そ

つ
か

せ

け

る
、

夜

中

に
大

か

く

じ

へ
お

は

し

て
見
給

へ
ば

、

も

ん
を

た

て

丶
人

な

か

り

け

れ

ば
、

を

と

も

せ

ず

、

つ
ゐ

ち

の
く

つ

れ

よ
り

わ

か

ぎ

み

の

か

ひ
給

ひ

た

る
ゑ

の

こ

が

は

し

り

い

で

て
、

を

を

ふ

り

て

む

か

ひ

け

る

に
、

は

丶
う

へ
は

い
つ

く

に

ま

し

ま

す

そ

と

、

と
ひ
給

ひ

け

る

こ

そ

せ

め

て

の

事

な

れ
、

さ

い
と
う

五
、

つ
ゐ

ぢ

を

こ

え

て
か

ど

を

あ

け

、

い
れ

た

て
ま

つ

る

に
ギ

ち

か

ふ
人

の
す

み

た

る

と

こ

ろ

も
見

え

ざ

り

け

り
、

さ

れ

ぼ

な

に
と

な

り

給

ひ

た

る
事

と

も

そ

や
、

い
か

に

し

て
か

ひ

な

き

い

の
ち

を

い
き

た

る

そ

や

と
、

た

ふ

れ

ふ

し

な

か

れ

け

り
、

い

の
ち

を

つ
が

ん

と

お

も

ふ

も
、

此

人

々

に

い
ま

一
ど
見

も

し
見

え

も

し

た

て
ま

つ
ら

ん

と

お

も

ふ

が

た

め

な

り

と

て
、

夜

も
す

が

ら

な

げ

き

か

な

し

み
給

ふ

ぞ

ま

こ
と

に

こ
と

は

り

と

お

ぼ

え

て
あ

は

れ

な

る
、

あ

け

て

の
ち

き

ん

り

の
人

に

と

ひ
給

へ
ぼ

、

と

し

の
う

ち

は

大

ぶ

つ
ま

で

と

き

こ

え

さ

せ
給

ひ

し

が
、

正

月

の
ほ

ど

は

ち

や
う

ら

く

じ

に
御

こ
も

り

と

こ

そ
う

け
給

り
候

へ
と
申

け

れ

ば
、

さ

い
と

う

五

い
そ

ぎ

か

し

こ

に
た

つ

ね

く

七

一



人

文

學

論

集

だ

り

て
、

は

＼
上

に

あ

ひ

ま

い
ら

せ

て
、

此

よ

し
申

け

れ

ば

、

は

丶
う

へ
、

こ

は

さ

れ

ば

ゆ

め

か

や

く

と

よ

ろ

こ
ぼ

れ

け

り

、

い
そ

ぎ

大

か

く

じ

に

か

へ

り
、

わ

か

ぎ

み

を
見

ま

い
ら

せ

さ

せ
給

ひ

て
、

う

れ

し

さ

に
も

さ

き

だ

つ
も

の

は

な

み

だ

な

り
、

は

や

く

し

ゆ

つ
け

し
給

へ
と

の
給

へ
共

、

ひ

じ
り

お

し
み

だ

て
ま

つ
り

て
、

し

ゆ

つ
け

は

せ

さ

せ

た

て

ま

つ
ら
ず

、

た

か

を

に
む

か

へ
た

て
ま

つ
り

て

を

き

ま

い
ら

せ

ら

る
、

は

＼
う

へ
の
か

す

か

な

る
御

す

ま

ゐ

を

も

見

つ
ぎ

給

ひ

け

る

と

そ

き

こ
え

し

、

そ

の

丶
ち

か

ま

く

ら

ど

の
も

ん
が

く

の
も

と

へ
…

…
Q

と
あ

る
。

こ

れ

は
百

二
十

句

本

よ

り
屋

代

本

へ
と
變

移

す

る

跡

を
示

す

も

の

で
は

な

か
ら

う

か
。

次

は
小

原

御

幸

吏

に
、

諸

經

ノ
要

文

ド

モ
色

紙

二
書

テ
所

々

二
置

レ
タ

リ
、

昔

シ
大

江

ノ
貞

元

法

師

…

十

方

ノ
諸

佛

ヲ
請

ジ
奉

リ

ケ

ン

モ
ヵ

ク

ヤ

ト
ゾ

覺

ヘ
タ

ル
、

一
間

ナ

ル
障

子

ヲ

開

テ
御

覽

ズ

レ
バ
、

竹

ノ
御

棚

、

麻

ノ
御

衣
紙

ノ
衾

、
昔

ノ
蘭

麝

ノ
匂

二
引

替

タ

ル
香

ノ
烟

ゾ

心

細

ク

ナ

ル
、

去

程

二
後

ノ
山

ノ
小

道

ヨ
リ

…

…
。

と
あ

る
。

百

二
十

句

本

に
比

し

て
簡

略

で

あ

る
。

こ

れ

も
又

屋

代

本

と
同

文

で

あ

る
。

「
イ
ザ

サ

ラ

バ
泪

ク

ラ

ベ

ン
」

の
歌

の
次

は
、

ト
フ
ラ
イ

其

後

ハ
法

皇

モ
常

二
御

訪

ド

モ
有

ケ

ル
ト

カ

ヤ

と
あ

る

が
、

百

二
十

句

本

に

は
、

と
く

大

じ

の
さ
大

じ

ん

さ

ね

さ

だ
御

あ

ん

じ

つ

の
は

し

ら

に
か

き

つ
け

け

る

と

か
や

、
い

に

し

へ
は
月

に

た

と

へ
し

き

み

な

れ

ど

そ

の
ひ

か

り

な

き

み
山

べ

の
さ

と

と
あ

る
。

本

書

は

こ
れ

を

脱

し

た

も

の
で

あ

る
。

こ
れ

も

屋

代

本

と
同

樣

で

あ

る
。

七
二

以
上
に
よ
つ
て
、
こ
の
卷
十
二
は
殆
ど
百
二
十
句
本
と
同
文
で
あ
る
に
も
か
丶
は

ら
ず
、
こ
の
二
箇
所

の
み
が
屋
代
本
と
同
文
で
あ
る
こ
と
は
、
百
二
十
句
本
に
屋

代
本
が
影
響
し
た
と
も
考

へ
て
よ
い
が
、

(百
二
+
句
本
の
成
立
後
に
、
屋
代
本
の
如

き
李
曲
が
附
加
し
た
と
考
へ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
)屋
代
本
に
百
二
十
句
本
が
影
響
し
た

と
は
考

へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
後
者
と
す
れ
ば
、
屋
代
本
の
大
部
分
が
改
訂
せ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
僅
少
の
部
分
の
み
が
殘
存
す
る
と
い
ふ
説
明
も
不

自
然

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

う

も

ヤ

う

ヤ

も

も

も

ヘ

へ

以
上
各
卷
の
特
質
を
吟
味
し
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
が
百
二
十
句
本
と
同

も

も

ね

サ

つ

も

ヤ

う

カ

う

う

し

ヤ

う

う

リ

カ

う

マ

う

ヤ

リ

も

カ

カ

も

カ

も

ヘ

ヘ

へ

類
本
と
は
云
ひ
な
が
ら
も
屋
代
本
や
覺

一
本
と
同

一
の
詞
章
を
ふ
く
み
、
八
坂
流

ヵ

う

も

カ

う

セ

ぬ

う

う

セ

め

ヤ

も

う

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

古
本

の
發
展

の
跡
を
窺

ひ
得

る
貴
重
な
傳
本
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

平

戸

本

に

つ

い

て

山
下
宏
明
氏
が
、
古
典
文
庫
刊
、
百

二
十
句
本
の
四
の
附
載
の

「
夲
家
物
語
百

二
十
句
本
再
考
」
に
紹
介
せ
ら
れ
て
ゐ
る
斯
道
本
で
あ
る
。
卷
八
欠
。
十

一
行
片

假
名
交
り
書
寫
。
卷
頭

に
、
夲
戸
藩
藏
書
、
樂
歳
堂
圖
書

の
藏
書
印
が
あ
る
。
鍋

島
本
と
共

に
九
州
に
關
係
が
深
い
の
で
、
筆
者
は
夲
戸
本
と
呼
ぶ
の
が
適
當

で
あ

ら
う
と
思
う
。
慶
應
大
學
斯
道
文
庫
現
藏
。
書
寫
年
代
は
室
町
末
と
い
ふ
。

本
書
は
大
略
を
云

へ
ぼ
、
卷

一
と
卷
三
は
屋
代
本
、
そ
の
他
は
百

二
十
句
本
と

同
類
本

で
、
前
述
の
鍋
島
本
と
同
性
質
を
有
す
る
卷
も
あ
り
、
使
用
漢
字
假
名
も

殆
ど

一
致
し
、
關
係
が
深
い
が
、
同

一
で
は
な
い
。
ま
つ
そ
の
目
録
を
見
る
に
、



百
二
十
句
本
と
殆
ど
同
樣

の
目
録
を
漢
字
で
か
か
げ
て
ゐ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

卷

一
、
第

一
句
殿
上
闇
討

の
章
で
は
、
忠
度
之
母
朧
前
之
蔓
と
あ
つ
て
、
朧
薗
は

百

二
十
句
本
に
は
な
い
。
第
三
句
に
義
王
、
第
四
句
に
義
王
出
家
が
來
て
、
百

二

十
句
本
の
第
五
句
第
六
句
と
順
序
が
異
る
。
第
四
句
、
義
王
出
家

の
章
で
は
、
義

ヘ

へ

王
義
女
土
地
佛
後
白
川
法
王
之
過
去
帳
在
蔓
と
あ
る
が
、
百

二
十
句
本
に
は
四
人

ヘ

へ

と
あ

つ
て
名
を
あ
げ
な
い
。
第
五
句
、
二
代
之
后

の
章
で
は
、
后
御
入
内
之
蔓
、

后
紛
謁
斷
む
障
争
御
歌
之
蔓
と
あ
つ
て
、
百
二
十
句
本
に
は
傍
點
を
付
し
た
語
は

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
い
。
第
八
句
、
成
親
大
將
謀
叛
の
章
に
、
師
經
宇
河
寺
狼
藉
之
軣
と
あ
る
。
百

二
十
句
本
に
は
、
も
ろ

つ
ね
ら
う
ぜ
き
と
あ
る
。

へ

第
九
句
、
北
政
所
誓
願
に
は
、
關
白
殿
御
逝
去
之
蔓
と
あ
る
が
、
百

二
十

句

本

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は

、
御

く

う

ぎ

よ

の
事

と

あ

る
。

へ

卷
二
、
十
五
句
は
、
丞
-宰
相
請
受
で
、
百
二
十
句
本
に
は
、
こ
い
う
く
る
事
と
あ

る
。
十
六
句
、
大
教
訓
の
章
で
は
、
褒
姐
烽
火
之
沙
汰
と
あ
る
が
、
百
二
十
句
本

ヘ

へ

は
、
ほ
う
く
は
の
事
と
あ
る
。
十
九
句
、
成
親
死
去
の
章
で
は
、
源
左
衞
門
信
俊

ヘ

へ

使
有
木
別
所
事
と
あ
る
。
百
二
十
句
本
、
事
な
し
。
二
十
句
で
は
、
嚴
島
内
侍
を

大
内
と
誤
る
。
し
か
し
殆
ど
百

二
十
句
本
と
同

一
と
い
つ
て
よ
い
。へ

卷
三
、
ご
十

一
旬
、
傳
法
灌
定
の
章

に
、
山
門
學
匠
與
堂
衆
不
快
事
と
あ
る
。
百

ヘ

ヘ

へ

二
十
句
本
、
事
な
し
。
二
十
五
句
、
少
將
歸
洛
に
、
康
頼
法
物
集
新
作
之
事
と
あ

ヘ

へ

る
。
こ
れ
も
同
じ
。
二
十
六
句
に
、
有
王
高
野
奥
院
籠
居
之
軣
と
あ
る
。
二
十
七

ヘ

ヘ

ヘ

へ

句
に
は
、
辻
風
之
沙
汰
と
あ
る
。
二
十
八
句
、
小
督
、
小
督
局
大
内
被
出
蔓
、
仲

國
象
山
松
原
使
之
蔓
、
局
歸
參
之
吏

、
同
出
家
軣
と
あ
る
。
三
十
句
、
法
皇
鳥
羽

へ

殿
御
退
之
吏
と
あ
る
。
卷
四
、
三
十
三
句
、
信
蓮
小
枝
持
參
之
吏
、
三
十
六
句
、

ヘ

へ

一
如

房

長

僉

議

と

あ

る
。

百

二

十
句

本

は

、

せ

ん
ぎ

の
事

と
あ

る
。

平
家
物
証
頗
、
鍋
島
本

と
甫半
一戸
本

卷
五
、
四
十
三
句
、
青
侍
悪
夢
躰
と
あ
る
。
四
十
八
句
、
富
士
川

の
章
に
は
、
將

ヘ

ヘ

へ

門
追
罰
之
時
之
勸
賞
之
沙
汰
と
あ
る
。
百
二
十
句
本
は
事
と
あ
る
。
四
十
九
旬
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

輻
原
京
而
主
上
御
還
幸

と
あ
る
が
、
御
せ
ん
か
う
の
誤
。
五
十
句
、
兩
使
悪
口
事

と
あ
る
。

卷
六
、
五
十
三
句
、
朝
綱
相
公
之
悼
之
文
を
葵
之
女
御
死
去
の
次
に

あ

げ

て

ゐ

ヘ

へ

る
。
五
十
四
句
、
宇
佐
大
宮
司
飛
脚
之
蔓
と
あ
る
。
五
十
六
句
は
、
若
君
子
息
定

叟

で
終
る
が
、
百

二
十
句
本
は
、
こ
の
次
に
、
じ
し
ん
ぱ
う
ゑ
ん
ま
の
ち
や
う
く

へ

っ
し

ゃ

う

、

り

う

し
ゃ

そ

う

れ

い

の
事

が
あ

る
。

五

十

七
句

、

被

舁

腰

輿

吏

と
あ

る
。

卷

七
、

六
十

一
句

(

夲

家

北

國

下

向

の
章

、

夲

家

行

路

之

狼

藉

と
あ

る
。

(國
會
圖
書
館
本
は
、

こ
の
文
字
な
く
し
て

つ
ね
ま
さ
ち
く

ぶ
嶋

さ
ん
け
い
の
事
と
あ
る
)
。

六
十

八
句

、

法

皇

鞍

馬

落

の
章

、

薩

摩

守

最

後

と
あ

る
が

、
百

二
十

句

本

は

、

さ

.
つ
ま

の
か

み

し

ゆ

ん

ぜ

い

の
き

や

う

た

い
あ

ん

の
事

と
あ

つ
て
本

書

は

誤

で

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

る
。
六
十
九
句
、
若
君
姫
君
愛
別
之
吏
、
五
人
之
兄
弟
衆
愛
別
之
吏

と
あ
る
。

卷
八
は
欠
。
卷
九
、
百
二
十
句
本
に
同
じ
。
卷
十
、
九
十

一
句
、
三
位
中
將
之
文

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

北
方
稚
人
之
軣
と
あ
る
。
卷
十

一
、
卷
十

二
は
百

二
十
句
本
と
同
様

で
あ
る
。

以
上
の
目
録
は
百
二
十
句
本
と
同

一
と
い
つ
て
差
支
が
な
い
が
、
屋
代
本
と
同

類
本
で
あ
る
卷

一
、
卷
三
に
も
加

へ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
目
録
と
本
文
と
が
完
全

に

一
致
す
る
と
は
い
へ
な
い
點
が
あ
り
、
卷

一
卷
三
は
百
二
十
句
本

の
目
録
を
強

ひ
て
加

へ
た
と
認
む

べ
き
で
あ
ら
う
。
本
文
中
に
は
章
段
な
く
書
き
續

け

で

あ

る
。卷

一
、
全
般
的
に
は
屋
代
本
、
鍋
島
本
と
も
類
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
等
の

七
三



人

文

學

論

集

本
と
も
異
る
所
が
あ
る
。

殿
上
闇
討

の
章
(卷
頭
)
に
、
コ
咼
望
王
ノ
時
」
の
所

に

「寛
仁
二
年
五
月
二
日
」

と
傍
書
し
て
補

つ
て
ゐ
る
の
は
、
鍋

島
本
と
關
係
が
あ
ら
う
か
。

忠
盛

ノ
郎
等
本

ハ
一
門
爲
シ
木
工
助
李
貞
光
ガ
孫
、
左
近
衞
尉
家
貞
ト
云
者
有

ケ
リ
、
薄
青
狩
衣
ノ
下

二
萠
黄
威

ノ
腹
卷
ヲ
着
テ
絃
袋
付
タ
ル
太
刀
脇

二
挾

ン

デ
殿
上
ノ
小
岼

二
畏
テ
ゾ
候
イ
ケ

ル
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
鍋
島
本
に
近
い
本
文
で
あ
る
。

「絃
袋
付
タ
ル
」
は
屋
代
本
、

鍋
島
本
に
は
な
い
。
左
近
衞
尉
の
傍

に
、

「進
ノ
三
郎
季
房
ヵ
子
ナ
リ
」
と
傍
書

し
、
薄
青
の
傍
に
、

「木
賊
色
ノ
」

と
傍
書
す
る
。

「
進
ノ
三
郎
季
房
ヵ
子
」
は

一
方
流
本
の
語
で
あ
り
、

「木
賊
色

の
」
は
、
屋
代
本
、
鍋
島
本
の
本

文

で

あ

る
。
こ
れ
を
見
て
も
推
測
さ
れ
る
樣

に
、
本
書
は
校
合

に
よ

つ
て
か
本
文
の
混
合

さ
れ
た
性
格
が
あ
る
樣
で
あ
る
。
太
宰
權
師
季
仲
卿
の
事
の
次
に
、
花
山
院
忠
雅

卿

の
事
が
あ
る
。

一
方
流
本
百

二
十
句
本
に
は
あ
る
が
、
屋
代
本
、
鍋
島
本
に
は

な
い
。
こ
れ
も
後
か
ら
の
増
補
で
あ
ら
う
か
。
參
内
上
祿
の
章
に
、

仁
李
三
年
十

一
月
十
二
日
清
盛
五
十
八
ト
申

二
病

二
侵
サ
レ
忽
チ
出
家
入
道
シ
。

と
あ
る
。
屋
代
本
な
ど
は
、

「
仁
安

三
年
二
月
廿

一
日
」
と
あ
る
の
に
、
本
書
が

仁
夲
と
あ
る
の
は
誤
で
、
一
方
本

の
、
「十

一
月
十

一
日
」
を
以

て
改
訂
し
た
も
の

で
あ
ら
う
か
。
又
こ
の
所
に
、
熊
野
權
現

の
御
利
生

の
事
が
傍
書
さ
れ
て
ゐ
る
。

覺

一
本
よ
り
は
百
二
十
句
本
に
近

い
も

の
で
あ
る
。

此
樣
李
家
ノ
繁
昌

シ
ケ
ル
コ
ト

ハ
熊
野
權
現

ノ
御
利
生
ト
ソ
聞

シ
、
其
故

ハ
清

盛
公
未
爲
安
藝
守
時
、
伊
勢
國

ノ
阿
濃
津
ヨ
リ
乘
船
、
熊
野

へ
詣

ラ

レ
ケ

ル

ニ
、
海
中

ニ
テ
大
ナ
ル
鱸
ノ
舟

二
飛
入
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
先
達
申

ケ
ル
ハ
、
昔
周

武
王
ノ
船

ニ
コ
ソ
白
魚

ハ
踊
入
タ

ル
、
是
只
事

二
非
ス
、

マ
イ
ル
ヘ
シ
ト
申
、

七
四

清

盛

公
十

戒

ヲ
持

テ

サ

シ

モ
精

神

潔

齋

ノ
道

ナ

レ
ト

モ
自

調

味

シ
我

身

食
家

子

郎

僮

ト

モ

ニ
モ
食

せ

ラ

レ
タ

リ

ケ

ル
故

ニ
コ

ソ
、

吉
事

ノ

ミ
打

續

テ
子

孫
官

ト

モ
龍

ノ
雲

ニ
ノ

ホ

ル

ヨ
リ

モ
ナ

ヲ

ス
ミ

ヤ

カ

ナ

リ

、

九

代

ノ
先

蹤

ヲ
越

給

コ
ソ

目

出

度

ケ

レ
、

此

テ
仁

安

三
年

三

月

十

一
日

:
:
:
。

ど

あ

る
。

次

に
、

夲

家

一
家

ノ

公
卿

ノ
宣

イ

ケ

ル

ハ
、

此

ノ

一
門

二
靡

ヌ
人

ハ
皆

人

非

人

ナ

ル
ベ

シ
ト
ゾ

申

サ

レ
ケ

ル
、

衣
文

ノ

カ
キ

樣

鳥

帽

子

ノ

タ

メ
樣

ヨ
リ
始

テ
、

何

吏

モ

六
波

羅

樣

ト

云

ケ

レ

バ
、

一
天

四

海

ノ
人

皆

是

ヲ
學

ブ

、

如

何

ナ

ル
賢

王
賢

主

ノ
御

政

…

…

。

も
屋

代

本

、
鍋

島

本

に
は

な

く

、

一
方

本

、

百

二

十
句

本

に
存

す

る
語

で

あ

る
。

世

ニ

ハ
又

人

ナ

シ

ト
ゾ

見

ヘ
タ

リ

ケ

ル
、

昔

シ
奈

良

ノ
帝

ノ
御

時

、
禪

轟

五
年

二
近

衞

大

將

ヲ
始

テ
置

レ
、

大

同

五
年

二
中

衞

ト
改

ラ

レ

シ

ヨ
リ

以

來

、

兄

弟

左

右

二
相

雙

ブ

コ
ト
僅

三

二
四

ケ
度

也

と
あ

る

の

は
、

屋

代

本

、

鍋

島

本

は
異

文

で

あ

る

。

義

王

の
章

は

、

鍋

島

本

と
殆

ど
同

文

で

あ

る
。

著

し

い
差

は

、
鍋

島

本

に
あ

る
、

露

ノ

ミ

ノ
別

シ
秋

二
滄

パ
テ

デ

又
言

ノ
葉

に
懸

ル

ッ
ラ

サ

ヨ

の
歌

が

な

い
。

そ

の

一
節

を

示

し

て
み

よ

う

。

何

レ
カ
秋

二
逢

ワ
デ

ハ
ツ
ベ

キ

ト

書

置

玉

ヒ

シ
筆

ノ
跡

、

眞

思

ヒ
知

ラ

レ
テ
侍

ヒ

シ
ゾ

ヤ

、

又

召

サ

レ

マ
イ

ラ

セ

テ
、

今

樣

歌

ヒ
玉

ヒ

シ

ニ
モ
、

思

シ
ラ

レ
テ

コ

ソ
侍

シ

カ
、

其

後

行

末

ヲ
焉

ト

モ
知

ザ

リ

シ

ニ
、

彼

様

ニ
サ

マ
ヲ
替

テ

一
所

ニ
ト

承

リ

テ
後

ハ
、

餘

リ

ニ
羨

シ
ク

テ
、

常

二
暇

ヲ
申

シ

・
カ

ド

モ

、

入

道

殿

更

二
御

用

マ

シ

マ
サ
ズ

、

一
々
物

ヲ
案

ズ

ル

ニ
、

娑

婆

ノ
榮

花

ハ
夢

中

ノ

夢

、

樂

ミ
榮

テ
何

カ

セ

ン
、

人
身

ハ
受

ガ

タ

シ
、
佛

教

ニ

ハ
逢

ガ

タ

シ
、

年

ノ



若

キ
ヲ
憑
ム
ベ
カ
ラ
ズ
…
…
。

と
あ
る
。
最
後
も
、

入
道
相
國
佛

ヲ
失
ヒ
玉
ヒ
テ
諸
國

七
道

二
手
ヲ
分
ケ
テ
求
ラ
レ
ケ
レ
ド
モ
無
カ

リ
ケ
リ
、
其
後
遙

二
程
經

テ
聞
出
サ
レ
タ
リ
ケ
レ
ド
モ
サ
ヤ
ウ

ニ
世
ヲ
厭
ヒ
爲

ン
者
ヲ
バ
中

々
ト
ヵ
ウ
云

二
及

ハ
ズ
ト
テ
、
御
尋
モ
無
リ
ヶ
ル
ト
ゾ
聞

ヘ
シ
。

の
語
が
あ
る
。
屋
代
本
鍋
島
本
に
あ
る
所

で
あ
る
。
二
代
后
の
章
に
は
、
則
天
武

后

の
事
が
あ
つ
て
、
屋
代
本
、
鍋
島
本
と
殆
ど
同
文

で
あ
る
が
、

高
宗
ノ
近
臣
扈
從
群
公
横

二
取
奉

ル
ガ
如

ニ
メ
、

と
あ

つ
て
、
扈
從
群
公
は
他
本
に
な

い
。
額
打
論
に
は
、

同
七
月
廿
七
日
上
皇

ッ
イ

ニ
崩
御

ナ
リ
ヌ
、
御
年

ワ
ヅ
カ

ニ
ニ
十
三
、
開
カ
ヌ

花

ノ
散

ガ

如

シ
、

玉

ノ
簾

、

錦

ノ
帳

ノ
裡

二
御

涙

二
咽

バ

せ

ヲ

ワ

シ

マ
ス
、

御

位

ヲ
退
せ
玉
ヒ
テ
三
十
餘
日
ゾ

マ
シ
ー

ケ
ル
、
軈
而
其
夜
香
隆
寺

ノ
艮
蓮
臺

野

ノ
奥

船

岡

山

二
收

メ
奉

ル
、

大

宮

今

度

モ
サ

マ
デ

ノ
御

妻

愛

イ

モ

ワ
タ

ラ

セ

玉

ワ
ズ

。

と

あ

る
。

傍

線

を
附

し

た

所

は

、

屋

代

本

、

鍋

島

本

に
な

く

、

百

二
十

句

本

、

覺

一
本

に
は

あ

る

。

又

八

坂

流

諸

本

に
あ

る
澄

憲

の
歌

が
な

く

、

覺

一
本

と
類

す

る

所

も

あ

る
。

清

水

寺

炎

上

の
條

は

、

大

衆

歸

リ

上

テ
後

、

清

水

寺

ノ
大

門

二
落

書

ア
リ

、

觀

音

ノ
火

坑

變

成

池

ハ
イ

カ

ン
札

ヲ
書

テ

立

タ

リ

ケ

レ
バ
、

次

ノ
日

又

歴

劫

不

思

議

是

也

ト

返

札

ヲ
ゾ

立

タ

リ

ケ

ル
、

其

後

一
院

モ
軈

而

還

御

ナ

リ

ヌ
、

重

盛

卿

バ

カ

リ

ゾ

御

迭

ニ

ハ

マ

イ

ラ

レ

ケ

ル
、

父

ノ
大

納

言

ハ
ト

.・
マ
リ
玉

フ
、

獪

用

心

ノ
故

カ

ト
ゾ

覺

ヘ
タ

ル
、

一
院

還

御

ノ
後

、

父

ノ
卿

重

盛

二
宣

ピ
ケ

ル

ハ
、

懸

テ

モ
思

食

ヨ
ル

コ
ト

ナ

レ

バ

コ

平
家
物
語
、
鍋
島
本

と
平
戸
本

ソ
、
カ
ヤ
ウ

ニ
ハ
聞

ッ
ラ
メ
…
…
Q

と
あ
る
。
落
書
の
事
は
、
屋
代
本
、
鍋
島
本
に
は
な
い
。
覺

一
本
、
百

二
十
句
本

に
は
あ
る
。
殿
下
乘
合
の
章
に
も
、
時
忠
に
つ
い
て
、

内
外

二
付
タ
ル
執
權
ノ
臣
ト
ゾ
見

ヘ
シ
、
玄
宗
皇
帝

二
楊
貴
妃
ガ
幸
せ
シ
ニ
、

楊
克
忠
が
榮
タ
リ
シ
ガ
如
シ
、
太
政
入
道

一
向
天
下
ノ
大
小
蔓
ヲ
仰
含
ラ
レ
ヶ

レ
バ
、
人
ノ
敬
ヒ
代
ノ
綾
羅
双
ナ
シ
、
叙
位
除
目

モ
偏

二
此
卿
ノ
儘
也
。

と
あ
る
が
傍
線
を
付
し
た
所
は
、
屋
代
本
、
鍋
島
本
に
は
な
い
語
で
あ
る
。

一
方

本

の
影
響
で
あ
ら
う
か
。
成
親
謀
叛
の
章

に
も
、

朝
覲
ノ
爲

二
法
住
寺
殿

へ
御
幸
成
ル
、
御
初
冠
ノ
粧
、
法
皇
モ
女
院
モ
イ
ヵ
二

勞
タ
フ
ヤ
思
召
ケ
ン
、
大
政
入
道
ノ
第
ニ
ノ
御
ム
ス
メ
女
御

二
參

リ

玉

ピ

ケ

リ
、
法
皇
御
獪
子
ノ
義
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
も
屋
代
本
、
鍋
島
本
に
な
く
、
覺

一
本
、
百
二
十
句
本
に
あ
る
語

で
あ
る
。
北
政
所
誓
願

の
章
は
、
屋
代
本
、
鍋
島
本
等
は
簡
略
で
あ
る
の
に
、
本

書
は
詳
細
で
あ
る
。
本
書

の
本
文
は
覺

一
本
に
近
い
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら

か
に

一
方
流
本
に
よ
つ
て
補
訂
し
た
と
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
御
輿
振

の
章
で

は
、此

ノ
頼
政

ハ
六
孫
王

ヨ
リ
以
來
源
氏
嫡
々
ノ
正
統
弓
矢
ヲ
取
テ
不
覺
ナ
シ
、
剰

へ
歌
道
ノ
達
者
、
カ

・
ル
艶
男

ニ
イ
カ
.丶
時

二
臨

ン
デ
情
ナ
ク
恥
辱
ヲ
バ
與

フ

ベ
キ
。

ど
あ
る
。
屋
代
本
、
鍋
島
本
に
類
す
る
が
、
此
處
に
も
傍
書
が
あ
つ
て
、

「深
山

木

ノ
ソ
ノ
梢
ト

ハ
…
…
」
の
歌
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

以
上
を
以
て
推
測
す
る
に
、
全
般
的
に
は
屋
代
本
、
鍋
島
本
の
類

本

で
あ

る

が
、

一
方
流
本
に
よ
つ
て
補
訂
せ
ら
れ
た
混
合
本
文
を
有
す
る
も
の
と
認
む

べ
き

七
五

,



人

文

學

論

集

で

、
も

し

そ

の
反

樹

と
す

れ

ば
、
こ

の
本

文

を

簡

略

し

て
屋

代

本

や

鍋

島

本

が
成

立

し

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、
極

め

て
困

難

な
本

文

成

立

と
な

る
が

、
屋

代

本

鍋

島

本

を

基

と

し

て

一
方

本

を

參

照

す

れ

ば

容

易

に

こ

の
樣

な
本

文

は
成

立
す

る

の
で

あ

る
。

卷

二
、

卷

頭

よ

り

多

田

藏

人

還

忠

の
章

の
、

「
行

繩

コ
ソ
申

入

ベ

キ
蔓

候

テ
參

リ

テ
候

ト
申

入

タ

リ

ケ

レ
バ
、

ア

レ
何

吏

ゾ

キ

ケ

ト

テ
」

ま

で

は
、

屋
代

本

の
同

類

本

で
、

以

下

は
百

二
十

句

本

の
本

文

に
殆

ど

一
致

す

る

も

の

で
あ

る
。

例

へ
ば
、

次

に
、

主

馬

到

官

盛

國

ヲ
出

ダ

サ

レ
タ

リ
、

幸

繩

全

ク
人

爲

テ

ハ
叶

マ
ジ
キ

ニ
コ

ソ

ト

申

ス
間

、

入
道

中

門

ノ
廊

二
出

合

封
面

ア

リ
、

此

夜

イ

ハ
遙

二
深

ヌ

ラ

ン

ニ
、

何

隻

ゾ

、
幸

繩

、
院

中

ノ
人

々
兵
具

ヲ
整

へ
軍

兵

ヲ
集

ラ

ル

、
ハ
シ

ロ

シ
召

レ

テ

候

フ
カ
、

入

道

、
不

知

ソ

レ

ハ
法

皇

ノ
山

門

ノ
衆

徒

せ

メ

ラ

ル
ベ

シ
ト

コ
ソ

キ

ケ

ト

テ
、
蔓

モ

ナ
ゲ

ニ
宣

ピ

ケ

セ

ハ
、
幸

縄

近

フ
居

寄

ッ
テ
、

左

ハ
候

ハ
ズ

、

御

一
家

亡

シ
奉

ラ

ン
ズ

ル
結

構

ト

コ
ソ
承

候

ヘ
ト
申

せ

バ

…

…
。

と

あ

る
。

傍

線

を

附

し

た
所

に

は
誤

脱

が

あ

る
。

百

二

十
句

本

に
、

た

穿

い
ま

な

に
事

に
ま

い
り

た

る

ぞ

と

の
給

へ
ば
、

さ

ん
候

、

ひ

る

は

人

め

し

げ

ふ
候

ほ

ど

に
、

夜

に

ま

ぎ

れ

て
ま

い
り
候

、

し

ん

大

な

ご

ん

な

り

ち

か

の
き

や

う

、

そ

の

ほ

か

ゐ

ん
中

の
人

々
、

此

ほ

ど

ひ

や

う
具

を

と

丶
の

へ
、

ぐ

ん
ぴ

ゃ
う

を

あ

つ
め

ら

れ

し
事

き

こ
し

め

さ

れ

候

や

、

に
う

だ

う

:
…

.。

と

あ

る

の
が

よ

い
。
其

の
他

僅

に
差

と

す

べ
き

は

二
三

箇
所

で
、
鬼

海

嶋

の
章

に
、

一
日

片
時

モ
人

ノ
命

有

ベ

シ
ト

モ
見

ヘ
ザ

リ

ケ

リ
、

サ

レ
ド

モ
丹

波

少

將

ノ
舅

丞
-
宰

相

ノ
所

領

・…

:
。

°

と

あ

る
所

は
、

百

二
十

句

本

に
、

一
日

へ
ん

じ
も

人

の

い
の

ち

あ

る

べ
し

と

も

見

え

ざ

り

け

り

、

い

わ
う

と

い

ふ

七
六

も

の

み

ち

み

て

り
、

か

る

が

ゆ

へ
に

い
わ

う

が

し

ま

と

そ

ゆ

け

る

、

さ

れ

ど

も

と
あ

る
。

同

章

に
、

其

時

二

人

ノ

人

々

幻

ナ

リ

ケ

リ

ト
奇

異

ノ
思

ヲ

ナ

ス
、
,此

ノ
西

ノ
御
前

ト

申

ス

烈

本
地
千
手
觀
音

ニ
テ
ヲ
ワ
シ

マ
ス
。

と

あ

る

が
、

百

二

十

句
本

は

、

そ

の
と

き

二
人

の
人

々
う

つ

丶
な

り

け

り

と

き

ゐ

の
お

も

ひ
を

な

す

、

此

ご

ん

げ

ん

の

ほ

ん
ぢ

、

千

じ
ゆ

く

は

ん
を

ん

に

て
お

は

し
ま

す

。

と

あ

り

・

「
此

ノ
西

ノ
御

前

ト
申

ス

パ
」

は
覺

一
本

の

(
一
方

流
本
)
影

響

で

あ

ら

う

。

覗

詞

の
本

文

は
覺

一
本

に
同

じ
く

、

百

二
十

句

本

に
あ

る
、

し
か

れ

ば

す

な

わ

ち

な

り

つ
ね

、

し
や

う

し
う

、

ゑ

ん

た
う

は

い
る

の
く

る

し

み
を

し

の
ぎ

、

き

や

う

じ

や
う

く

は

ら

く

の
こ

き

や
う

に

つ
け

せ

し

め
給

へ
、

ま

さ

に
う

む

ま
う

じ
う

を

あ

ら

た

め
、

む

ゐ

の
し

ん

り

を

き

よ

む

べ
し
。

の
語

が

な

い
。

屋

代

本

、

鍋

島

本

に

は

あ

る
。

最

後

は
、

徳

大
寺

殿

嚴

島

參

詣

の

章

で
、

百

二

十
句

本

と
同

じ

で

あ

る
。

唯

最

後

に
、

サ

ル
ポ

ド

ニ
歳

暮

テ
治

承

モ
,四

年

二
成

ニ
ケ

リ
。

と

あ

る
語

は
百

二
十

句

本

に

は
な

い
。

こ
れ

に

よ

つ
て
見

る

に
、

こ

の
卷

二

に

よ

つ

て
、

屋

代

本

と
百

二
十

句

本

と

は
殆

ど
同

時

存

在

の
本

文

で

あ

る

こ

と

が
認

め

ら

れ

よ
う

。

又

事

實

こ

の
卷

に

お

い
て

は
、

全

般

に
兩

本

の
差

は
極

め

て
少

い

の

で
、

百

二
十

句

本

が
屋

代

本

へ
と
變

移

し

光

も

の
で

あ

る

と

い

つ

て
も

差

支

が

な

い
。
反

樹

に
、

屋

代

本

が

百

二
十

句

本

に
な

つ
た

と
す

れ

ば
、
全

般

的

に
本

文

を

改

變

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で
や

丶
不

自

然

の
感

を

免

れ

な

い
。

そ

し

て
百

二
十

句

本

が

全

般

的

に
屋

代

本

よ
り

覺

一
本

に
近

い
本

文

で
あ

る
關

係

上

よ

り
も

、

屋



代
本
を
百
二
+
句
本
に
す
る
に
は
覺

一
本

の
如
き
本
文
が
必
要
で
あ

つ
て
、
覺

一

本

に
よ
つ
て
も
し
改
訂
す
れ
ば
容
易

に
百
二
十
句
本
に
接
近
す
る
こ
と
が
出
來
る

か
ら
で
あ
る
。

卷
三
、
屋
代
本
と
殆
ど
同
文
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
御
産
譽
の
章
を
示
せ
ば
、

ウ
タ
テ

露
ノ
命
ヲ
慣

ッ
・
其
瀬

二
身
ヲ
モ
投
ザ
リ
シ
心
ノ
程

コ
ソ
憂
ケ
レ
、
少
將

ハ
鬼

海
嶋
ヲ
出
テ
浪
風
ヲ
凌
ギ
、
姑
夲
宰
相
ノ
所
領
肥
当剛
國
裃
冖ノ
庄

ニ
ゾ
着
ケ
ル
、

浴
ナ
ン
ド
メ
身
ヲ
勞
リ
、
裃
三

テ
年
ヲ
バ
暮
サ
レ
ケ
リ
。

同
十
二
月
十
二
日
寅
尅

ヨ
リ
都

ニ
ハ
中
宮
御
産
ノ
氣

マ
シ
マ
ス
ト
テ
京
中
六
波

羅
騷
ア
ヘ
リ
、
御
産
所

ハ
六
波
羅

ニ
テ
有
ケ
レ
バ
、
法
皇
モ
御
幸
成
、
八
幡
李

野
大
原
ナ
ン
ド
ニ
行
詣
ナ
ル
ベ
キ

ヨ
シ
御
願

ア
リ
、
暹
賢
法
印

コ

レ
ヲ

啓

白

ス
、
祚
肚

ハ
八
幡
賀
茂
ヲ
ハ
ジ
メ
奉
リ
…
…
(中
略
)、

ユ
・
シ
カ
リ
シ
見
物
ナ
リ
、
先
例

モ
御
産
ノ
時

二
臨

ン
デ
大
赦
行

レ
シ
コ
ト
ア

屋
)

(九
、

リ
、
大
治
二
年
九
月
十

一
日
待
賢
門
院

ノ
御
産
ノ
時
、
行

レ
ケ
ル
其
例
ト
テ
今

度
大
赦
行

ハ
ル
、
小
松
殿
イ
ソ
ギ
車

二
乘
リ
嫡
子
權
亮
少
將
以
下
ノ
君
達
、
同

車

二
乘
せ
奉
リ
テ
ゾ

マ
イ
ラ
レ
ケ
ル
・…
:
。

と
あ
つ
て
、
殆
ど
屋
代
本
と
同
文

で
あ
る
。
大
塔
建
立
以
下
で
い
へ
ば
、
鍋
島
本

と
漢
字
、
假
名
の
文
字
づ
ら
ま
で
よ
く

一
致
す
る
の
で
鍋
島
本
と
關
係
の
深
い
傳

本

で
あ
る
。
何
れ
が
先
出
で
あ
る
か
は
、
容
易
に
推
斷
は
出
來
な
い
が
、
恐
ら
く

鍋
島
本
が
覺

一
本
を
卷
頭
以
下
に
合

せ
補
訂
し
て
ゐ
る
點
よ
り
、
本
書
を
先
出
と

認
む

べ
き
あ
ら
う
。

春
三
に
小
督
の
章
の
あ
る
事
も
又

屋
代
本
と
同

一
で
あ
る
。
關
白
流
罪
の
章
、
行

隆
出
仕
の
條
の
前
に
、

此
人
々
ハ
三
官
ト
モ
ニ
留
ラ
ル
、
抑
大
政
入
道
イ
カ
ナ
ル
心

ニ
テ
カ
ヤ
ウ
ノ
惡

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

行
ヲ
バ
シ
玉
フ
ゾ
ト
云

二
、
人
申
ケ
ル
ハ
○
當
時
關
白

二
成
リ
玉

ヘ
ル
ニ
位
中

將
殿
ト
前

ノ
殿
ノ
御
子
三
位
中
將
ト
中
納
言
御
相
論
ノ
故
ト
モ
申

ス
。

と
あ

つ
て
、
○
の
所

に
、

前
關
白
松
殿
ノ
博

二
江
大
夫
到
官
遠
業
ト
云

モ
ノ
ァ
リ
、
是

モ
夲
家

二
快

ヨ
カ

ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
六
波
ラ
ヨ
リ
已

二
寄
手
搦
捕
ラ
ル
ベ
キ
カ
バ
、
子
息
江
左
衛

門
尉
家
業
打
具
メ
、
何
地
ト
モ
無
落
行
ケ
ル
ガ
稻
荷
山

二
打
上
リ
馬

ヨ
リ
下

テ
、
親
子
云
合
ケ
ル
ハ
、
東
國
ノ
方

へ
落
下
、
伊
豆
國
ノ
流
人
、
前
兵
衛
佐
頼

朝
ヲ
頼

マ
バ
ヤ
ト
思

ヘ
ド
モ
、
其

モ
當
時
勅
勘
ノ
人

ニ
テ
身

一
ダ

ニ
モ
難
叶
在

ス
也
、
日
本

二
李
家

ノ
庄
園
ナ
ラ
ヌ
處
ヤ
ア
ル
、
年
比
住
狎
タ
ル
處
ヲ
人

二
見

せ
ン
モ
恥
ガ

マ
シ
カ
ル
ベ
シ
、
只
是

ヨ
レ
歸
テ
六
波
羅

ヨ
リ
召
ノ
使
ア
ラ
バ
腹

掻
切
テ
死
セ
ン
ニ
ハ
シ
カ
ジ
、
瓦
坂
ノ
宿
所

へ
乘
テ
返
ス
、
如
案
ノ
六
波
羅

ヨ

リ
源
大
夫
剣
官
季
貞
、
接
津
ノ
剣
官
盛
澄
三
百
餘
騎

ニ
テ
押
寄
、
時
ヲ
動
ト
造

ル
、
江
大
夫
到
官
縁

二
立
出
テ
、
是
御
覽
せ
ヨ
各
六
波
羅

ニ
テ
ハ
此
樣
申
サ
セ

玉

ヘ
ト
テ
舘

二
火
ヲ
カ
ケ
父
子
共

二
腹
カ
キ
切
、
炎
ノ
中

ニ
テ
燒
死

ニ
シ
、
加

樣

二
人
ノ
上
下
多
ク
亡
ビ
損
ズ

ル
コ
ト
ヲ
如
何

ニ
ト
云

二
。

と
補

つ
て
ゐ
る
。
覺

一
本
に
近
い
本
文
を
以
て
補
つ
た
も
の
で
あ
る
。

卷
四
は
、
卷
頭
よ
り
信
連
合
戰
の
章
の
初
め
ま
で
は
極
あ
て
特
異
な

本

文

で

あ

る
。
そ
の
大
要
を
示
す
と
、

治
承
四
年
正
月

一
日
鳥
羽
殿

ニ
ハ
、
入
道
相
國
モ
許
レ
ズ
、
法
皇
モ
恐
し
サ
せ

マ
シ
ノ
丶
ケ
レ
バ
、
參
入
ス
ル
人
モ
ナ
シ
、
故
少
納
言
入
道
ノ
子
息
、
藤
原
中

納
言
成
憲
、
左
京
大
夫
脩
憲
、
是

レ
ニ
人
バ
カ
リ
ゾ
許

レ
テ
參
ラ
レ
ケ
ル
、
同

廿
三
日
春
宮
御
袴
着
井

二
御
魚
味
キ
コ
シ
メ
ス
、
同
十
九
日
春
宮

踐

祚

ア

ッ

七
七



人

文

學

論

集

テ
、
カ
ヤ
ウ
ノ
吏
ド
モ
有

シ
カ
共

、
法
皇

ハ
ロ
ハ鳥
羽
殿

ニ
テ
御
耳

ノ
外

ニ
ゾ
聞

召

レ
ケ
ル
、
先
帝
異
ナ
ル
御
恙

モ
渡
ラ
せ
玉
ハ
ヌ
ヲ
、
押

シ
下

シ
マ
イ
ラ
せ
ラ

ル
、
是

モ
太
政
入
道
万
蔓
思

フ
儘

ナ
ル
ガ
致

ス
所
也
、
主
上

ハ
今
年
三
歳

ニ
ナ

ラ
せ
ヲ
ワ
シ
マ
ス
、
ア
ワ
レ
イ

ッ
シ
ヵ
ナ
ル
位
讓
カ
ナ
ト
、
時

ノ
人
申
合

レ
ケ

レ
バ
…
…

(中
略
、
百
二
十
句
本
と
同
文
)

入
道
ノ
心
ヲ
和
ゲ
玉

ヘ
ト
ノ
御
所
念
ナ
リ
ト
ゾ
覺

ヘ
タ
ル
、
三
月
十
三
日
既

二

嚴
島

ノ
御
幸
途
サ
せ
ヲ
ワ
シ
マ
ス
、
十
八
日
ノ
暮
方

二
、
上
皇
前
右
大
將
宗
盛

ヲ
召

メ
、
明
日
通
リ
ノ
ヤ
ウ

ニ
鳥
羽
殿

へ
參
テ
、
法
皇

ニ
チ
ト
見
參
申
サ
バ
ヤ

ト
思
召

ス
ハ
イ
カ
ニ
、
入
道

二
觸

レ
ズ
メ
ハ
惡
カ
リ
ナ
ン
ヤ
ト
仰
ケ
レ
バ
、
サ

ラ
バ
其

ヤ
ウ
ヲ
今
夜
鳥
羽
殿

へ
奏

せ
ヨ
カ
シ
ト
ゾ
仰
ケ
ル
、
右
大
將
鳥
羽
殿

へ

參
テ
、
此
ヤ
ウ
ヲ
被
奏
ケ
レ
バ
、
法
皇
餘
リ
ニ
思
召

ス
蔓

ニ
テ
有
間
、
夢
ヤ
ラ

ン
ト
ゾ
仰
ケ
ル
、
十
九
日
未
明

二
上
皇
入
道
相
國
ノ
西
八
條
ヲ
出
御
ナ
ル
、
比

ハ
三
月
牛
過
ヌ
ル
ニ
・…
:
(申
略
)
門
ヲ
指
入
玉

ヘ
バ
、
春
既

二
暮
ナ
ン
ト
ス
、

夏
木
立

ニ
モ
ナ
リ
、
稍
ノ
花
ノ
色
衰

ヘ
テ
、
谷

ノ
鶯

コ
へ
老
ン
タ
リ
、
人
希

ニ

メ
木
暗
ク
物
弧
ゲ
ナ
ル
御
清
息
御
覽
ズ

ル
ニ
付
テ
モ
御
涙
ゾ
進
ミ
ケ
ル
、
去
年

六
月
法
住
寺
殿

へ
…
…
(中
略
、
百
二
+
句
本
と
殆
ど
同
文
)

中

一
日
御
逗
留
ア
リ
ケ
リ
、
經
會
舞
樂
行

ハ
ル
、
國
師
藤
原
有
綱
、
祚
主
佐
伯

景
弘
座
主
尊
叡
勸
賞

二
預
ル
、
神
慮

モ
動
キ
、
入
道
相
國
ノ
心

モ
ハ
タ
ラ
キ
ヌ

ラ
ン
ト
ゾ
見

ヘ
シ
、
同
五
月
五
日
上
皇
還
御
ノ
次

二
入
道
ノ
輻
原
ノ
別
業

へ
入

せ
玉
フ
、
入
道
ノ
孫
越
前
少
將
從
四
位
上

二
叙

ス
、
養
子
丹
波
守
清
邦
正
五
位

下

二
叙

ス
、
六
日
寺
井

ニ
ッ
カ
せ
玉
フ
、
七
日
鳥
羽
殿

へ
入
せ
玉

フ
、
御
迎
ノ

公
卿
殿
上
人
鳥
羽
草
津

ヘ
ゾ

マ
イ
リ
向
レ
ケ
ル
、
其
日
都

ニ
ハ
新
帝
御
邸
位
ア

リ

、

大
極
殿

ニ
テ
有
ベ
カ
リ
ケ
ル
カ

、
條
院
ノ
延
久
ノ
佳
例

ニ
マ
カ
せ
テ
太

七
八

政
官
ノ
廳

ニ
テ
行
ル
ベ
シ
ト
サ
ダ
メ
ラ
ル
、
九
條
殿
ノ
申
サ

せ
玉
ピ
ケ
ル
ハ
…

(略
百
二
十
句
本
に
同
じ
)
…
…

出
羽
藏
人
光
重
、
源
剣
官
光
中
…
…
…
、
多
田
藏
人
行
綱
、
多
田
次
郎
朝
實
、

同
三
郎
高
頼
、
大
和

ニ
ハ
宇
野
七
郎
…
…
屋
嶋
先
生
重
時
、
其
子
太
郎
時
清
、

甲
斐
國

ニ
ハ
武
田
太
郎
信
義
、
加
々
見
次
郎
遠
光
、
其
子
太
郎
長
清
、
安
田
三

郎
義
光
、

一
條
次
郎
忠
頼
、
板
垣
三
郎
兼
信
、
逸
見
四
郎
有
義
、
伊
澤
五
郎
信

光
、
大
内
太
郎
惟
義
、
信
濃
國

ニ
ハ
帯
刀
先
生
義
堅
ヵ
次
男
、
木
曾
冠
者
義
仲

、
夲
賀
冠
者
盛
義
、
其
子
四
郎
義
信
、
岡
田
冠
者
親
義
、
其
子
太
郎
重
義
、
伊

豆
國

ニ
ハ
流
人
前
右
兵
衛
佐
頼
朝
、
常
陵
國

ニ
ハ
爲
義
ガ
三
男
三
郎
先
生
義
章

ト
テ
信
田
ノ
淨
嶋

二
候
…
…
九
郎
冠
者
義
經
ト
テ
、
是
等

ハ
皆
清
和
天
皇
ノ
御

苗
裔
、
六
孫
王
ノ
後
胤
ナ
リ
、
昔

ハ
源
卒
左
右

二
爭
テ
朝
敵
ヲ
靜

メ
宿
望
ヲ
途

シ
コ
ト

ハ
、
何
レ
勝
劣
ナ
カ
リ
シ
カ
共
、
今
雲
泥

二
交
リ
ヲ
隔
テ

・
、
主
從
刀

禮

ニ
モ
獪
劣
レ
リ
、
國

ニ
ハ
國
司

二
隨

ヒ
、
庄

ニ
ハ
領
家

二
仕

ハ
レ
、
公
吏

二

驅
リ
タ
テ
ラ
レ
テ
夜
晝
ヤ
ス
キ
心

モ
候

ハ
ズ
、
イ
カ
計
力
心
憂

ク
候
ラ
ン
、
誠

二
令
旨
ヲ
下
サ
せ
玉
フ
ナ
ラ
バ
、
是
等

ハ
…
…
(申
略
)

義
伸

ハ
甥
ナ
レ
バ
取
ラ
セ
ン
ト
テ
山
道

ヘ
コ
ソ
趣
キ
ケ
レ
、
法
皇
ハ
成
親
俊
寛

ガ
ヤ
ウ

ニ
遠
キ
國
遙

ノ
嶋

ヘ
モ
流

シ
ヤ
せ
ン
ズ
ラ
ン
ト
思
召
シ
シ
カ
ド
モ
、
城

南
離
宮

二
遷
サ
レ
テ
、
此
年

ハ
ニ
年

二
成
せ
玉
フ
、
五
月
十
二
日
戍
尅
バ
カ
リ
ニ

鳥
羽
殿

ニ
ハ
鼬
ヲ
ビ
タ
.、
シ
ク
騷
テ
、
御
前
ヲ
走
リ
回
ル
、
法
皇
御
謠
ヲ
遊
バ

シ
、
近
江
守
仲
兼
ノ
其
比
藏
人
人

ニ
テ
候
ラ
ハ
レ
ケ
ル
ヲ
召

シ
、
汝
等
此
ウ
ラ

カ
タ
ヲ
持
テ
泰
親
力
許

へ
行
向
テ
、
急
ト
勘

へ
申
サ
せ
ヨ
ト
仰
ラ
レ
ケ
レ
バ
、

仲
象
是
ヲ
玉

冷
ッ
テ
、
泰
親
力
許

へ
行
向
テ
、
勅
定
ノ
趣
ヲ
申
せ
バ
、
泰
親
勘

テ
ヤ
ガ
テ
勘
状
ヲ
コ
ソ
進
せ
ケ
レ
、
仲
兼
是
ヲ
請
取
、
鳥
羽
殿

へ
皈
リ
參
リ
、

β



門

ヨ
リ
マ
イ
ラ
ン
小
ス
バ
レ
、
守
護
ノ
武
士
危
テ
入
ズ
、
案
内

ハ
知
タ
リ
、'
築

地
ヲ
コ
ヱ
テ
、
泰
親
ノ
勘
状
ヲ
持

テ
マ
イ
ル
、
法
皇
是
ヲ
御
覽

ス
レ
パ
、
三
日

ノ
内

二
御
悗
、
ヤ
ガ
テ
拜

二
御
歎

ト
ゾ
申
ヶ
ル
、
今

ハ
是

ホ
ド
ノ
御

身

二
成

テ
、
御
視

ハ
又
何

ノ
御
歎
力
有
ベ
キ
ト
テ
、
御
涙

二
咽
せ
玉
フ
、
同
十
三
日
、

前
右
大
將
宗
盛
強

二
申

レ
ケ
レ
バ
、
大
政
入
道
思
ヒ
直

テ
、
法
皇
ヲ
鳥
羽
殿

ヨ

リ
八
條
鳥
丸
美
輻
門
院

ノ
御
所

へ
御
幸
ナ
シ
奉
プ
ル
、
法
皇
安
部
泰
親
力
三
日

ノ
御
悗

ト

ト
申

タ

リ

シ

ハ
是

ヲ
申

ケ

ル

ニ
コ
ソ

ト
ゾ

思

召

レ
ケ

ル

去
程

三
咼
倉
院
ノ
御
謀
叛
ノ
由
披
露
仕
ル
、
法
皇
是
ヲ
聞
召

シ
由
ナ
キ
都
出
テ

カ
ク
憂
キ
コ
ト
ヲ
聞
召

ヨ
ト
テ
、
又
御
涙

二
咽
せ
ヲ
ワ
シ

マ
ス
、
大
政
入
道
輻

原

ノ
別
業

ニ
ヲ
ワ
シ
ケ
ル
ニ
、
前
右
大
將
宗
盛
脚
力
ヲ
立
テ
申

シ
タ

リ

ケ

レ

バ
、
大
政
入
道
大

二
嗔
テ
、
別
ノ
子
細
ア
ル
マ
ジ
、
宮
ヲ
急
ギ
奉
搦
取
、
土
佐

ノ
畑

へ
流

マ
イ
ラ
ス
ベ
シ
ト
ゾ
宣

ケ
ル
、
上
卿

ハ
三
條
大
納
言
實
房
、
職
事

ハ

頭
左
中
辨
光
雅
ト
ゾ
聞

ヘ
シ
、
出
羽
到
官
源
大
夫
剣
官

二
此
由
ヲ
仰
付
ラ
ル
、

此

ノ
源
大
夫
剣
官
ト
申

ハ
、
三
位
入
道
ノ
養
子
也
、
然
リ
此
ノ
人
數

二
入
プ
ル

・
コ
ト
ハ
イ
カ
ン
ト
云

二
、
三
位

入
道
宮
ヲ
進
メ
マ
イ
ラ
せ
タ
リ
ト
云
コ
ト
ヲ
、

丕
-家
未
知
ケ
ル
ニ
依
テ
ナ
リ
、
三
位
入
道
是
ヲ
聞
急
ギ
宮

へ
滄
息
ヲ
コ
ソ
進
せ

ケ
ル
、
宮

ハ
五
月
十
五
夜
ノ
雲
間

ノ
月
ヲ
詠
サ
せ
玉

フ
所

二
…
…
。

と
あ
る
。
こ
の
本
文
に
近

い
も
の
は
夲
松
家
本
と
大
山
寺
本
で
あ
る
。
傍
線
を
付

し
た
所
は
李
松
家
本
の
本
文
と

一
致
す
る
所
で
、
百
二
十
句
本
、
覺

一
本
と
は
甚

し

い
差
異
が
あ
る
。
注
目
す

べ
き
點

は
覺

一
本

に
あ
る
記
事
が
多
く
存
し
な
い
事

で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
省
略
、
簡
略
化
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
逆
は
成

立
し
な
い
。
詳
細
な
覺

一
本
よ
り
簡
略
な
流
布
本

へ
,の
關
係
と
同
じ
性
質
と
い
ふ

べ
き
で
あ
ら
う
。
本
書
は
夲
松
家
本

よ
り
も

つ
と
簡
略
化
し
て
ゐ
る
と
認
め
ら
れ

平
家
物
駈咽、
鍋
島
本
と
平
一戸
本

よ
う
Q

信
連
合
戰

の
章
以
後
は
百
二
十
句
本
ど
同
類
で
、
し
か
も
鍋
島
本
と
殆
ど
同
文
で

あ
る
が
若
干
差
異
が
あ
る
。
例

へ
ば
、
競
の
章
に
、

苴
ハ馬
六
波
羅

ヘ
ツ
カ
ワ
せ
ト
有
ケ
レ
バ
、
伊
豆
守
馬
ヲ
惜
ム
ニ
テ
ハ
候
'ハ
ズ
、

權
威

二
付
テ
責
ラ
ル

・
ト
思

ヘ
バ
、
本
意
ナ
ウ
候
程

ニ
コ
ソ
、
遣
シ
候

ハ
ネ
ト

テ
、
ヤ
ガ
テ
木
下
ヲ
六
波
羅

へ
遣
サ
ル
、
右
大
將
此
馬
ヲ
引

マ
ワ
サ
せ
ー

見

ル
ベ
キ
程
ミ
テ
、
生
僭
ヤ
、
サ
シ
モ
ニ
是
ヲ
バ
主
ガ
惜
タ
ル
馬
ゾ
カ
シ
…
…
。

と
あ
つ
て
、

「戀
し
く
ぼ
…
…
」
の
歌
な
く
、
そ
の
他
で
は
殆
ど
同
文
で
あ
る
。

又
、
牒
状
の
章
に
、

李
家
近
江
米

一
萬
斛
、
北
國
ノ
織
延
ノ
絹
三
千
疋
山

ノ
往
來

二
寄
せ
ラ
ル
、
座

主
登
山

シ
テ
然

ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
由
誘

へ
宣
バ
、
宮

ノ
御
方

ヘ
ハ
不
定

ノ
由
ヲ

ゾ
申
ケ
ル
、
南
都

ノ
牒
状
云
。

と
あ

つ
て
、
落
首
な
く
、
鵺
の
章
に
、
二
條
院
の
御
時
の
鵺
の
事
が
な
く
、

頼
政

ハ
優
遊
シ
ウ
コ
ソ
申

シ
タ
レ
ド
モ
、
遠
國

ハ
知
ラ
ズ
、
近
國
ノ
源
氏
ダ

ニ

モ
馳

マ
イ
ラ
ズ
、
山
門
サ

へ
語
合

レ
ザ
リ
シ
上
ハ
、
ト
カ
ウ
申

二
及
ハ
ズ
、
日

來

ハ
山
門
ノ
大
衆

コ
ソ
濫
ガ
ワ
シ
キ
コ
ト
モ
申
せ
シ
ニ
、
今
度

ハ
隱
便
ヲ
存

メ

音

モ
せ
ズ
、
南
都
三
井
寺

ハ
軣

ヲ
亂
リ
、
或

ハ
宮
ヲ
扶
持
シ
奉
リ
、
或

ハ
御
迎

ニ
マ
イ
ル
…
…
。

と
あ
る
。
依

つ
て
、
信
連
合
戰
以
後
に

つ
い
て
言

へ
ば
本
書
は
鍋
島
本
よ
り
も
後

出
の
形
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
卷
頭
卷
末
に
太
夲
記
卷
十
七
の
牒
状
を
書
き
加

へ

て
ゐ
る
が
直
接
關
係
が
む
い
の
で
省
略
す
る
。

卷
五
は
、
百
二
十
句
本
と
殆
ど
同
文
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
差
異
は
、
都

遷
の
章
に
茜
鍋
島
本
に
な
い
都
遷
の
先
蹤
の
記
事
が
存
す
る
こ
と
、
夲
家
東
國
下

七
九



人

文

學

論

集

向

の
章

に

、

鈴

バ

カ

リ

賜

テ
皮

ノ
袋

二
入

テ
雜

色

ガ

頸

二
懸

サ

せ

テ
ゾ

下

ラ

レ
ケ゚

ル
、

奉

テ

戰

場

へ
向

フ
大

將

軍

ハ
三

ノ
存

知

ア

リ
、

先

ヅ

參

内

メ
勅

命

ヲ
蒙

ル
時

家

ヲ

ワ

ス

ル
、

家

ヲ
出

ル
時

妻

子

ヲ
忘

ル
、

戰

場

ニ
テ
敵

二
合

フ
ト

キ
身

ヲ
忘

ル
、

是

ヲ

三

ノ
存

知

ト

ス
、

サ

レ
バ
權

亮

少

將

モ

カ
ヤ

ウ

ノ

「

ヲ

モ

サ

コ
ソ
存

知

せ

ラ

レ
ケ

メ
、

各

九

重

ノ
都

ヲ

立

テ
、

千

里

ノ
東

海

二
趣

ク
、

李

カ

ニ
皈

リ
上

ン

コ

ト

モ
難

ケ

レ

バ
、

實

ニ
ア

ヤ

ウ

キ

ア
リ

サ

マ
共

ニ
テ
、

或

ハ
野

原

ノ
露

二
旅

寢

ヲ

シ
、

或

ハ
高

根

ノ
雲

二
宿

ヲ
借

リ
、

山

ヲ
重

ネ
水

ヲ
阻

テ
、

日
數

フ

レ

バ
同

十

月

十

三

日

ニ
ハ
、
丞
-
家

駿

河

國

清

見

關

ニ
ゾ

着

玉

フ
、

都

ヲ

三
萬

餘

騎

ニ
テ

出

シ

カ
ド

モ
、

路
次

ノ
兵

召
具

メ
、

七

萬

餘

騎

ト
ゾ

聞

ヘ
シ
、

先

陣

ハ
進

メ
ド

モ
未
ダ
近
江
國
海
津
ノ
邊

二
捜

ヘ
タ
リ
、
中

ニ
モ
皇
后
宮
亮
經
正

ハ
詩
歌
管
絃

二
長
ジ
玉

ヘ
ル
人
ナ
レ
バ
…
…
(
以
下
百
二
+
句
本
に
同
じ
)

凶
徒
只
今
落
サ
ン
コ
ト
疑
ナ
シ
ト
悦
ビ
、
亦
船

ニ
ノ
リ
竹
生
嶋
ヲ
出

ラ

レ

ケ

リ
、

同
廿
二
日
新
院
嚴
嶋

二
御
幸
ナ
ル
、
御
共

ニ
ハ
前
右
大
將
宗
盛
…
…
(以
下
鍋
島

本
と
同
文
)
…
…
其
故

ニ
ヤ

一
兩
月

ノ
程

ハ
靜

ニ
メ
、
法
皇
モ
鳥
羽
殿

ヨ
リ
還
御

ナ
ン
ド
有
シ
ガ
…
…
治
承
四
年
九
月
廿
九
日

太
上
天
皇
御
諱

十
月
六
日
舊
都

へ
還
幸
、
今
度

ハ
輻
原
ノ
新
都
ノ
御
幸
ナ
レ
バ
藪
斗
ノ
御
煩
ナ

カ
リ
ケ
リ
、

先
陣

ハ
已

二
蒲
原
富
士
川

二
進
ム
、
後
陣

ハ
未
ダ
手
越
宇
津
屋

二
支

ヘ
タ
リ
、

大
將
小
松
權
亮
少
將
侍
大
將
上
總
守
忠
清

ヲ
召

ノ
…
…
。

と
あ
る
の
は
、
鍋
島
本
と
記
述
の
順

も
異
り
、
百
二
十
句
本
と
も
異
り
、
本
書
の

八
〇

特
異
な
本
文

で
あ
る
。
傍
線
を
附
し
た
所
は
、
他
本
に
は
な
い
所

で

あ

る
。
他

に
、

一
面
錯
簡
が
あ
つ
て
、

宣
旨
ヲ
奉
テ
戰
場

へ
向

フ
大
將
軍

ハ
三
ノ
存
知

ア
ル
ベ
シ
…
…
七
萬
餘
騎
ト
ゾ

聞

ヘ
シ

先
陣

ハ
已

二
蒲
原
富
士
川

二
進
ム
、
後
陣

ハ
未
手
越
宇
津
屋

二
支

ヘ
タ
リ
、
大

將
小
松
權
少
將
侍
大
將
上
總
守
忠
清
ヲ
召
メ
…
…
輻
原
ヲ
立
せ
、

と
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
經
正
竹
生
嶋
詣
、
新
院
嚴
嶋
詣
の
二
章
を
略
し
た
形

と
し
て
誤
寫
し
た
も
の
で
、
後
に
前
述
の
如
く
改
め
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

富
士
川

の
章
も
鍋
島
本
に
殆
ど
同
文

で
あ
る
が
、
鍋
島
本
の
誤
蛻
の
所
は
、
本

書
は
改
訂
せ
ら
れ
て
、

遊
君
遊
女
ド
モ
或

ハ
頭
蹴
破

レ
、
腰
蹈
折

レ
テ
、
叫
喚
者
多
カ
リ
ケ
リ
、
劇

ル
卯
尅

二
源
氏
ノ
大
勢
推
寄
テ
時
ヲ
ッ
ク
レ
ド
モ
夲
家
ノ
方

ニ
ハ
音

モ
せ
ズ
、

人

ヲ
入

テ
見

せ

ケ

レ

バ
、

皆

落

テ
候

フ
ト
申

ス
、

或

ハ
鎧

取

テ
參

タ

ル
者

モ
有

、

或

ハ
大

幕

取

テ
參

タ

ル
者

モ

ア

リ
、

と

あ

る
。
百

二
十

句

本

と
も

異

る
本

文

で
あ

る
。

覺

一
本

と

も
異

る

本

文

で

あ

る
。

同

じ

く
、

小
松
權
亮
少
將
維
盛
、
諞
原
ノ
新
都

へ
皈
リ
上
ラ
ル
、
入
道
相
國
大

二
嗔
テ
、

大
將
軍
小
松
權
亮
少
將
ヲ
ハ
鬼
海
嶋

へ
流

ス
ベ
シ

も
同
樣
で
あ
る
。

卷
六
も
鍋
島
本
と
殆
ど
同
文
で
あ
る
。
卷
頭
は
、

治
承
五
年
正
月

一
日
内
裡

ニ
ハ
東
國

ノ
兵
革
南
都
ノ
火
災

二
依
テ
朝
拝
ヲ
止
メ

ラ
レ
、
主
上
出
御

モ
ナ
シ
、
物
ノ
音

モ
吹
鳴
サ
ズ
、
舞
樂

モ
奏
せ
ズ
、
吉
野

ノ

國
栖
モ
參
ラ
ズ
、
藤
氏
ノ
公
卿

一
人

モ
參
ラ
レ
ズ
、
氏
寺
燒
失

二
依
テ
也
、
二



日
殿
上
ノ
宴
醉

モ
ナ
ク
、
男
女
打
咽
ビ
テ
禁
中
忌
々
シ
ク
ゾ
見

ヘ
ケ
ル
、
佛
法

皇
法
ト
モ
ニ
蠱
ヌ
ル
コ
ト
ゾ
淺

マ
シ
キ
、
i嚠
隗
側
成
ケ
ル
ハ
、
五
十
善
ノ
餘
薫

二
依
テ
萬
乘
ノ
寳
位
ヲ
保
ツ
、
嗣
代
ノ
帝
王
ヲ
思
フ
ニ
、
如
何
ナ
レ
バ
萬
機
ノ

世
務
ヲ
停
メ
ラ
レ
テ
歳
月
ヲ
途
ル
ラ
ン
ト
ゾ
御
嘆
ア
ル
、

.

と
あ
る
。
勿
論
文
字
面
か
ら
は
同

一
で
な
い
。
傍
線
を
附
し
た
所
は
百
二
十
旬
本

と
異
る
所
で
あ
る
。
高
倉
院
崩
御
の
章
で
は
、
澄
憲
法
印
の
歌
が
あ
る
。
鍋
島
本

は
な
し
。

軈
而
今
夜
東
山

ノ
麓
西
閑
寺

へ
遷

シ
奉
り
タ
ベ
ノ
烟

ニ
タ
ト

へ
、
春
ノ
霞
ト
昇

せ
玉

フ
、
朝
憲
法
印

ハ
御
葬
迭

二
參
リ
逢
ン
ト
テ
、
急
ギ
山

ヨ
リ
下
ラ

レ
ケ
ル

ガ
、
早
ヤ
空
シ
キ
烟
ト
成
せ
玉
フ
ヲ
見
奉
テ
、
常

二
見
シ
君
ガ
御
幸
ヲ
今
日
間

ヘ
バ
皈
ヌ
旅
ト
聞
ゾ
悲
キ

御

歳

廿

一
、

内

ニ
ハ
十

戒

ヲ

タ

モ

チ

と

あ

る
。

傍

線

を
付

し

た
所

は

覺

一
本

と
異

る
所

で
あ

る
。

紅

葉

卷

で
は

、

鍋

島

本

起
、

申

ケ

ル
所

二
(百

二
〇
句
本
同
)

本

書

で

は
、

思

ハ

シ
キ

コ
・ト

ナ

ウ
案

ジ

ツ

、・
ケ

テ
候

ケ

ル
處

二

鍋

島

本

に
、

・

マ
イ
リ

男

ノ

ニ

三
人

詣

テ

(
お
と
こ
ご
三
人
ま
う
で
き

て
)

本

書

で

は
、

マ
ゥ
デ

男

ノ

三
四

人

詣

來

テ

と

あ

る
。

葵

女

御

の
章

の
最

後

は
、

鍋

島

本

に
、

殿

二
入

ラ

ル

・
コ

ト

ヲ

ヤ

メ

ラ

ル

・

ニ
ハ
少

シ

モ
違

ワ

セ
玉

ワ
ズ

、

其

比
中

宮

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

ノ
御
方
ム

と

あ

る

が
、

本

書

は
、

殿

二
入

レ
ラ

ル

・
コ
ト

ヲ

ヤ

メ

ラ

ル

・

ニ
ハ
少

シ
モ

汐
ガ

ワ
せ
玉

ハ

ヌ
、

御

心

飆

也

、

主

上

戀

慕

ノ
御

思

ヒ

ニ
沈

マ
せ

ヲ

ワ

シ

マ

ス
、

法

皇

御

歎

ノ

ミ
打

ツ

.、

キ

御

悲

ゾ

隙

ナ

カ

リ

ケ

ル
…

・:
。

と
あ

つ
て
、

小

督

の
事

が
な

い
。

本

書

は
卷

三

に
收

め

る
。

本

文

は
鍋

島

本

と
同

じ
く

又

屋

代

本

と
も

同

一
で
あ

る
。

百

二
十

句

本

と

は
異

る
所

が
あ

る
。

又

葵

女

御

の
章

、
鍋

島

本

は

、

イ

ッ

シ

カ

カ

ク

ア

ル
列

不

可

然

ゾ

人

々

ハ
サ

・
ヤ
キ

合

ヶ

ル
(百

二
+
句
本
同
文
∀

と

あ

る

に
、

本

書

は

、

イ

ツ

シ

カ

ッ
ネ

メ

カ

シ
ト

ゾ

人

々

ハ
サ

・
ヤ
キ

ヶ

ル
。

と

あ

る
。

入

道

死

去

の
章

、

鍋

島

本

に
、

身

ハ
片
時

ノ
烟

ト

ナ

リ

都

ノ
空

二
立

上

リ

(
百

二
+
句
本

は
、

へ
ん

じ
の
け

ぶ
り

と

な
り
)

本

書

は
、

身

ハ

一
時

二
烟

ト

ナ

リ

都

ノ
空

二
立

チ
上

リ

と

あ

る
。

祗

園
女

御

の
章

の
次

に
、

鍋

島

本

、

百

二
十

句

本

に
あ

る
慈

心

坊

、

宗

論

の
章

が

な

く

て
、

サ
バ
カ
ソ

大
小

ノ
天
下

ノ
大
軣

ノ
都
遷
シ
ナ
ン
ド
ヲ
モ
輙
ウ
思
ヒ
立
レ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
理
也

ト
ゾ
人
申

シ
ケ
ル
、
同
閏
二
月
廿
日
五
條
大
納
言
國
綱
卿
モ
失
せ
玉
ヒ
ヌ
…
。

と
あ
る
。
以
上
に
よ

つ
て
本
書

の
方
が
鍋
島
本
よ
り
後
出
と
認
む

べ
き

で

あ

ら

う
。
卷
七
、
全
般
的
に
は
鍋
島
本
と
極
め
て
近
い
本
文
を
有
す
る
が
、
す

べ
て
鍋
島
本

八

一



人

文

學

論

集

と

一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
百
二
十
句
本
と

一
致
す
る
所
も
少
く
な
い
。
次
に

注
目
す
べ
き
所
を
示
せ
ば
、
丕
-家

一
門
願
書

の
章
、
夲
家

の
連
署
が
な
く
、

壽
永
二
年
七
月
日
前
内
大
臣
從

一
位
卒
朝
臣
宗
盛
謹
上
座
主
僭
正
御
房
ト
ゾ
書

タ
ル
、
山
王
大
師
憐
ヲ
垂
玉

へ
、
三
千
ノ
大
衆
力
ヲ
合
せ
ヨ
ト
ナ
リ
、
サ

レ
ド

モ
年
來
日
比
ノ
振
舞
神
慮
ヲ
背
キ
違
人
ノ
望
ケ
レ
バ
所

レ
ド
モ
叶

ハ
ズ
、
語

ヘ

ド
モ
靡
カ
ズ
、
大
衆
是
ヲ
見
テ
…
…
。

°

と
あ
る
が
、
鍋
島
本
に
は
、
連
署
が
あ

つ
て
、

從

一
位
内
大
臣
夲
朝
臣
宗
盛

敬
白

ト
ゾ
被
書
タ
ル
、
貫
首
是
ヲ
愍
給

テ
軈
テ
モ
不
被
披
露
十
禪
師

ノ
御
殿

二
籠

テ

三
日
加
持

メ
後
被
披
露
、
始

ハ
有

ル
ト
モ
見

ヘ
ザ
リ
ツ
ル

一
首
ノ
歌
願
書
ノ
表

卷

二
出
來
タ
リ
、

夲
ラ
カ

ニ
花
嘆
宿

モ
年
經

レ
バ
西

へ
傾

ク
月
ト
祗
ナ
レ

大
衆
是
ヲ
見
テ
…
…
。

と
あ
る
。
百

二
十
句
本
は
兩
本
の
記
事
を
す
べ
て
有
す
る
。
恐
ら
く
鍋
島
本
や
本

書
は
誤
睨
で
あ
ら
う
。
覺

一
本
は
百

二
十
句
本
と
内
容
は
同

一
で
あ
る
が
鍋
島
本

や
本
書
の
本
文
は
百
二
十
句
本
に
全
く

一
致
し
、
覺

一
本
と
は
異
る

か

ら

で
あ

も

う

や

ら

む

ヤ

も

う

ヘ

ヘ

へ

る
。
忠
度
都
落
の
次
に
、
經
正
都
落
、
青
山
沙
汰
が
な
い
。
鍋
島
本
と
同

一
で
あ

る
。
百
二
十
句
本
に
は
存
す
る
。
李
家

一
門
都
落
の
章
に
、
夲
時
忠
が
男
山
を
拝

し
て
、

我
等
ヲ
今

一
度
都

へ
皈
し
入

レ
サ
せ
玉

ヘ
ト
泣
々
申

レ
ケ
ル
コ
ソ
悲
ケ
レ
、
肥

後
守
貞
能

ハ
河
尻

二
源
氏
共
ガ
向

フ
タ
リ
ト
聞
テ
…
…
。

と
あ
る
。
鍋
島
本
は
、

我
等
ヲ
今

一
度
都

へ
皈
シ
入
レ
サ
せ
玉

ヘ
ト
泣
々
申

レ
ケ
ル
コ
ソ
悲
し
ケ
レ
、

八
二

各
々
後
ヲ
顧
ミ
玉

へ
バ゚
、
霞

メ
ル
空
ノ
心
地

メ
烟
耳
心
細
ゾ
立
昇
ル
、
夲
中
納

言
教
盛
、

バ
カ
ナ
シ
ヤ
主

ハ
雲
井

二
別

レ
バ
宿

ハ
烟
ト
タ
チ
ノ
ボ
ル
カ
ナ

修
理
大
夫
經
盛
、
㌧

古

サ
ト
ヲ
燒
野
原
ト
歸
見
テ
未
モ
烟
ノ
濤
路
ヲ
ゾ

ユ
ク

實

二
古
郷
ヲ
バ

一
片
ノ
烟
塵

二
隔
ツ

・
前
途
萬
里
ノ
雲
路

二
被
越
ケ
ル
人
々
ノ

心
ノ
中
左
瓧

ハ
マ
シ
マ
シ
ケ
メ
ト
推
量

レ
テ
哀
也
。

と
あ
る
。
本
書
は
こ
の
記
事
は
後
出
で
、
百
二
十
句
本
と
同

一
で
あ
る
。

(鍋
島

本
卷
七
參
照
)。
次
の
如
く
で
あ
る
。
屋
代
本
も
同
文

で
あ
る
。

年
比
ノ
重
恩
爭
力
忘

ル
ベ
キ
ナ
レ
ハ
、
若
キ
モ
老
タ
ル
モ
、
只
後

ヲ
而

已
顧

テ
、
更

二
前

ヘ
ヱ
ハ
進

モ
遣
ザ
リ
ケ
リ
、
各
後
ヲ
顧
テ
、
都

ノ
方

ハ
霞

メ
ル
霽

ノ
心
地

メ
、
煙
ノ
ミ
心
細
ク
ゾ
立
上
ル
、
其
中

二
修
理
大
夫
經
盛
、
都
ヲ
顧
玉

ヒ
テ
、
泣
々
此
ゾ
宣
ケ
ル
、

フ
ル
里
ヲ
ヤ
ケ
野

ノ
原
ト
顧
テ
末
モ
烟

ノ
浪
路
ヲ
ゾ
行
ク

薩
摩
守
忠
度
、

バ
カ
ナ

愚

シ
ヤ
ヌ
シ
ハ
雲
井
ヲ
別
ル
レ
バ
跡

ハ
煙
リ
ト
立
上
ル
カ
ナ

誠

二
古
郷
ヲ
バ

一
片
ノ
煙
塵

二
隔
テ
、
前
途
萬
里
ノ
雲
路

二
趣
キ
玉
イ
ケ
ン
人

々
ノ
心
ノ
中
コ
ソ
悲
シ
ケ
レ
、
習

ハ
ヌ
磯
邊
ノ
浪
枕
…
…
。

鍋
島
本
と
本
書
を
以
て
百
二
十
句
本
の
誤
脱
を
正
す
點
も
か
な
り
あ
る
が
、
こ
れ

は
覺

一
本
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
鍋
島
本
や
本
書
の
存
在
は
さ
ほ
ど
重

要

で
な

い
。
何
と
な
れ
ば
百
二
十
句
本
の
誤
脱
は
覺

一
本
に
よ
つ
て
十
分
に
補

へ
る
か
ら

で
あ
る
。
例

へ
ば
、
但
利
伽
羅
落
の
條
に
、
本
書
と
鍋
島
本
は
、

百
騎
ヲ
出
せ
バ
兩
方
百
騎
充
楯
ノ
面

二
進
ン
ダ
リ



と

あ

る
。

百

二
十

句

本

は
、

百

き

を

い
だ

せ

ば

百

き

を

い

だ

し
、

り

や
う

は
う

た

て

の
お

も

て
に

す

丶
ん

だ

る

。

覺

一
本

に

は
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

百
騎
を
出
せ
ば
百
騎
を
出
し
あ
は
せ
、
兩
方
百
騎
づ
、
陣
の
面
に
す
、
ん
だ
り

と
あ
る
。
百

二
十
句
本
、
木
曾
願
書

に
、

は
く
ろ
く
を
ぜ
つ
い
き
に
な
が
し
た
て
ま

つ
る
、
し
か
の
み
な
ら
ず
同
四
年
五

月
に
…
…
Q

と
あ
る
が
、
鍋
島
本
、
本
書
で
は
、

奉
流
博
陸
於
西
海
繦
域
、
衆
庶
不
言
、
道
路
以
目
、
加
之
同
四
年
五
月
・…
:
。

と
あ
る
。
覺

一
本
も
鍋
島
本
と
同
文

で
あ
る
。
山
門
返
牒
の
語
に
も
、
百
二
十
句

本
に
、
し
ん
め
い
さ
だ
あ
て
ふ
く
せ
ん
事

を
ず

い
き
し
給
は
ん
。

と
あ
る
が
、
鍋
島
本
、
本
書
に
は
、

神
明
定
悗
教
法
之
再
榮
、
隨
喜
崇
敬
之
復
舊

と
あ
る
。
こ
れ
も
覺

一
本
と
同
文
で
あ
る
。
從

つ
て
百
二
十
句
本

の
誤
脱
は
覺

一

本
さ

へ
存
在
す
れ
ば
、鍋
島
本
、
本
書

の
存
在
は
重
要
で
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
筆
者
の
覺

一
本
先
出
説

を
否
定
す

べ
き
所
は
亳
も
な
い
の
で
あ
る
。

卷
八
は
缺
で
あ
る
。

卷
九
も
、
鍋
島
本
と
よ
く

一
致
す
る
と
言

へ
よ
う
が
、
又
異
る
所
も
あ
り
、
百
二

十
句
本
と

一
致
す
る
所
も
あ
つ
て
、

卷
七
の
場
合
と
相
似
た
性
格
を

有

す

る

の

で
、
前
後
關
係
を
簡
單
に
推
斷
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
次
に
重
要
な
所
を
示
め

さ
う
。

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

宇
治
川
の
章

で
は
、

信
太
三
郎
先
生
義
範
三
百
餘
騎

ニ
テ
芋
洗
ヲ
ゾ
防
ギ
ケ
ル
、
其
比
鎌
倉
殿

二
生

數
寄
摺
墨
ト
テ
聞

ヘ
タ
ル
名
馬

ア
リ
。

と
あ
り
、
鍋
島
本
は
、

「其
比
」
の
前
に
、

自
東
國
範
頼
義
經
木
曾
ヲ
討
手

二
上
ル
軣

攻
上
ル
大
手
ノ
大
將
軍

ハ
蒲
冠
者
範
頼
搦
手
大
將
軍
九
郎
御
曹
司
義
經
宗
ト
ノ

大
名
三
十
餘
人
都
合
六
萬
餘
騎
ト
ゾ
聞

ヘ
シ
(百
二
+
句
本
覺

一
本
あ
り
)

と
あ
る
。
又
梶
原
景
季
の
語
に
、

日
來

ハ
都

へ
上
テ
木
曾
殿

二
聞

ル
今
井
樋
ロ
ト
カ
ヤ

ニ
組

ン
デ
死

ス
ル
カ
、
左

ナ
ク
バ
凖
家

二
組

ン
デ
死
ナ
ン
ト
コ
ソ
思

ツ
レ
ド
モ
、
其

モ
今

ハ
詮
ナ
シ
、
爰

ニ
テ
佐
々
木
待
請
ケ
引
組

ン
デ
落
、
サ
シ
チ
ガ

へ
、
鎌
倉
殿

二
損
ト
ラ
せ
奉
ラ

ン
ズ
ル
物
ヲ
ト
、
思
切
テ
待
處

二
、
佐
々
木
四
郎
何
心
ナ
ク
歩
せ
來
ル
、
推
並

テ
ヤ
組

ン
、
向
フ
ザ

マ
ニ
ヤ
ア
テ
落
サ
ン
ズ
ナ
ン
ド
思
ヒ
煩
フ
。
サ
ル
ニ
テ
モ

一
言
問
テ
組

ン
ト
思
ヒ
、
イ
カ
ニ
サ

・
キ
殿
御
邊

ハ
生
數
寄
玉

ハ
ラ
レ
テ
ケ
リ

ト
詞
ヲ
カ
ク
、
佐
々
木
誠
ヤ
此
ノ
人
モ
所
望
仕
リ
タ
ル
由
内

々
承
リ
ッ
ル
物
ヲ

ト
、
急
ト
思
出

テ
、
チ
ッ
ト
モ
騒
ガ
ズ
、
打
笑
テ
、
ヤ
ト
ノ
賜
ヌ
ト

ヨ
、
宇
治

川
渡

ス
ベ
キ
馬

ハ
モ
タ
ズ
、
御
秘
藏

ノ
御
馬
ナ
レ
バ
申
ト
モ
ヨ
モ
給

ジ
、
何
力

苦
カ
ル
ベ
キ
、
盗

ン
下
思
テ
伺

ツ
ル
ポ
ド

ニ
、
銑

二
曉
立
ン
ト
テ
ノ
夜
、
便
宜

ヨ
ク
盜
ミ
ス
マ
シ
テ
上

ル
ゾ
ト
ヨ
ト
云
ケ
レ
バ
、
梶
原
此
詞

二
腹
ガ
居
テ
、
不

分
サ
ラ
バ
景
季
モ
偸
ム
ベ
カ
リ
ケ
ル
物
ヲ
ト
、
ド
ツ
ト
笑
テ
退

ニ
ケ
リ
。

と
あ
る
所
は
百
二
十
句
本
と
甚
し
く
異
り
、
鍋
島
本
と
同
文
と
言

へ
よ
う
。
鍋
島

本

の
條
參
照
。
又
同
章

に
、

川
霧
深
ク
立
籠
テ
馬

ノ
毛
モ
定
タ
カ
ナ
ラ
ズ
、
兵
ド
モ
河

二
打
向
ヒ
、
イ
カ
ぐ

八
三



人

文

學

論

集

せ

ン
ズ

ル
ト

テ
捜

ヘ
タ

リ

、

畠

山

庄

司

次

郎

進

出

テ
申

レ

ケ

ル

ハ
、

此

ノ
河

ノ

面

ヲ
見

ル

ニ
、
馬

ノ
足

ノ
及

バ

ザ

ラ

ン
所

、

三

段

ニ
ハ

ヨ

モ
過

ジ
、
近

江

ノ
湖

ヨ

リ

出

タ

ル
河

ナ

レ

バ
、

マ
ツ
ト

モ

く

水

ヒ

マ
ジ
、

此

河

ノ
定

メ

ハ
兼

テ
鎌

倉

殿

ノ
御

前

ニ
テ
サ

シ

モ
御

沙

汰

候

シ
軣

ゾ

ヵ

シ
、

今

始

タ

ル

コ
ト

ナ

ル

ニ

コ

ソ
、
治

承

ノ
合

戰

ノ
時

足

利

又

太

郎

ガ

渡

シ

ケ

ル

ハ
禪

力
佛

力
物

ガ

マ
シ
、

重

忠

瀬

蹈

仕

ラ

ン
、

武

藏

ノ
殿
原

續

ケ
ヤ

ト

テ
…

…

。

ヘ

へ

こ
れ
も
又
鍋
島
本
と
殆
ど
同
文
で
あ

る
。
百
二
十
旬
本
、
覺

一
本
に
比
し
て
簡
略

で
あ
る
。
兼
李

(義
仲
最
後
)
の
章
に
、

中
有
ノ
旅
ノ
天
、
想
像
コ
ソ
哀
ナ
レ
、
七
騎
ガ
内

二
巴
ト
云
女
武
者
有
ケ
ル
N

其
比
齡
二
十
二
三
也
、
大
力
ラ
張
弓
ノ
精
兵
、
究
竟
ノ
荒
馬
乘
ノ
惡
所
落
シ
。

と
あ
る
の
も
鍋
島
本
に
同
じ
。

一
谷
合
戰
の
條
に
、

二
位
僭
一都
暹
眞
ハ
梶
井

ノ
宮
ノ
御

返
吏

ニ
ハ
、
冖旅
ノ
空
思
ヤ
ル
コ
ソ
心
苦
ケ
レ

と
あ
る
の
も
鍋
島
本
ど
同
文
で
あ
る
。
熊
谷
李
山

一
二
懸
の
章
に
、

小
次
郎

ハ
澤
潟
ヲ

一
摺
々
タ
ル
直

垂

ニ
フ
シ
ナ
ワ
目

ノ
鎧
キ
テ
黄
瓦
毛
ナ
ル
馬

ニ
ゾ
乘
タ
リ
ケ
ル
、
ハ
タ
ザ
シ
バ
黄
陳
ノ
直
垂

二
小
櫻
ヲ
黄

ニ
カ
ヘ
シ
タ
ル
鎧

キ
テ
西
樓
ト
云
白
鰐
毛
ナ
ル
馬

ニ
ゾ
乘
タ
リ
ケ
ル
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
鍋
島
本
と
異
り
、
百
二
十
句
本
と
同
文
で
あ
る
。
鍋
島
本
の
條

參
照
。
師
盛
最
後
の
次
に
、

但
馬
守
經
雅

ハ
河
越
小
太
郎
重
房

力
手

二
懸
テ
討

レ
玉
ヒ
ヌ
、
、門
脇
中
納
言
教

盛
末
子
藏
人
大
夫
業
盛

ハ
…
…
。

と
あ
つ
て
睨
文
が
あ
り
、
鍋
島
本
と
同
じ
く
、
敦
盛
最
後
は
、

錦
ノ
袋

二
入
タ
ル
笛
ヲ
引
合

ニ
サ

・
レ
タ
リ
、
是

ハ
父
修
理
大
夫

幼

少

ノ
時

キ
、
鳥
羽
院

ヨ
リ
賜
ラ
レ
シ
小
枝

ト
云
笛
也
、
熊
谷
是
ヲ
ミ
テ
…
…
(中
略
百
二

八
四

+
句
本
同
文
)
三
佛
乘
ノ
因
ト
成

コ
ソ
哀
ナ
レ
、
サ
ル
ポ
ド
ニ
敦
盛
ノ
御
形
見
、

奥
ナ
ル
御
船

二
途
奉
バ
ヤ
ト
テ
、
最
後
ノ
時
召

レ
タ
ル
御
裝
東
以
下

一
モ
殘
サ

ズ
取
副
テ
ノ
牒
状
ヲ
書
、
修
理
大
夫

へ
奉

ル
、
其
牒

二
云
。

と
あ
る
。
こ
れ
も
鍋
島
本
と
同
文
で
あ
る
。
卷
末
も
、

通
盛
女
院

ヨ
リ
此
ノ
女
房
ヲ
賜
テ
最
重

ン
ぜ
ラ
レ
ケ
リ
、
貞

ハ
幸

ノ
花
ナ
レ
バ

淺
カ
ラ
ズ
契
リ
テ
、
憂
カ
リ
シ
波
ノ
上
船
ノ
申

マ
デ
モ
引
具
メ
、
絡

二
同
ジ
道

二
趣
カ
レ
ケ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
。

と
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
所
は
鍋
島
本
に
は
な
い
。
以
上
に
よ
つ
て
こ
の
卷
は
鍋

島
本
と
殆
ど
同
文
と
い
つ
て
よ
い
が
、
全
く

一
致
す
る
か
と
い
ふ
と

差

異

も

あ

る
。
從

っ
て
本
書
は
直
接
で
は
な
い
が
鍋
島
本
を
補
訂
し
た
も
の
と
推
定
す
る
の

・
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

卷
十
、
重
衡
受
戒
の
章

に
、

上
人
是
ヲ
請
取
テ
懷

二
入
レ
涙
ヲ
押

へ
出
玉

フ
、
八
條
女
院

二
木
工
充
政
時
ト

云
侍
ア
リ
、
有
ル
暮
レ
方

二
土
肥
次
郎
ガ
許

二
來
テ
申
ケ
ル
ハ
、
是

ハ
元
召
仕

レ
候

シ
木
工
右
馬
充
ト
申
ス
者

ニ
テ
候
ガ
、
八
條
殿

三
兼
參
ノ
身

ニ

テ
候

ナ

リ
、
弓
ノ
本
末
ヲ
モ
知
リ
候

ハ
ネ
バ
…
…
(以
下
は
百
ご
+
句
本
と
同
文
)

と
あ
る
所
は
百

二
十
句
本
と
異
り
、
鍋
島
本
と
も
異
る
。
然
し
後
牛
、

三
位
中
將
ヤ
ガ
テ
文
ヲ
書

テ
ゾ
給
ケ
ル
、
政
時
是
ヲ
玉

ハ
ッ
テ
出
ケ
レ
バ
、
土

肥
次
郎
イ
カ
ナ
ル
御
文

ニ
テ
候
ラ
ウ
ヤ
ラ
ン
叶

マ
ジ
キ
由
ヲ
申
ス
、
苦
カ
ル
マ

ジ
、

其

文

ト

ク

ー

ミ

せ

ヨ
ト

宣

バ

、

土

肥
次

郎

此

文

ヲ
取

テ
見

二
、

眞

モ
女

房

ヘ
ノ
御

文

ニ
テ
候

ピ
ケ

リ

ト

テ
ゾ

取

せ

ケ

ル
。

政

時

取

テ
宿

所

へ
歸

リ

、

日

ヲ
待

ク

ラ

シ
、

誰

ソ
彼

時

二
内

裡

へ
參

リ
、

雲

上

靜

ナ

ル
程

ニ

モ
成

ケ

レ
バ

、

此

女

房

ノ

ヲ

ワ

シ

ケ

ル
局

ノ
邊

二
行

テ
、

聞

ケ

ル

ホ

ド

ニ
、

折

節

是

ニ
モ
三
位



丿

中

將

ノ
御
亠旻

ヲ
ゾ

宣

ヒ
出

レ

タ

ル

…

…

(中
略
)
ワ

リ

ナ

ク

ヲ

ワ

シ

ケ

レ
、

劃

バ
中
將
南
都

へ
渡
サ
レ
斬
レ
玉

ヒ
ヌ
ト
聞

ヘ
シ
カ
バ
、
樣
カ

ヱ
形

ノ
如

ノ
佛
軣

ヲ
營
ミ
後
世
ヲ
ゾ
訪

ヒ
玉

ピ
ケ
ル
鎌
倉
前
右
衛
佐
頼
朝
頻

二
申

シ
ケ
レ
ハ
…
。

と
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
所
は
屋
代
本
に
は
な
い
。
百
二
十
句
本
、
鍋
島
本
に
は

ヘ

ヘ

へ

う

ヤ

も

ヤ

ヤ

う

で

つ

存
す
る
。
こ
の
内
裏
女
房
の
文
は
、
・殆
ど
屋
代
本
と
同
文

で
あ
る
。
こ
れ
は
極
め

て
注
目
す
べ
き
本
文
で
あ
る
。
百
二
十
句
本
と
屋
代
本
と
の
如
き
卒
曲
の
同
時
存

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

在
を
認
む
べ
き
根
據
で
あ
ら
う
。
鍋

屋
本

に
於
い
て
は
覺

一
本
の
混
入
が
あ
り
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

本

書

に

は

又

屋

代
本

の
混

入

が

あ

る

の
も

注

目

す

べ
き

現

象

で
あ

る
。

重

衡

東

下

の
章

に
は

、
鍋

島
本

と

同

じ
く

、

覺

一
本

、

百

二
十

旬

本

に
あ

る

「
ひ
ぼ

り

の

ぼ

れ

る

の
ち

の
さ

と
」

、

「
ま

つ
の

こ
ず

ゑ

に

か

ぜ

さ

え

て
、

い
り
江

に

さ

は
ぐ

な

み

の
お

と
、

さ

ら

で
も

た

び
は

物

う

き

に
心

を

つ
く
す

ゆ

ふ

ま

ぐ

れ
」

の
語

が

な

く

、

旅

ノ
空

土

産

小

屋

ノ

イ
ブ

せ

サ

ニ
イ

カ

ニ
古

郷

戀

シ

カ

ル
ラ

ン

三
位

中

將

ノ
御

返

事

二
、

古

郷

モ
戀

シ
ク

モ
ナ

シ
旅

ノ
天

都

モ
終

ノ

ス
ミ

カ

ナ

ラ

ネ

バ

都

ヲ
出

テ

・
日

數

フ

レ
バ
、

彌

生

モ
牛

バ
過

ナ

ン
ト

ス
、

遠

山

ノ
花

殘

ル
雪

カ

ト
見

ヱ
テ
浦

々
嶋

々

モ
霞

渡

レ
リ

、
來

方

行

末

思

ヒ

ッ

ぐ

ケ

テ
、

イ

カ

ナ

ル
宿

業

ヤ

ラ

ン
ト

悲

玉

ヘ
ド

モ
甲

斐

ゾ

ナ

キ

、
葛

難

冠
木

木

々

ノ
葉

シ
ゲ

リ

テ
、

心

細

ク
宇

都

屋

手

越

ヲ

過
行

バ
、.
北

二
遠

ザ

カ

リ

テ
雪

白

キ
山

ア

リ
:
:
:
。

こ

れ

も
又

屋

代

本

と
同

文

で
あ

る
β

頼

朝

封
面

の
條

も

、

量

リ

ナ

キ
罪

業

ニ
テ

コ

ソ
ト

宣

バ
、

三

位

中

將

、

一
門

運

盡

テ
都

ヲ
既

二
落

シ

上

ハ
、

骸

ヲ
山

野

二
曝

シ
江
海

ニ
モ
沈

メ

ベ

シ
ト

コ

ソ
存

候

ヒ

ツ

レ
、

是

マ
デ

下

ル
ベ

シ
ト

ハ
思

ヒ

ヨ
ラ

ズ

、

殷

王

ハ
畠

代

二
囚

レ
、

文

王

ハ
精

里

二
捕

ハ

平

家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

ル
、

弓
矢

ト

ル
身

ノ
敵

ノ
手

二
捕

ハ
レ

テ
滅

サ

ル

・
コ
ト

昔

ヨ
リ

皆

有

ル

コ
ト

也

、

重
衡

一
人

二
限

ラ

ネ

バ
今

更

恥

ベ
キ

ニ
ア
ラ

ネ

ド

モ
、

先

世

ノ
宿

業

コ
ソ

ロ

惜

ウ
候

へ
、

只
芳

恩

ニ

ハ
ト

ク
ー

頸

ヲ

ハ
ネ

ラ

ル

ベ

ク
候

ト

宣

テ
其

後

ハ

物
ヲ
モ
云
玉

ハ
ズ
、
南
都

ヲ
亡
サ
レ
シ
大
將
也
、
大
衆
定
テ
申
旨
有
ン
ズ
ラ

ン

、ト
テ
、
伊
豆
國
ノ
住
人
狩
野
介
宗
持

二
預
ケ
ラ
ル
、
其
躰
冥
途

ニ
テ
娑
婆
世
界

ノ

罪
人
ヲ
七
日
々
々
二
十
王
ノ
手

二
渡
ス
ラ

ン
モ
此
ク
ヤ
ト
覺

ヘ
テ
哀

レ
ナ
リ
。

と
あ
る
。
こ
れ
も
屋
代
本
と
同
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
に
百
二
十
句
本
の
長
文

を
脆
す
れ
ば
と

の
文
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
覺

一
本
も
百
二
十
句
本
と
同
じ
く

長
文
で
あ
る
が
、
覺

一
本
の
本
文
は
こ
の
八
坂
流
本
と
は
や
や
異
る
の
で
、
夲
曲

と
し
て
は
百
二
十
句
本
と
屋
代
本
が
同
類

の
本
文

で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
屋
代
本

を
増
補
し
て
百
二
十
句
本
を
成
立
せ
し
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

で
、
覺

一
本

に

依
ら
ね
ぼ
出
來
る
も
の
で
は
な
い
が
、
百

二
十
句
本
よ
り
屋
代
本

の
出
現
は
極

め

て
容
易
で
あ
る
。

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ

　
　

既

二
朝
敵
ト
ナ
レ
ル
人
也
、
出
家
有

ベ
カ
ラ
ズ
ト
ゾ
宣
ケ
ル
、
三
位
中
將
守
護

ノ
武
士

二
向

ヒ
、
サ
テ
モ
此
ノ
傾
城

ハ
愛
シ
タ
ル
者
哉
、
名
ヲ
バ
何
ト
云
ヤ
ラ

ン
ト
宣
バ
、
狩
野
介
劃
爿
申

ケ
ル
ハ
、
ア
レ
ハ
手
越
ノ
長
者
ガ
娘

ニ
テ
候
ガ
、

心
ザ

マ
優

二
候
ト
テ
、
兵
繍
佐
殿
此
三
四
年

ハ
召
仕
レ
サ
ウ
ラ
ウ
ガ
、
名
ヲ
バ

千
手
前
ト
申
候
、
兵

噺
佐
殿
三
位
中
將
ノ
カ
ヤ
ウ
ニ
宣

フ
由
傳
聞
玉

ヒ
テ
、
此

ヘ
ヘ
ヘ
へ

　

斎

ヲ
花
色

二
仕
立
せ
}三
二
位
中
將
ノ
許

二
遣

ハ
サ
ル
、
或
晩
方

二
雨
降
リ
世

間
ウ
チ
靜
テ
物
冷
シ
カ
リ
ケ
ル
折
節
、
件
ノ
女
房
琵
琶
琴
ヲ
持
テ
參
リ
タ
リ
。

ど
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
所
は
鍋
島
本
に
な
い
所
で
あ
る
。
傍
点
は
差
の
あ
る
所

で
あ
る
。
本
書
の
方
は
百
二
十
旬
本
と
殆
ど
同
文
で
あ
る
。
横
笛
の
章
で
は
、
百

二
十
句
本
と
殆
ど
同
文
で
あ
る
が
、
終
の
方
が
異
り
て
、八五



人

文

學

論

集

池

ノ
水

ノ
積

リ

テ
物

ヲ
思

フ
ナ

ル

モ
今

コ

ソ
思

シ
ラ

レ

ケ

レ
、

樣

ヲ

カ

ヱ
タ

ル

由

ヲ
聞

ケ

レ
バ
、

皈

テ

瀧

口

入

道

一二

首

ノ
歌

ヲ
ゾ

途

リ

ケ

ル
、

剃

ル

マ
デ

ハ
恨

ミ

シ

カ

ド

モ
梓

弓

眞

ノ
道

ニ
イ

ル
ゾ

ウ

レ

シ

キ

瀧

ロ

ガ
返

事

二
、

剃

ル
ト

テ

モ
何

力
恨

ン
梓

弓

引

ト

.、
ム

ベ

キ
心

ナ

ラ

ネ

バ

其

ノ
思

ヒ

ノ
積

リ

ニ
ヤ

、
横

笛

奈

良

ノ
法

華

寺

二
在

ケ

ル
ガ

ホ

ド

ナ

ク
死

シ

テ

ケ

リ
、

瀧

口

入

道

此

ノ
・コ
ト

ヲ
傳

へ
聞

、

主

ノ
聖

二
向

テ
申

シ

ケ

ル

ハ
、

是

モ

世

二
閑

ナ

ル
處

ニ
テ
念

佛

ノ
障

碍

ハ
候

ハ
ネ

ド

モ
、

飽

カ

デ
別

レ

シ
女

モ

ハ
ヤ

ハ
カ
ナ

ク
ナ

リ

ヌ
、

天

性

其

ノ
故

ニ

コ
ソ
加

樣

二
發

心

ヲ

メ
候

へ
、

由

シ

ナ

キ

都

近

キ

處

ハ
、

又

此

ク
淨

蔓

モ

ヤ
聞

カ

ン
、

暇

申

テ

ト

テ
、

嵯

峨

ヲ
出

テ
、

高

野

へ
登

リ
清

淨

心

院

二
此

四

五
年

行

ヒ
澄

メ
居

タ

リ

ケ

レ

バ
、

父

ノ
不

孝

モ
免

レ

タ

リ
…

…

。

と
あ

る
。

こ

の
文

は

屋

代

本

に
殆

ど
同

文

で

あ

る
。

然

し
前

後

は
百

二
十

句

本

と

同
文
で
あ
る
に
よ
り
て
珍
、子
簒

叡

総

ゑ

忽

移
慕

遣

触

か
か

ヘ

へ

う
か
。
鍋
島
本
は
百
二
十
旬
本
と
同
文
で
あ
る
。

維
盛
入
水
の
章
に
、

維
盛
法
名
淨
圓
廿
七

ニ
テ
濱
宮
ノ
御
前

ニ
テ
入
水

シ
畢
ヌ
ト
書
付
テ
、
又
船

二

乘
リ
海

ニ
ゾ
浮
玉

ピ
ケ
ル
、
比

ハ
三
月
廿
八
a
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
春

モ
既
暮
ナ

ン
ト
ス
、
海
路
搖
三

霞
ミ
渡
テ
哀

ヲ
催

ス
類
ナ
リ
。

と
あ
る
が
、
鍋
島
本
は
、

維
盛
法
名
淨
圓
廿
七
歳
濱
宮
ノ
御
前

二
而
入
水
畢

生
レ
テ
ハ
終

二
死

ニ
テ
ウ
蔓
ノ
ミ
ゾ
定
旡
世
ノ
定

ア
ル
カ
ナ

ト
書
付
テ
又
船

二
乘
リ
海

ニ
ゾ
淨

ヒ
玉
ピ
ケ
ル
、
此

ハ
三
月
廿
八
日
ノ
コ
ト
ナ

八
六

リ
ケ
レ
バ
、
春
モ
既

二
暮
ナ
ン
ト
ス
、
海
上
遙

二
霞
ミ
渡
テ
哀
ヲ
催
ス
計
ナ
リ

と
あ
る
。
維
盛
の
歌
は
百
二
十
句
本
に
も
あ
る
。
又
本
書
に
、

泣
々
取
留
ケ
レ
バ
、
船
底

二
倒
伏
シ
鳴
叫
ブ

コ
ト
斜
ナ
ラ
ズ
、
聖

モ
餘
リ
ノ
悲

サ
ニ
墨
染
ノ
袖
ヲ
ゾ
絞
リ
ケ
ル
(鍋
島
本
同
文
)

と
あ
る
が
、
百
二
十
句
本
と
異
る
こ
と
は
鍋
島
本
の
條
で
既
に
示
し
た
如
く
で
あ

る
。
池
大
納
言
關
東
下
の
章
に
、

禪
武
天
皇
八
十
ご
代

ヨ
リ
是
始
ト
ゾ
承

ル
、
ヤ
ガ
テ
其
日
蒲
冠
者
範
頼
三
河
守

ニ
ナ
ル
、
其
比
改
元
ア
ッ
テ
元
暦
ト
號
ス
、
漸
々
秋
モ
孚

二
成
ヌ
レ
バ
、
月
冷

ク
荻
ノ
上
風
身

二
染
、
萩
ノ
下
露
、
霽
々
滋
シ
、
稻
葉
ウ
チ
戰
キ
恨
ム
ル
虫
ノ

聲
、
木
葉
且

ッ
散
リ
サ
ラ
ヌ
ダ

ニ
深
ケ
行
秋
ノ
旅
ノ
天

ニ
ハ
悲
キ
ニ
夲
家
ノ
人

々
心
ノ
中
推
量
ラ
レ
テ
哀
ナ
リ
、
昔
シ
ハ
九
重
ノ
内

ニ
メ
春
ノ
花
ヲ
翫
ビ
今

ハ

屋
嶋
ノ
礒

ニ
メ
秋
月

二
悲
メ
リ
、
同
九
月
十
二
日
…
…
。

と
あ
る
。
鍋
島
本
は
、

禪
武
天
皇
八
十
二
代

ヨ
リ
是
始
ト
ゾ
承

ル
、
軈
テ
其
日
蒲
冠
者
範
頼
三
河
守

ニ

ナ
ル蒲

冠
者
範
頼
任
三
河
守
九
郎
義
經
蒙
宣
旨
吏

同
八
月
六
日
蒲
冠
者
範
頼
三
河
守

二
成

ル
、
九
郎
義
經
左
繍
門
尉
成
、
則
使

ノ

宣
旨
ヲ
蒙
テ
九
郎
到
官
ト
ゾ
申
ケ
ル
、

元
暦
改
元
之
軣

其
比
改
元
有
元
暦
ト
號

ス
左
有
程

二
荻
ノ
上
風

モ
漸
々
身

二
入
ミ
、
萩

ノ
下
露

モ
彌
滋
ク
、
恨

ル
虫
ノ
聲
々
、
稻
葉
打
戰
ギ
木
葉
カ
ツ
散
氣
色
物
思
ザ
ラ
ヌ
ダ

ニ
霄
行
秋
ノ
旅
ノ
空
ハ
悲
シ
カ
ル
ベ
キ
、
増

メ
卒
家

ノ
人
々
ノ
心
ノ
中
推
量
ラ

レ
テ
哀
ナ
リ
、
昔
ハ
九
重
ノ
中

ニ
メ
春
ノ
花

ヲ
翫
ビ
今

ハ
屋
嶋

ノ
磯

ニ
メ
、
秋



ノ
月

二
悲

シ

メ

リ
、

都

二
今

夜

如

何

ナ

ル
ラ

ン
ト

思

ヤ

ル
心

ヲ
滄

シ
涙

ヲ
流

テ

ゾ

ツ
ラ

ネ

ヶ

ル
、
幸

成
皿
、

君
住
メ
バ
爰
モ
雲
井

ノ
月
ナ
レ
ド
尚
戀
シ
キ
ハ
都
ナ
リ
梟

同
九
月
十
二
日
…
…
。

と
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
所
は
本
書

と
異
る
所
で
、
鍋
島
本
は
百
二
十
句
本
に
近

い
。
本
書
に
は
誤
蛻
が
多
い
。
そ
の
他
は
大
約
百
ご
十
句
本
、
鍋
島
本
と
差
は
な

い
と
い
つ
て
も
差
支
が
な
い
。
け
れ

ど
も
本
書
が
屋
代
本
と
同
文
を
含
有
す
る
事

は
前
述
の
如
く
極
め
て
重
要

で
あ
る
。

卷
十

一
、
こ
の
卷
も
殆
ど
百
二
十
句
本
と
同
文
で
あ
る
が
、
全
く
同

一
で
は
な

い
。
百

二
十
句
本
の
誤
蛻
を
補
ふ
點
も
か
な
り
あ
る
。
反
對
に
本
書
が
百
ご
十
句

本

に
よ
り
て
訂
正
さ
れ
る
所
も
あ
る
。
扇
之
的
の
章
に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

正
八
幡
大
菩
薩
、
殊

ニ
ハ
我
國
ノ
禪
明
日
光
權
現
、
宇
都
宮
大
明
紳
、
武
人
山

蕉

番

耄

焚

引

鑾

贔
倹
訟

、
是
を
射
損
ズ
ル
吻
ナ
ラ
バ
…
…
。

と

あ

る
が

、

こ
れ

は

屋

代

本

に

一
致

し
、

百

二
十

句

本

は
、

へ

リ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

正

八

ま

ん
大

ぼ

さ

つ
、

べ

つ
し

て
は

わ

が
國

の

し

ん

め

い
に

つ
く

は

う

ご

ん

げ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ん
う

つ

の
み

や

、

な

す

の
ゆ

ぜ

ん
大

み

や
う

じ

ん
、

ね

が

は

く

は

あ

の

あ

ふ

ぎ

客

審

か
い
暮

で
か
蓉

給
∵

こ
れ
を
い
そ
ん
ず
る
蒙

な
ら
ば
…
。

と

あ

る
。

又

同

じ
章

に
、

ミ
カ
タ

タ
タ
キ
ト
ヨ
メ
キ

白

浪

ノ
上

ヲ
淨

ヌ
沈

ヌ
淘

レ

ケ

リ
、

陸

海

上

ノ
敵

慈

舷

ヲ
扣

キ

心
服

ヲ
敲

動

搖

ケ

リ

、
夲

家

ヨ
リ

餘

ノ
面

白

サ

ニ
、

フ

シ

ナ

ワ
目

ノ
腹

卷

二
白

柄

ノ
長

柄

持

タ

ル
武

者

一
人

出

來

テ
…

…

Q

と

あ

る

が

、

こ

れ

も

屋

代
本

に
近

く

、

百

二
十

句

本

に

は
、

し

ら

な

み

の
う

へ
に

う

き

ぬ
し

づ

み

ぬ
ゆ

ら

れ

け

れ

ば
、

お

き

に

は
李

家

ふ

な

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平

戸
本

ぼ

た

を

た

丶
ゐ

て

か

ん

じ
た

り

、

く

が

に
は

源

氏

ゑ

び
ら

を

た

丶
ゐ

て

と

よ

あ

き

け

り

、

あ

ま

り
、

お

も

し
ろ

さ

に

か

ん

に

た

え
ざ

る

に

や
、

ふ

ね

の

う

ち

よ

り

よ

は

ひ
五

十

ぼ

か

り

の
お

と

こ

の
く

ろ

か

は

お

ど

し

の

よ

う

ひ

き

て
、

し

ら

え

の
な

ぎ

な

た

も

ち

た

る
む

し
や

一
人

い
で

き

た

つ
て

…

…
。

と
あ
る
・
訪
後
寒

暴

費
、不
句
奮

郵

い
、、
櫓
慂
雰

緊

慰

恋

む

伽
恥
愉
と
い
ふ
事
は
、
百
二
十
句
本
よ
り
屋
代
本

へ
の
推
移
を
示
す
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

こ
の
外
は
、
殆
ど
差
が
な

い
。
強
ひ
て
あ
げ
る
な
ら
ば
、
早
艫
に
、ヘ
へ

小
松
新
三
位
中
將
資
盛
、
同
少
將
有
盛
、
從
兄
弟
左
馬
頭
行
盛
三
人

と
あ
る
が
、
百
二
十
句
本
に
は
、

「
三
人
」
の
所
に
、

「
に
う
道

の
四
な
ん
と
も

も
り
」
と
あ
る
。
又
、

景
經
絡

二
討

レ
ニ
ケ
リ
、
大
臣
殿
見
玉

ヒ
テ
、

と
あ
る
が
、
百
二
十
句
本
に
は
、

か
げ
つ
ね
つ
ゐ
に
う
た
れ
に
け
り
、
お
ほ
い
ど
の
身
に
か
は
り
て
も
と
お
も
は

れ
け
る
め
の
と
こ
の
な
り
ゆ
く
あ
り
さ
ま
を
見
給
ひ
て

(屋
代
本
略
同
じ
)

と
あ
る
。
本
書
の
誤
蛻
で
あ
る
。
劒
之
卷
之
下
に
、

獅
子
ノ
子
3
本

ニ
メ
作
ラ
せ
ケ
レ
バ
、

マ
サ
ル
ホ
ド
ニ
ゾ
作
リ
ケ
ル
、
目
貫

二

鳥
ヲ
作
せ
ケ
レ
バ
小
鳥
ト
申
ゾ
ケ
ル

(屋
代
本
略
同
じ
)

と
あ
る
。
が
傍
線
を
付
し
た
所
は
百
二
十
句
本
は
誤
脱

で
あ
る
。

卷
十
二
、
こ
の
卷
も
鍋
島
本
、
百
二
十
句
本
と
同
類

で
あ
る
が
、
特
に
鍋
島
本
と

殆
ど
同
文

で
あ
る
。
例

へ
ば
、
建
禮
門
院
大
原
寂
光
院
陰
居
の
條
に
、

長
時
不
斷

ノ
御
念
佛
、
怠
ラ
ズ
月
日
ヲ
迭
せ
玉
ピ
ケ
リ
、
清
涼
殿

二
花
ヲ
結
シ

朝
風
來
テ
匂
ヲ
誘
引
…
…
。

八
七



人

文

學

論

集

と

あ

り

、

又

、

六
代

上

洛

の
條

も

、

正

月

五

日

ノ
夜

二
入

テ
都

へ
上

リ

ッ
キ

、

二
條

猪

熊

ノ
岩

上

ト
申

所

二
文

學

ノ

坊

ア
リ

、

ソ

コ

ニ
入
奉

ル
、

其

夜

ノ
中

二
大

覺

寺

ヘ
ヲ

ワ

メ
見

玉

ヘ
バ
、

立

テ

納

テ
人

モ
ナ

シ
、

コ

ハ
イ

カ

ニ
思

ノ
餘

二
水

ノ
底

ニ
モ
入

り
玉

ヒ

タ

ル

ヤ

ラ

ン
、

サ

ラ

バ
有

シ
松
原

ニ
テ
兎

ニ
モ
角

ニ
モ
成

ベ

キ
物

ヲ

ト
ゾ

泣

レ

ケ

ル
、

若

君

ノ
飼

玉

ピ
ケ

ル

ヱ
ノ

コ

ノ
築

地

ノ
崩

レ

ヨ
リ

走

出

、

尾

ヲ
振

テ

向

ピ

ケ

レ

バ

、

己

レ

ハ
有

ケ

ル
カ

、

人

ハ
焉

チ

ヘ
ト

ゾ

問

レ

ケ

ル

ニ
コ

ソ
、

責

テ

ノ

コ
ト

ニ
テ
有

ケ

ル
、

夜

深

ケ

レ

バ
、

問

ベ
キ

者

モ

ナ

シ
、

サ

レ

ド

モ
親

ノ
者

ノ
申

ケ

ル

ハ
、
年

内

ヨ
リ
長

谷

二
籠

せ

玉

フ
ト

申

せ

バ
、

其

ノ
ト

キ

安

堵

メ
、

齋

藤

五

齋

藤

六

門

ヲ

開

テ
入

レ
奉

レ

バ
、

ゲ

ニ
モ
近

フ
人

ノ
栖

タ

ル
景

モ

ナ

シ
、

夜

ヲ

待

明

シ
聖

ト

共

二
高

雄

へ
上

リ

玉

フ
、

齋

藤

五

齋

藤

六

長

谷

へ
參

り

此

由

申

せ

バ
、

更

二
幻

ト

モ
覺

玉

ハ
ズ

、

大

慈

大

悲

ノ
御

誓

モ
有

罪

ヲ

モ
無

罪

ヲ

モ
助

ケ

玉

フ

コ
ト

ナ

レ

バ
、

カ

・
ル
例

多

カ
リ

キ

、

女

房

達

急

下

向

メ
、

若

君

ヲ
喚

下

シ

マ
イ

ラ

セ
見

奉

テ

モ
、

只

夢

ノ
心

地

ゾ

せ

ラ

レ

ケ

ル
、

暫

シ
是

ニ
テ
勞

バ

ヤ

ト

宣

ド

モ
、
世

ノ
聞

ヘ
モ
怖

シ
ト

テ
、

急

ギ

高

雄

へ
迭

奉

ル
、

聖

斜

ナ

ラ

ズ

ノ

慈

ニ
テ
、

二
人

ノ
侍

共

二
哀

玉

ピ

ケ
リ

、

大

覺

寺

ノ
幽

ナ

ル
棲

ヲ

モ
常

ハ
訪

奉

ル
、

其

後

鎌

倉

殿

文

學

ノ
許

へ
…

…

。
.

と
あ

る

の
も

、

鍋

島

本

と
同

文

で
あ

る
。

こ
れ

は

百

二
十

句

本

と
異

り
、

屋

代

本

と
殆

ど

同

文

で
あ

る
。

小
原

御

幸

の
條

も

、

諸

經

ノ
要

文

ド

モ
、

手

紙

二
書

テ
所

々

二
置

レ
タ

リ
、

昔

シ
大

江

貞

元

法

師

、

天

台

山

ノ
麓

清

涼

山

二
住

シ

ケ

ル
時

、

詠

ジ
タ

リ

シ
笙

歌

遙

聞

孤

雲

上

聖

衆

來

迎

落

日

前

ト
書

レ
タ

リ

、

彼

ノ
淨

明

居

士

ガ

方

丈

室

中

三

二
萬

六
千

ノ
床

ヲ
並

べ
十

方

ノ
諸

佛

ヲ
講

ジ
奉

リ

ケ

ン

モ
、

カ

ク

ヤ

ト
覺

ヘ
タ

ル
、

一
問

ナ

ル
障

子

八
八

ヲ

開

テ
御

覽

ス

レ

バ
、

竹

ノ
御

架

ゾ

懸

ケ
ラ

レ
タ

ル
、

麻

ノ
御

衣

紙

ノ
衾

、

昔

ノ
蘭

麝

ノ
匂

二
引

替

タ

ル
香

ノ
烟

ゾ

心

細

ソ

キ
、

去

ホ

ド

ニ
後

ノ
山

ノ
小

道

ヨ

リ

:
ゲ:
°。

と

あ

る

の
も

同

樣

で
あ

る
。

鍋

島

本

の
條

參

照

。

そ

の
最

後

も

、

イ

ザ

・
ラ

バ
涙

ク
ラ

ベ

ン
郭

公

ワ

レ

モ
憂

キ
世

二
音

ヲ
而

已
ゾ

鳴

ク

其

後

ハ
法

皇

モ
常

二
御

訪

ド

モ
有

ケ

ル
ト

カ

ヤ
。

と

あ

る
。

結

語

以
上
、
鍋
島
本
、
李
戸
本

の
二
本
を
詳
細
に
わ
た

つ
て
百
二
十
句
本
と
比
較
し

て
來
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
て
、
八
坂
流
甲
類
本

(筆
者
の
分
類
に
よ
る
)

は
、
覺

一
本
、
百
二
十
旬
本
、
屋
代
本
が
或
る
時
點
に
於
い
て
混
在
す
る
こ
と
が

明
白
に
な

つ
た
と
思
は
れ
る
。
鍋
島
本
の
卷
三
、
卷
四
の
性
格
は
こ
れ
を
明
示
す

る
も
の
で
あ
る
。
次
に
百

二
十
句
本
と
屋
代
本
の
前
後
成
立
關
係
で
あ
る
。
多
年

兩
本

の
關
係
を
明
示
す
べ
き
卆
家
異
本
を
博
搜
し
て
居
た
筆
者
に
、
最
も
有
力
な

證
據
と
す
べ
き
異
本
が
か
く
存
在
し
得
た
こ
と
は
無
上
の
喜
び
で
あ
る
。
鍋
島
本

に
つ
い
て
再
び
要
約
す
る
な
ら
ば
、
屋
代
本
と
覺

一
本

の
接
觸
融
合
、
覺

一
本
と

百
二
十
句
本

の
接
觸
融
合
が
認
め
ら
れ
、
卷
三
の
卷
頭
よ
り
大
塔
建
立
の
牛
ば
ま

で
は
覺

一
本

の
本
文
で
、
以
下
は
屋
代
本

の
本
文
で
あ
り
、
卷
四
は
、
卷
頭
よ
り

鳥
羽
殿
鼬
沙
汰
ま
で
は
覺

一
本

の
本
文
で
あ
り
、
以
下
は
百
二
十
句
本
の
本
文
で

あ
る
。
又
卷
七
、
卷
八
、
卷
十
等

の

一
部
に
於

い
て
、
百

二
十
句
本

の
本
文
に
覺

一
本
の
影
響
ど
認
む
べ
き
本
文
が
混
在
す
る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
次
に
百

二

十
句
本
と
鍋
島
本
と
の
比
較
に
よ
り
て
、
鍋
島
本
が
簡
略
に
な

つ
て
ゐ
る
所
は
、



ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ
れ
が
屋
代
本
に
殆
ど

一
致
す
る
こ
と
は
、
卷
十
二
の
六
代
な
ど
、
百

二
十
句
本

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
簡
略
化
が
屋
代
本

の
成
立
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
も
の
で

あ
る
。

こ
こ
に
於
て

一
方
流
本

の
變
化
流
動
も
合
せ
て

一
考
察
し
、
覺

一
本
よ
り
流
布
本

の
成
立
を
觀
る
に
、
既
に
拙
著
、

「
李
家
物
語
諸
本
の
研
究
」
に
お

い
て
述
べ
た

如
く
、
流
布
本
は
覺

一
本

に
比
し
て
、
内
容
的
に
増
補
せ
ら
れ
た
所

は

殆

ど

な

く
、
簡
略
化
せ
ら
れ
た
所
が
あ
る
。
例

へ
ば
流
布
本
に
は
卷
二
の
成

親

流

罪

の

條
、
卷
四
、
辨
内
侍
、
嚴
島
還
御
の
條
、
卷
六
、
如
無
僣
都
、
卷
十
二
、
李
家
殘

黨
の
事
が
無

い
。
劒
卷
鏡
卷
な
ど
の
秘
事
は
別
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
點

か
ら
も
多
く
の
文
學
史
家
が
夲
家
物
語
は
琵
琶
法
師
に
よ
り
て
語
ら
れ
、
す

べ
て

増
補
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
方
向

の
み
で
認
識
し
て
ゐ
る
の
は
改
む
べ
き
で
は
あ
る
ま

い
か
。

一
方
に
は
簡
略
化
も
働
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例

へ
ぼ
富
倉
徳
次
郎
博
士

の
校
訂

の
朝
日
古
典
全
書
の
丕
-家
物
語
に
つ
い
て
言

へ
ぼ
、
こ
の
朝
日
古
曲
ハ全
書

の
夲
家
物
語

の
底
本
は
米
澤
文
庫
藏
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
覺

一
本
と
比
較
し
て

み
る
に
、
卷
二
、
卷
四
は
流
布
本
に
同
じ
く
蛻
文
が
あ
る
が
、
卷
六
、
卷
七
、
卷

十
、
卷
十
二
な
ど
は
覺

一
本

に
極
め

て
近
く
、
脱
文
が
な

い
。
こ
の
様
な
場
合
、

卷
六
、
卷
七
、
卷
十
、
卷
十
二
を
他

の
卷
々
と
同

一
系
統
本
と
し
て
見
る
べ
き
か

否
か
檢
討
す
べ
き
あ
る
。
覺

一
本
以
後
の
諸
傳
本
が
こ
の
樣
に

一
部
に
於
て
脱
文

や
簡
略
化

の
あ
る
事
は
明
白
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
比
較
に
よ
り
て
八
坂
流
の
諸
本
の
流
動
に
も
こ
の
簡
略
化

の
あ
る

こ
と
は
否
定
出
來
な
い
現
象
で
あ
る
。

次
に
李
戸
本
に
つ
い
て
見
る
に
、
卷

一
、
卷
三
が
屋
代
本
と
同
類
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
百
二
十
句
の
章
句
に
分
割
し
て
ゐ
る
の
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
又
卷
二

平
家
物
語
、
鍋
島
本
と
平
戸
本

が
卷
四
以
下
と
同
じ
く
百

二
十
句
本

と
同
類

で
あ
る
が
、
百
二
十
句
本
と
異
る
所

も
あ
り
、
漢
字
假
名
遣
が
鍋
島
本
と
よ
く

一
致
す
る
の
で
、
兩
者
が
同

一
の
如
く

感
ぜ
ら
れ
る
所
も
あ
る
が
、
相
違
す
る
點
も
少
く
な
く
、
特
に
注
目
せ
ら
れ
る
所

は
、
卷
二
の
前
牛
が
屋
代
本
と

一
致
し
、
後
牛
が
百

二
十
句
本

と

一
致
す
る
點
が

そ
の

一
つ
で
あ
る
。
卷
四
の
前
牛
が
李
松
家
本

に
近
い
特
異
な
本
文
で
あ
り
、
後

牛
が
百
二
十
句
本
と
同

一
で
あ
る
點
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
然
し
二
條
院
の
時
の

鵺
の
読
話
が
な
い
の
は
鍋
島
本
よ
り
も
屋
代
本
と
相
似
る
性
格
で
あ
る
。
卷
五
に

は
都
遷
り
の
先
蹤
の
事
が
な
い
の
が
注
目
せ
ら
れ
、
卷
六
に
は
、
慈
心
坊
、
宗
論

が
な
い
の
は
、
他

の
百

二
十
句
本
、
鍋
島
本
よ
り
は
後
出
と
認
め
ら
れ
、
卷
七
に

は
、

卒
家
願
書
に
李
家

一
門
の
連
署
が
あ

つ
て
、

百
二
十
句
本
に
近
く
、

卷

九

は
、
百
二
十
句
本
よ
り
簡
略
な
所
が
あ
り
、
鍋
島
本
と

一
致
す
る
。
卷
十
の
中
に

は
、
屋
代
本
と
同
文

の
内
裏
女
房

の
章
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
他
に
も
百
二
十
句

本
と
異
る
所
で
、
屋
代
本
と

一
致
す
る
所
が
多

い
。
卷
十
二
は
、
六
代

の
條
が
百

ご
十
句
本
と
異
り
、
鍋
島
本
と
類
し
て
、
屋
代
本
に

一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

夲
戸
本
に
よ
り
て
、
百
二
十
句
本
が
簡
略
化
さ
れ
る
と
屋
代
本

の
本
文
が
成
立
す

る
こ
と
が
確
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
夲
戸
本
を
先
に
成
立
し
た
も
の
と
し

た
な
ら
ば
、
こ
れ
を
百
二
十
句
本

へ
と
増
補
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
覺

一
本

の
存
在
を
豫
想
し
な
け
れ
ぼ
、
百

二
十
句
本

の
如
き
本
文
は
増
訂
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
覺

一
本
が
漸
次
變
化
流
動
し
て
、
こ
れ
ら
の
複
雜
な
本
文
現
象
が

成
立
し
た
と
認
め
る
時
に
、
は
じ
め
て
多
く
の
異
本

の
本
文
が
説
明
が
つ
く
の
で

あ
つ
て
、
渥
美
か
を
る
氏
の
岩
波
古
典
大
系
解
説
の
如
く
、
屋
代
本
を
最
古
と
し

て
説
明
し
た
場
合
は
、
屋
代
本
よ
り
百

二
十
句
本

へ
の
増
補
は
強
ひ
て
こ
れ
を
行

つ
た
と
し
て

一
見
説
明
ら
し
く
は
認
め
ら
れ
る
が
、
覺

一
本
を
屋
代
本
よ
り
の
成

八
九
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立
と
し
た
場
は
、
多
數
の
異
本
が

一
つ
に
統

一
さ
れ
る
と
い
ふ
事
は
不
可
能
と
謂

は
ね
ば
な
ら
ず
、
岩
波
古
典
大
系
の
解
読
に
、
覺

一
本

の
成
立
に
つ
い
て
は
、
鎌

倉
本
や
屋
代
本
そ
の
他
の
諸
異
本
の
全
面
的
な
檢
討
が
加
え
ら
れ
た
と
い
ふ
が
、

果
し
て
、
八
坂
流
古
本
の
數
本
だ
け
で
、
覺

一
本
が
成
立
す
る
で
あ
ら
う
か
。
又

八
坂
流
古
本
に
あ
る
共
通
記
事
を
如
何
に
し
て
、
何
の
た
め
に
覺

一
本
が
抹
殺
し

た
と
読
明
で
き
る
で
あ
ら
う
か
。
覺

一
本

の
本
文
が
漸
次
流
動
し
て
流
布
本
が
出

來
た
如
く
、
八
坂
流
本
も
次
第
に
流
動
し
て
多
く
の
異
本
が
生
じ
た
も
の
で
、

一

異
本
の
性
格
が
、
特
に
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
は
、
準
曲
流
傳

の
上
か
ら
見
て
決

定
す
る
こ
ど
は
速
斷
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
は
丕
-曲

の
流
動

の
上
か
ら
次
第
に

そ

の
樣
に
な
つ
た
わ
け
で
、

一
異
本

が
書
か
れ
た
時
に
、
特
に
筆
作
者
が
改
訂
し

た
も
の
で
な
い
の
で
、
統

一
あ
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
見
な
し
難

い

一
面
が
あ
ら

う
。
筆
者
が

一
異
本
に
文
學
史
的
な
意
味
を
置
か
な
い
の
は
こ
の
意
味
で
、
幾
度

も
繰
り
返
す
が
、丕
-家
物
語
の
研
究

は
覺

一
本
を
究
極
の
對
象
と
す
べ
き
で
、
他
の

異
本
は
、
流
動
上

の
變
化
を
示
す
も

の
で
、
著
作
過
程
を
示
す
も
の
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
幸
に
こ
の
鍋
島
本
、
夲
戸
本

の
出
現
に
よ
り
て
、
覺

一
本
、
百
二
十
句

本
、
屋
代
本

の
存
在
關
係
を
解
明
す
る
こ
と
を
得
る
の
は
望
外

の
悗
び
で
あ
る
。

九
〇

追

記鍋
島
本
卷

一
の

「寛
仁
二
年
五
月
二
日
」

(本
稿
六
頁
下
段
14
)

は
、
盛
衰
記
な
ど
に
寛
夲
元
年
五
月
十
二
日
と
あ
る
の
に
關
係
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
夲
家
勘
文
録
の
語
に
よ

つ
た
も
の
で
あ
る
。

李
家
勘
文
録
に
、
高
望
王
の
時
、

「
寛
仁
元
年
十
二
月
十
三
日
民

部
卿
宗
貞
朝
臣
、
謀
叛

ニ
ヨ
リ
宗
貞
ヲ
追
罰
せ
シ
ニ
依

ッ
テ
、
同

二
年
五
月
十
二
日
上
總
介
ト
ナ
リ
、
夲

ノ
姓
ヲ
賜

ハ
ル
ト
イ
フ
」

と
あ
る
。


